
DS 5
取扱説明書



ごあいさつ

このたびはDS 5をお買い上げいただ
き、誠にありがとうございます。
この取扱説明書は、DS 5の取り扱いに
ついて記載してあります。
ご使用になる前に本書をよくお読みにな
り、ご理解を深めるようお願い申し上げ
ます。
本書は車内に保管し、いつでも読み返す
ことができるようにしてください。
車に添え付けられているメンテナンス
ノート（整備手帳）は、携行が義務付け
られています。この取扱説明書とともに
常時携行していただくようお願い申し上
げます。

おことわり

・	この取扱説明書は、発売時点の車両仕
様をもとに作成しております。

	 オートモビル・シトロエン社では絶え
ず製品の改良を行っており、予告なく
仕様が変更されることがあります。お
客様の車両と装備品、仕様等が本書に
掲載されている写真、イラスト、仕様
等と細部が異なる場合がありますが、
あらかじめご了承ください。

・	本書は、オプション装備を含む当モデ
ルの全ての装備の説明を記載しており
ます。各装備の有無については車両の
仕様によって異なるため、お求めいた
だいた車両に装備されていない物が記
載されていることがありますのであら
かじめご了承ください。
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はじめに

重要安全情報
この取扱説明書には、車を安全に取り扱うために必要な情報
が記載されています。
また、車を取り扱う上での危険性や注意点などについても説明
されており、それに伴う事故を避けるためのアドバイスも含ま
れています。これらの警告や注意を守らない場合には、死亡を
含む人的な傷害や車の破損などにつながる可能性があります。
危険に関する警告や注意は、車体各部に貼り付けた3種類の
警告ラベルで表示されています。さらに、本書は注意に関する
記載を、人身と物損に分けています。

指示に従わなかった場合、乗員や第三者が死亡または重度の
傷害を負うおそれがあることを示しています。

指示に従わなかった場合、乗員や第三者が傷害を負うおそれ
があることを示しています。

指示に従わなかった場合、車を破損させるおそれがあること
を示しています。

取り扱い上で、重要な点や注意点、アドバイスなどを示して
います。

このマークが付いた指示に従わなかった場合、人身に関
わる(死亡や傷害の)おそれがあることを示しています。
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車をご使用いただく前に

●消耗品、アクセサリーについて
DS 5に使用する消耗品やアクセサリー類は、当社の純正部品
をご使用ください。市販されている汎用の消耗品やアクセサ
リー類のなかには、車の機器に適合しなかったり正常な作動を
妨げる可能性がある製品が含まれていることがあります。DSシ
リーズ車本来の安全性や耐久性を損なわないためにも、純正
の部品やアクセサリー類のご使用をお勧めします。

●改造について
DS 5の非合法な改造は、法に触れるだけでなく車の安全性
や耐久性を著しく損なうおそれがあります。また、車の保証修
理が受けられなくなることがありますので、むやみな改造を行
わないでください。本書に記載のない整備や修理については、
当社指定サービス工場にご用命ください。
この車の電気配線には、多重通信システムの制御信号が流れて
います。当社純正以外のナビゲーションシステムやラジオなど
のアクセサリー類の取り付けのために車の配線に加工や接続を
すると、エンジンやブレーキの制御に障害を与え、その結果、
機器の故障や事故にいたるおそれがあります。これらの取り付
けにあたっては、当社指定サービス工場にご相談ください。
また、当社が供給していないアクセサリー類の取り付けや、あ
るいは当社の指示に従わない装着方法によって発生した、車ま
たは機器の不具合もしくは事故等に関わる損害の補償をいた
しません。

●エコノミーモード
エンジンが停止してからも、オーディオ機器などへの電源供給
を最大30分間行います。電源が切れると、メッセージが表示
されます。
引き続きアクセサリーを使用したいときは、エンジンを始動し
て数分間まわしてください。エンジンをかけていた時間が10
分以下のときは、約5分間アクセサリーを使用できます。エン
ジンをかけていた時間が10分以上のときは、約30分間アクセ
サリーが使用できます。
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環境・リサイクルへの取り組み

●自動車リサイクル法
自動車リサイクル法は、使用済自動車（廃車）を適正に処理して、
資源の再利用を促進することでゴミを減らすことを目的に作ら
れた法律です。
具体的には、廃車することで発生する再利用できないシュレッ
ダーダストの削減、環境に有害な物質（フロン等）の適正処理
などを行い、環境保護に役立てるものです。そのため、車の所
有者、自動車会社（輸入事業者を含む）、自動車関連事業者そ
れぞれに役割が定められています。

●リサイクルへの取り組み
当社では、自動車リサイクル法が制定される以前から環境保護
を行うためのリサイクルに関して対応してきております。
DS 5は、リサイクル可能な素材を車体の多くの部分や部品に
採用しています。
車の総重量のうち、90%は何らかの形でリサイクルすることが
可能です。
すべてのプラスチック部品には、素材を表す記号がつけられて
おり、簡単に取りはずしや分解ができるように考慮されています。
そのほとんどは熱可塑型を使用していますので、熔解したり粉
砕して別の自動車部品として蘇らせることができます。
金属部品も同様に、100%の再利用が可能です。この中には
アルミニウムを始め、プラチナやロジウムといった貴重な金属
も含まれます。
なお、アスベストやカドミウムといった有害物質は、設計の段
階から使用を除外しています。

●環境への配慮
当社指定サービス工場での定期点検整備をきちんと行うこと
は、環境保護と公害発散の防止につながります。
当社指定サービス工場では、交換済みのオイルや油脂類、損
耗部品などを正しく処理することによって環境保護のために貢
献しています。
特にエアコンに使用されている冷媒ガス（フロン：HFC134a）
は、地球温暖化につながるため大気に放出してはなりません。
回収や破壊などの適正な処置をとるためにも、車を廃車にする
ときは当社指定サービス工場にご相談ください。
環境保護は、たとえキーレスエントリーのリモコンの電池1個
であっても、お客様のご協力によって実践することができます。
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DS 5操作・使用方法早わかり

①：	ボンネット解除レバー
②：	ヘッドランプ光軸調整*
③：	ダッシュボード左右吹き出し口
④：	サイドウィンドウ吹き出し口
⑤：	フロントクォーターウィンドウ吹き出し口
⑥：	ヘッドアップディスプレイ*
⑦：	フロントウィンドウ吹き出し口
⑧：	助手席エアバッグ
⑨：	助手席エアバッグキャンセルスイッチ、グローブボックス
⑩：	12V電源ソケット
⑪：	後席左右ウィンドウ開閉スイッチ
⑫：	フロントアームレスト、センターコンソール、USBボックス、

AUXソケット
⑬：	エレクトリックパーキングブレーキ
⑭：	パワーウィンドウスイッチ、チャイルドセーフティボタン、

集中ドアロックスイッチ
⑮：	シフトレバー
⑯：	空調コントロールパネル
⑰：	オーディオコントロールパネル
⑱：	ハザードランプスイッチ

⑲：	マルチファンクションディスプレイ
⑳：	ダッシュボード中央吹き出し口

：	アナログ時計
：	START／STOPスイッチ
：	スマートキー挿入スロット
：	ワイパーコントロールレバー、ドライブコンピューター表示

切り替えスイッチ
：	オーディオ用ステアリングスイッチ
：	ホーン、運転席エアバッグ
：	クルーズコントロール、スピードリミッター
：	サイドスイッチパネル(11ページ参照)
：	ドアミラースイッチ
：	ライトコントロールスイッチ、方向指示器スイッチ
：	サイド／バックカメラ切り替えスイッチ
：	インストルメントパネル
：	シートベルト／助手席エアバッグ警告ディスプレイ
：	ルームランプ
：	ヘッドアップディスプレイスイッチ*
：	コックピットルーフスライディングサンバイザースイッチ*
：	コックピットルーフ小物入れ

*仕様により異なります。

オーディオ関係のスイッチの操作については、巻末の付録をご
参照ください。

本書のイラストは日本仕様ではないため、実車と異なることが
あります。



6

DS 5操作・使用方法早わかり

●スマートキー（→P.2-2）

車の解錠
スマートキーを携帯してドアハンドルに
手を通すと、車が解錠されます。ドアハ
ンドルをそのまま引くとドアを開けるこ
とができます。

●フュエルリッド（給油口）	 	
オープナー（→P.2-20）

1．運転席側ダッシュボードのスイッチを
押してフュエルリッドフラップを開き
ます。

燃料タンクの容量は約60リットルです。

●テールゲートオープナー	 	
(→P.2-18)

1．運転席側ダッシュボードのスイッチ
を押してテールゲートを解錠します
(テールゲートのロックがはずれる音
が聞こえるまで押し続けてください)。

車の施錠
車両周辺の検知エリアAにスマートキー
があるときに、ドアハンドルのスイッチ
またはテールゲートのスイッチを押すと、
車が施錠されます。

リモコンとしてスマートキーのボタンを
使って施錠・解錠することもできます。
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DS 5操作・使用方法早わかり

●チルトステアリング（→P.3-36）

1．チルトステアリングのロックを解除し
ます。

2．ステアリングの高さ、奥行きを調整
します。

3．チルトステアリングをロックします。

チルトステアリングの調整は、車を停
止して行ってください。

●バックミラーの調整（→P.1-8）

1．自動防眩ミラー
2．ミラーの角度を調整します。

●電動ドアミラーの調整と格納	
（→P.1-7）

1.	 スイッチを回して、調整するドアミ
ラーを選択します。

2.	 スイッチを上下左右に動かして、ド
アミラーの角度を調整します。

3.	 スイッチを中央の位置に戻して、ド
アミラーの選択を解除します。

4.	 スイッチを180°下向きに回すと、ド
アミラーが格納されます。
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●フロントシートの調整（→P.1-2、1-3）
手動
①：	ヘッドレストの調整
②：	バックレストの角度調整
③：	シートの高さ調整
④：	シートの前後調整
⑤：	ランバーサポートの調整*

電動
①：	シートの角度／高さ／前後調整
②：	バックレストの角度調整
③：	ランバーサポートの調整*
④：	シートクッションの奥行き調整	  

(手動)

*仕様により異なります。
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DS 5操作・使用方法早わかり

●フロントヘッドレストの調整	
（→P.1-4）

ヘッドレストの上端と乗員の頭の上が揃
うように、ヘッドレストを上下および前
後に動かして調整します。

下げるときは、ボタンAを押しながらヘッ
ドレストを押します。

●フロントシートベルト		
（→P.1-14）

1.	 シートベルトのプレートをバックル
に差し込みます。

2.	 シートベルトの高さを調整します。

●シートヒーター*（→P.1-6）

ダイヤルで設定した温度に自動調整され
ます。

0：オフ
1：低
2：中
3：高
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●ライトスイッチ（→P.4-19）

リングA

すべてのランプが消灯します。

オートライトモード

ポジションランプおよびテール
ランプが点灯します。

ヘッドランプのロービーム／ハ
イビームが点灯します。ハイビー
ムに切り換える場合はスイッチ
レバーを手前に引きます。

リングB
フロントフォグランプ、リアフォ
グランプが点灯／消灯します。

●ワイパー／ウォッシャー	 	
（→P.4-28）

レバーA　フロントワイパー
2	 高速作動
1	 通常作動
Int	 間欠作動
0	 停止
AUTOâ	� 自動作動 (雨滴感知式) 	  

／1回作動

ウィンドウウォッシャー
レバーAを手前に引きます。

	

AUTOモードにする
レバーAを押し下げます。

AUTOモードを解除する
レバーAを0以外のポジションにすると
AUTOモードが解除されます。

リングB　リアワイパー
停止
間欠作動
ウォッシャー

*仕様により異なります。
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●サイドスイッチパネル

パーキングアシスタンス
キャンセルスイッチ
(→P.3-34)

レーンデパーチャーウォーニ
ングオン／オフスイッチ
(→P.3-25)

START/STOPスイッチ
(→P.3-2)

ESCキャンセルスイッチ
(→P.3-16)

アラーム室内感知キャンセル
スイッチ* (→P.2-12)

集中ドアロックスイッチ
(→P.2-11)

ECO OFFスイッチ
(→P.3-22)

フューエルリッドオープナー
スイッチ
(→P.2-20)

エレクトリックパーキング
ブレーキ作動スイッチ
(→P.3-9)

インテリジェントハイビーム
オン／オフスイッチ*
(→P.4-21)

テールゲートオープナー
スイッチ (→P.2-18)

チャイルドセーフティスイッチ
(→P.2-15)
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●助手席エアバッグキャンセルス
イッチ（→P.1-23）

1.	 スマートキーから緊急用キーを取り
出します。

2.	 グローブボックスを開けて緊急用
キーを差し込みます。

3.	 助手席に大人が乗車しているとき、
もしくは前向きチャイルドシート
を取り付けた場合、ONにします。 
後ろ向きチャイルドシートを取り付
けた場合には必ず OFFにします。

4.	 そのまま緊急用キーを抜きます。

●シートベルト／助手席エア
バッグ警告ディスプレイ	 	
（→P.1-15）

A.	 助手席側シートベルト警告灯
B.	 運転席側シートベルト警告灯
C.	 後席右側シートベルト警告灯
D.	 後席中央シートベルト警告灯
E.	 後席左側シートベルト警告灯
F.	 助手席エアバッグOFF警告灯
G.	助手席エアバッグON警告灯

●チャイルドセーフティ（→P.2-15）

チャイルドセーフティボタンを押すと、以
下の操作ができなくなります。
・	 車内から後席ドアを開ける
・	 後席でパワーウィンドウスイッチを操

作する
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エンジンの始動
1．	スマートキーを携帯して乗車します

(任意でスマートキーをスロットに挿
入します。)。

2．	シフトレバーをPの位置にします。
3．	パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
4．	ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 み な が ら
START/STOPスイッチを押します。

5．	スターターが回り、エンジンが始動
します。

ディーゼル車は、予熱表示灯
が点灯後消灯したらエンジン
が始動します。

エンジンの停止
1．	車を完全に止めます。
2．	シフトレバーをPの位置にします。
3．	START/STOPスイッチを押します。
4．	エンジンが停止します。
5．	スマートキーをスロットに挿入して

ある場合は、抜きます。

●エンジンの始動（→P.3-2）

スマートキーが車内の検知エリアにある
とき、またはスロットにスマートキーが
挿入されているときに、エンジンを始動
および停止することができます。

START／STOPスイッチの役割

スイッチの状況 運転者の操作内容 車両の動作内容

アク セ サ リ ー 
ポジション

ブ レ ー キ ペダ ル を 踏 ま ず に、
START/STOPスイッチを押し
ます。スイッチを押すたびに、イ
グニッションのオン／オフが切り
替わります。

イグニッションがオンとなり、警
告灯類が点灯します。
しばらくの間、ラジオやパワー
ウィンドウなどのアクセサリー装
備が使用できます。

スタート	 
ポジション

ブレーキペダルを踏みながら、
START/STOPスイッチを押
します。

エンジンが始動します。
ラジオやパワーウィンドウなどのア
クセサリー装備が使用できます。
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自動作動
エンジンが停止すると自動的にパーキン
グブレーキがかかり、アクセルペダルを
踏んで発進すると自動的にパーキングブ
レーキが解除されます。

この表示灯が点灯しているとき
は、パーキングブレーキの操作
をすべて手動で行う必要があり
ます。

●駐車してお車を離れるときは、ブ
レーキ警告灯およびパーキングブ
レーキスイッチAのインジケーター
が点灯している(点滅でない)ことを
確認してください。

●エレクトリックパーキングブレーキ
は、お子さまでも簡単に解除できま
す。イグニッションをオンにしたまま
の状態で、お子さまを車内に残して
車を離れないでください。

エンジンをかけたまま車を離れるとき
は、手動でパーキングブレーキをかけ
てください。

*仕様により異なります。

●エレクトリックパーキングブレーキ
（→P. 3-9）

手動操作
エンジンの作動状態に関わらず、停車中
にパーキングブレーキスイッチAを手前
に引くと、パーキングブレーキがかかり
ます。

イグニッションがオンのとき、またはエ
ンジン作動中にブレーキペダルを踏みな
がら、パーキングブレーキスイッチAを
手前に引いて放すと、パーキングブレー
キが解除されます。
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●クルーズコントロール		
（→P.3-28）

①：	スピードリミッター／クルーズコン
トロール切り替えスイッチ

②：	速度設定／設定速度の減少
③：	速度設定／設定速度の増加
④：	システムのオン／オフ
⑤：	登録されている速度の呼び出し

速度の設定およびシステムの作動は、2
速以上で、時速40km以上のときに可
能です。

●スピードリミッター	 	
（→P.3-31）

①：	スピードリミッター／クルーズコン
トロール切り替えスイッチ

②：	設定速度の減少
③：	設定速度の増加
④：	システムのオン／オフ
⑤：	登録されている速度の呼び出し

エンジン運転時に設定してください。

●ディスプレイ	 	
（→P.3-28、3-31）

クルーズコントロールとスピードリミッ
ターの機能はインストルメントパネル内
のディスプレイおよびヘッドアップディス
プレイ*に表示されます。

クルーズコントロール

スピードリミッター
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i

安　全　な　ド　ラ　イ　ブ　に　つ　い　て

走行する前の注意

燃えやすいものは積まないでください

・	 燃料が入った容器や可燃性のガスが入ったスプレー缶などは積
まないでください。炎天下の駐車で室内が高温になったときや
万一のとき、引火や爆発するおそれがあります。

i

安全のために
重大な事故や車両火災に及ぶおそれのある内容と回避
方法、一般的な注意事項などについて記載してあります。
重要な内容ですので、必ずお読みください。

点検整備のお願い

点検整備を必ず実施してください

・	 車を安全に使用していただくため、お客様の責任において日常
点検と法定定期点検の実施が法律で義務付けられています。

・	 点検内容については、別冊の「メンテナンスノート」をお読み
ください。

・	 日常点検を行い異常があるときは、当社指定サービス工場で点
検を受けてください。



ii

安　全　な　ド　ラ　イ　ブ　に　つ　い　て

運転席足元・運転席下にはものを置かないでください

・	 空き缶などを置くと、ブレーキペダルやアクセルペダルに挟ま
り、走行中にペダル操作ができなくなるおそれがあります。思
わぬ事故につながりますので、絶対に行わないでください。

フロアマットはしっかりと固定して使用してください

・	 運転前にフロアマットが正しく取り付けられていることを点検
してください。また、フロアマットを重ねて敷くことはしない
でください。フロアマットがペダル操作の妨げになり、重大な
事故につながるおそれがあります。

スピードメーターの速度の単位は必ずkm/h表示を使用して
ください

・	 誤って mph 表示（マイル）にすると、正確な速度を認識できず、
思わぬ事故につながるおそれがあります。

ダッシュボードなどにものを取り付けたり、置かないでください

・	 ダッシュボードなどにものを置いたまま運転すると、視界の妨
げや移動して安全運転の妨げになり、思わぬ事故につながるお
それがあります。

・	 また、アクセサリー品を取り付けたり、シールを貼り付けると、
エアバッグ作動の妨げやエアバッグ作動時にアクセサリー品が
飛ばされて、思わぬケガや事故につながるおそれがあります。

荷物は確実に固定してください

・	 助手席や後席に荷物を積むと、急ブレーキのときなど荷物が放
り出されて乗員に当たり、思わぬケガをするおそれがあります。
荷物はできるだけラゲッジルームに積み、アクセサリー品（オ
プション）のネットやベルトを使用して固定してください。

・	 荷物の積み重ねによる後方視界の妨げがないようにしてくださ
い。
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安　全　な　ド　ラ　イ　ブ　に　つ　い　て

燃料補給時の注意

指定以外の燃料を使用しないでください

・	 燃料は、ガソリン車には無鉛プレミアム（無鉛ハイオク）ガソ
リン、ディーゼル車には超低硫黄軽油（サルファ―フリー／
S10ppm 以下）を給油してください。

・	 ガソリン車に有鉛ガソリンや粗悪なガソリン、指定以外の燃料
（軽油、高濃度アルコール含有燃料など）を給油したり、ディー
ゼル車にガソリンや灯油を給油すると、エンジンなどに悪影響
を与えますので使用しないでください。

・	 ディーゼル車に指定以外の軽油を補給すると、白煙が発生し続
けることがあります。また、FAP（ディーゼルパティキュレー
トフィルター）の故障につながるおそれがあります。

燃料補給時には次のことをお守りください

セルフ式のガソリンスタンドで給油するときは、十分に注意して
給油してください。

1．エンジンは必ず止めて、ドアやウィンドウを閉めます。
	 タバコなどの火気は近付けないでください。
2．フュエルリッドを開けるなどの給油作業を行う前に、車体や

給油機などの金属部分に触れて身体の静電気を除去してくだ
さい。

	 身体に静電気が帯電していると、放電による火花で燃料に引
火し、やけどをするおそれがあります。また給油口には、身
体の静電気を除去した方以外の人を近付けないでください。

3．給油作業中は、車内に戻ったり、帯電している人やものに触
れないでください。再び帯電するおそれがあります。

4．燃料を車体にこぼさないように注意してください。塗装面を
傷めるおそれがあります。

5．給油時に気化した燃料を吸いこまないように注意してくださ
い。燃料の成分には、有害物質を含んでいるものがあります。

6．給油後は、フュエルリッドが確実に閉まっていることを確認
してください。

7．その他、ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項を守っ
てください。
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走行するときの注意

走行中はSTART/STOPスイッチを押さないでください

・	 走行中に START/STOPスイッチを押し続けるとエンジンが
停止して、ブレーキ倍力装置やパワーステアリングが働きませ
ん。そのためにブレーキの効きが悪くなり、ハンドル操作も重
くなるために思わぬ事故につながるおそれがあります。非常に
危険なので、絶対に行わないでください。

長い下り坂ではエンジンブレーキ*を併用してください

・	 ブレーキペダルを踏み続けると、ブレーキが過熱して効きが悪
くなるおそれがあります。坂の勾配に応じて、適切なギアを選
択し、エンジンブレーキを併用してください。

* エンジンブレーキ
走行中にアクセルペダルから足を離したときにかかるブレーキ
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車を移動するときはエンジンをかけてください。

・	 エンジンがかかっていないときは、ブレーキの効きが悪くなり、
ハンドル操作も重くなります。ハンドルがロックされて操作が
できなくなることもあります。 
車を少し移動させるときでも、必ずエンジンをかけてください。
車を押したり傾斜を利用して車を移動させると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

ブレーキペダルに足を乗せたまま走行しないでください

・	 ブレーキパッドが早く摩耗したり、ブレーキが過熱して効きが
悪くなり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

運転中にハンズフリー以外の自動車電話や携帯電話を使用
しないでください

・	 ハンズフリー以外の自動車電話や携帯電話を、運転中に操作す
ることは法律で禁止されています。

・	 ハンズフリーであっても注意力が散漫になり、事故の原因につ
ながるおそれがありますので、車を安全な場所に停車して使用
することをお勧めします。

カーナビゲーションシステム等の操作は停車時に行ってください

・	 運転中にカーナビゲーションシステム等を操作しないでくださ
い。操作は安全な場所に停車して行ってください。
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雨天の走行は次のことに注意してください

・	 濡れた路面では、タイヤのグリップが低下して滑りやすくなり
ます。通常より注意して安全運転に心がけ、急加速、急ブレー
キ、急激なエンジンブレーキ、急ハンドルを避けてください。

・	 わだちなどにできた水たまりに高速で進入すると、ハイドロプ
レーニング現象 * を起こしてハンドル操作やブレーキが効かな
くなります。特に摩耗したタイヤは、ハイドロプレーニング現
象が起きやすいので注意してください。

* ハイドロプレーニング現象
水たまりを高速で走行しているときに、タイヤと路面の間に水の膜
ができ、タイヤが浮いた状態になり、車がコントロールできなくなる
現象。

・	 水たまり走行後や洗車後は、ブレーキペダルを軽く踏んでブ
レーキの効き具合を確認してください。ブレーキの効きが悪い
ときは、周囲の車に十分注意しながら低速で走行し、ブレーキ
の効きが回復するまで繰り返しブレーキペダルを軽く踏んでく
ださい。

冠水した道路の走行は避けてください

・	 冠水した道路を走行すると、エンストするだけでなく、水を吸
い込んでのエンジン破損などの車両故障につながるおそれがあ
ります。

やむを得ず冠水した道路を走行するときは次のことをお守り
ください。ただし、冠水した道路の水面が15cmを超えるよ
うな場合は走行しないでください。

・	 ストップ＆スタートを解除する
・	 エンストしない程度に速度を落とし、時速 10km 以上で走行

しない
・	 車を停止したり、エンジンを停止したりしない

冠水した道路から脱出したら、できるだけ早く安全な場所で、
ブレーキペダルを軽く数回踏み、ブレーキの湿りを乾かしてくだ
さい。お車の状態に不安がある場合は、当社指定サービス工場
で点検を受けてください。
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霧で見えにくいときはフォグランプを併用してください

・	 霧で視界が悪いときは、昼間でもヘッドランプ（下向き）とフォ
グランプを点灯して、周囲の車や歩行者に車の存在を知らせて
ください。走行は、センターライン、ガードレール、前の車の
テールランプを目安にして十分な車間距離をとってください。

・	 オートライトシステムは、周囲が明るい昼間はヘッドランプが
点灯しません。手動で点灯してください。

雪が降っているときの滑りやすい路面に注意してください

・	 雪道や路面が凍結しているときは、非常に滑りやすくなり思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。冬用タイヤまたはタイヤ
チェーン／ネットを使用していても急加速、急ブレーキ、急激
なエンジンブレーキ、急ハンドルを避け、十分な車間距離をと
り低速で走行してください。

横風が強いときに走行が乱れないように注意してください

・	 横風を受け、車が横に流されるようなときは、ハンドルをしっ
かり握り、速度を徐々に下げてください。

・	 特にトンネルの出口、橋や土手の上、大型車の追い越しや追い
越されたときなどには、横風の影響を受けやすいので注意して
ください。

高速道路に入る前には燃料などの確認をしてください

・	 燃料は十分に給油してあるかを確認してください。
・	 タイヤの空気圧を確認してください。空気圧不足で高速走行す

ると、タイヤがバースト（破裂）するおそれがあります。
・	 万一のために、停止表示板（停止表示灯）を車に用意しておい

てください。（法律で義務付けられています。）
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段差ではフロントスポイラーのこすれに注意してください

・	 段差のある場所は、速度を落としてゆっくりと進んでください。
路面の状態によっては、フロントスポイラーがこすれることが
あります。

・	 フロント側から進入すると車止めにこすれたり当たることがあ
りますので注意してください。

車を後退させるときは周囲に注意してください

・	 バックミラーには確認できない死角があります。車を後退させ
るときは、前もって車から降りて後方の人や障害物を確認して
ください。
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お子さまを乗せるときの注意

お子さまは後席に座らせてください

・	 お子さまを助手席に乗せないでください。走行中にお子さまの
動作が気になったり、運転装置のいたずらなど事故につながる
おそれがあります。

・	 また、万一の事故などで助手席の SRS エアバッグが作動した
ときに、ケガをするおそれがあります。

お子さまにもシートベルトを着用させてください

・	 お子さまにも必ずシートベルトを着用させてください。お子さ
まを膝の上に抱いての乗車は、絶対にしないでください。急ブ
レーキをかけたときや衝突したときにお子さまを支えることが
できず、ケガをするおそれがあります。 
シートベルトが首や顔に当たったり、腰骨にかからないなどで
正しく着用できない小さなお子さまには、ベビーシートやチャ
イルドシートを使用してください。
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チャイルドシートは後席に正しく取り付けてください
（→P. 1-17）

・	 チャイルドシートの使用は 6 歳未満のお子さまに法律で義務付
けられています。6 歳以上のお子さまでもシートベルトが正し
く着用できないときは、チャイルドシートを使用してください。 
お子さまの安全のため、短時間の走行でも身体に合った当社
純正品のベビーシートやチャイルドシートを使用してください。

・	 取り付け方法は、シートに付属している取扱説明書に従って後
席に正しく取り付けてください。乳幼児用のベビーシートは進
行方向に対して後ろ向きに、チャイルドシートは前向きに取り
付けてください。

・	 やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付けるときは、助
手席の位置を中間部に移動して前向きに取り付けてください。
ベビーシートタイプで後ろ向きに装着するときは、助手席エア
バッグキャンセルスイッチを OFFにしてください。衝撃でケ
ガをしたり、最悪の場合死亡するおそれがあります。キャンセ
ルスイッチがない車では、進行方向に対して後ろ向きに装着し
ないでください。

・	 当社純正のベビーシート、チャイルドシートの詳細については、
当社販売店にお問い合わせください。

ドア、ウィンドウなどの開閉は大人が操作してください

・	 ドアやウィンドウなどの開閉は、お子さまに操作させないでく
ださい。開閉時に手や首、足などをはさみ、思わぬケガをする
おそれがあります。また、同乗者が操作するときも十分に注意
してください。

・	 後席にいるお子さまが操作できないように、室内からリアドア
を開けられなくするチャイルドセーフティ機能を必ずご利用く
ださい。

ウィンドウから手や顔を出さないでください

・	 急ブレーキ時に窓枠にぶつけたり、車外の障害物に当てたりし
て、思わぬケガをするおそれがあります。

シートの可動部分に気をつけてください

・	 お子さまが、リアシートやフロントシートの隙間に手を入れた
り、可動部分に触れたりして思わぬケガにつながるおそれがあ
ります。同乗者の方が十分に注意をしてください。

・	 走行中は必ずベビーシートやチャイルドシートに座らせるか、
シートベルトをさせてください。
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お子さまだけを車内に残さないでください

・	 車から離れるときは、エンジンを止め、キーを携行して必ずお
子さまも一緒に降ろしてください。

・	 お子さまのいたずらにより、車の発進、火災などの思わぬ事故
につながるおそれがあります。

・	 炎天下の車内は 50℃以上の高温になり、脱水症状、熱射病な
どの生命の危険に関わるおそれがあります。

駐停車するときの注意

燃えやすいものや植え込みに注意してください

・	 紙や枯草、木材などの燃えやすいものの上や近くには駐停車し
ないでください。特に走行後の排気管や排気ガスは高温になる
ため引火するおそれがあります。

・	 車両後方に燃えやすいものや植え込みがあるときは、車両後端
から十分に距離を取って駐車してください。すき間が少ないと、
排気ガスによる変色や着火、生育への悪影響につながるおそれ
がありますので、車の向きも配慮してください。

ハンドルをいっぱいに回した状態を続けないでください

・	 車庫入れなどで、エンジンをかけたままハンドルをいっぱいに
切った状態を長く続けると、ハンドル操作力が重くなることが
ありますが異常ではありません。
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車から離れるときはエンジンを止め、施錠してください

・	 シフトレバーを P( パーキング ) にし、エンジンを止めてパー
キングブレーキがかかっていることを確認してからドアを施錠
してください。無人で車が動き出して、思わぬ事故につながる
おそれがあります。坂道では、状況に応じてタイヤに輪止めを
してください。 
貴重品を車内に残さないでください。施錠しても盗難につなが
るおそれがあります。

・	 お子さまや介護の必要な方だけを車内に残さないでください。
車の発進や車内の高温／低温による思わぬ傷害などが発生する
おそれがあります。

炎天下での駐車時は、ライター、スプレー缶、炭酸飲料など
を車内に放置しないでください

・	 車体やシート、ステアリングなどが高温となり、やけどをするおそ
れがあります。駐車後に乗車されるときは注意してください。

・	 車内にお子さまやペットなどを乗せたまま車から離れること
は、絶対におやめください。車内の温度が 50℃を超えること
もあり、大変危険な状態になります。

・	 ライターやスプレー缶、炭酸飲料などは、自然発火や破裂を起
こすおそれがあります。車内に放置しないでください。

・	 ガスライターを床やシートのすき間に落としたままにすると、
シートを動かしたときに着火して火災につながるおそれがあり
ます。

・	 メガネをダッシュボードなどに置いたままにすると、変形やひ
び割れのおそれがあります。また、レンズにより火災を起こす
ことがあり危険です。

仮眠するときは必ずエンジンを止めてください

・	 無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセルペダルを踏み込
んだりして車が発進するおそれがあります。

・	 エンジンや排気管の異常過熱により火災が発生するなどの思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

・	 車内で仮眠するときは、エンジンを止め、助手席または後席で
してください。

・	 排気管が損傷していたり、風向きや風通しの悪い場所では、排
気ガスが車内に侵入し一酸化炭素中毒になるおそれがあります。

エンジンルーム内に可燃物を放置しないでください

・	 エンジンルーム内に燃えやすい物の置き忘れに注意してくださ
い。引火のおそれがあります。

・	 車両を長時間使用しなかった場合は、小動物や鳥類に持ち込ま
れた小枝等がないことを確認してください。もし走行中に焦げ
た臭いを感じたときは、直ちに停車して確認してください。
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走行中に異常を感じたとき

警告灯が点灯・点滅したときは、直ちに停車して適切な処置
をしてください

・	 走行中に警告灯が点灯や点滅したときは、直ちに安全な場所に
停車し、適切な処置をしてください。（ 第 4 章 の「メーター・
ライト・ワイパー装置の使いかた」を参照） 
そのまま走行すると故障の原因になるだけでなく、重大な事故
につながるおそれがあります。

・	 走行中は車の状態に気を配り、いつもと異なる音や臭い、振動
などを感じたときは、直ちに当社指定サービス工場で点検を受
けてください。

・	 故障等でやむを得ず路上に停車するときは、ハザードランプの
他に停止表示板を使用して、他の車両に停止していることを知
らせてください。

走行中にタイヤがパンクやバーストしたときは、あわてずに
安全な場所に停車してください

・	 走行中、タイヤに異常があったときは、あわてずにハンドルを
しっかり握り、徐々に速度を下げて安全な場所に停車してくだ
さい。 
急ブレーキや急ハンドルは、車のコントロールができなくなる
おそれがあります。

走行中に床下やタイヤなどに大きな音や衝撃を感じたときは
車の下部を点検してください

・	 直ちに安全な場所に停車し、車の下部を点検してください。 
ブレーキ液や燃料の漏れ、サスペンション部品、タイヤ関係、
駆動系部品などの変形や損傷は、そのまま使用すると思わぬ事
故につながるおそれがあります。漏れや損傷を見つけたときは、
運転を中止して当社指定サービス工場にご連絡ください。
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排気ガスについての注意

換気が悪い車庫や屋内ではエンジンをかけたままにしないで
ください

・	 車庫や屋内などの換気が悪い場所では、排気ガスが充満しやす
いのでエンジンをかけたままにしないでください。排気ガスに
は無色無臭の有害な一酸化炭素が含まれており、吸い込むと排
気ガスによる一酸化炭素中毒になり重大な障害におよぶか死亡
につながるおそれがあります。

・	 排気管に腐食などによる穴や亀裂がないかをときどき点検して
ください。走行中に排気ガスが車内に侵入するおそれがあり
ます。

・	 降雪時や雪が積もった場所では、エンジンをかけたままにしな
いでください。まわりに積もった雪で排気ガスが滞留して、車
内に侵入する恐れがあります。

車内で排気ガスの臭いがしたら次のことをしてください

・	 直ちにすべてのウィンドウを全開にする。
・	 エアコンの内外気の切り替えを外気にして風量を最大にする。
・	 すみやかに当社指定サービス工場で点検を受けてください。 

放置すると、排気ガスによる一酸化炭素中毒になり重大な傷害
におよぶか死亡につながるおそれがあります。
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シート位置についての注意

正しい運転（乗車）姿勢がとれるシート位置に設定してください

・	 運転操作を誤り思わぬ事故につながるおそれがあります。
・	 万一衝突したときにシートベルトや SRS エアバッグ、ヘッド

レストなどの乗員保護装置の効果が軽減されて、重大な傷害を
受けるおそれがあります。

・	 前後位置は、各ペダルが楽に踏めるシート位置を調節し、腿は
シートクッションに乗るようにします。運転中は右足をアクセ
ルペダルに、左足をフットレストに置きます。

・	 バックレストの角度は、楽に支えられるよう調節します。シー
トベルトの効果を発揮させるため、バックレストを倒しすぎな
いようにしてください。

・	 ヘッドレストが安全装置としての役割を果たせるよう、上面の
高さが乗員の頭頂部と同じ高さかそれ以上になるように調節し
ます。これができない場合、ヘッドレストを一番高い位置に上
げて使用してください。

走行中はバックレストを倒しすぎないようにしてください

・	 急ブレーキをかけたときや万一衝突したときにシートベルトな
どの乗員保護装置の効果が十分に発揮されず、身体がシートベ
ルトの下に潜り込んだり、シートベルトが首にかかり傷害を受
けるおそれがあります。
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シートベルトについての注意

シートベルトは正しく着用してください

・	 乗車した全員が正しくシートベルトを着用してください。シー
トベルトを着用しなかったり、正しく着用していないと、万一
衝突したときにプリテンショナー *、フォースリミッター ** 付
きシートベルト、エアバッグなどの乗員保護装置の機能が適切
に発揮されず、重大な傷害を受けるおそれがあります。

* プリテンショナー
前方からの強い衝撃を受けたときに、瞬間的にシートベルトを引き
込み身体を固定して乗員保護装置の効果を高める装置。

** フォースリミッター
シートベルトに一定以上の衝撃を受けたときに、身体にかかる衝撃
を減少させる装置。

妊娠中の方や疾患のある方も必ずシートベルトを正しく着用
してください

・	 医師に注意事項をご確認ください。
・	 腰部ベルトが腹部にかからないように、腰骨のできるだけ低い

位置にしてください。また、肩部ベルトは腹部を避けて胸部に
かかるように着用してください。

損傷のあるシートベルトは直ちに交換してください

・	 損傷したシートベルトを使用すると、衝突したときなどに十分
な効果を発揮できず、重大な傷害を受けるおそれがあります。 
シートベルトやプレートを、シートやドアに挟まないでくださ
い。傷が付くおそれがあります。

・	 万一重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見受けられな
くても、シート、シートベルトを交換してください。

・	 プリテンショナー付きシートベルトの取り外しや交換・廃棄は
当社指定サービス工場以外では行わないでください。
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SRSエアバッグについての注意

・	 SRS エ ア バ ッ グ シ ス テ ム は（SRS ＝ Supplemental 
Restraint System）補助拘束のことです。

・	 SRS エアバッグは、センサーが一定以上の衝撃を感知したと
きにのみ作動します。衝突などで車が大きく変形しても、衝
撃吸収ボディ構造により衝撃が段階的に吸収されたときは、
SRS エアバッグが作動しないことがあります。

フロントエアバッグの効果は正しい姿勢とシートベルトとで
発揮します

・	 SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助するシステム
で、シートベルトに代わるものではありません。このシステム
ではシートベルトを必ず着用してください。

・	 シートに正しく座りシートベルトを正しく着用していないと、
衝突などで身体が前方に放り出されたときに SRS エアバッグ
システムがふくらみ、強い衝撃を受け重大な傷害につながるお
それがあります。

・	 運転者とステアリングホイールとの間には、適当な距離を確保
してください。あまり近すぎると、エアバッグの効果が低下し
たり、エアバッグそのものでケガを負うおそれがあります。

・	 ステアリングホイールは、9 時と 3 時の位置を外側から両手
で持ってください。他の位置（12 時の位置や真ん中、内側）
を持つと思わぬケガにつながったり、エアバッグが作動した際
に重大なケガを負うおそれがあります。
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フロントエアバッグは車両前方からの衝撃を緩和します
・	 SRS フロントエアバッグは、イグニッションがオンのときに

車両前方から乗員に重大な危害が及ぶような強い衝撃を受けた
ときに瞬時にふくらみ、乗員の頭や胸にかかる衝撃を緩和する
システムです。

フロントエアバッグの保護性能が発揮されるために次の点に
注意してください
・	 運転者が顔や胸をステアリングに近付けすぎると、SRS エア

バッグがふくらんだときに強い衝撃を受け非常に危険です。常
に正しい運転姿勢で座り、ステアリングに近付きすぎないよう
にしてください。

・	 助手席に乗車する人は、シート前端に座ったり、ダッシュボー
ドに足を乗せていたりすると、SRS エアバッグがふくらんだ
ときに強い衝撃を受け非常に危険です。常に正しい乗車姿勢で
座り、ダッシュボードに近付きすぎないようにしてください。

エアバッグの近くにものを置いたり、ステッカーなどを貼り
付けないでください
・	 ステアリングを交換したり、ステア

リングのパット部にステッカーなど
を貼り付けないでください。

・	 助手席側エアバッグの周辺（ダッシュ
ボード）にカー用品や芳香剤を置いた
り、傘などを立てかけないでください。 
エアバッグが正常に作動しなかったり、
エアバッグがふくらんだときに飛ばされ
て、ケガをするおそれがあります。
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SRSサイドエアバッグ／カーテンエアバッグについ	
ての注意

・SRSサイドエアバッグ／カーテンエアバッグは、車両側面から
乗員に重大な危害が及ぶような強い衝撃を受けたときに瞬時
にふくらみ、乗員の頭や胸にかかる衝撃を分散、緩和させる乗
員保護装置です。

サイドエアバッグ／カーテンエアバッグは車両側面からの
衝撃を緩和します

・	 サイドエアバッグは、前席のバックレスト側面（ドア側）に収
納されています。カーテンエアバッグは、ドアピラー部から天
井にかけて収納されています。

・	 シートの側面周囲には、ものを置かないでください。
・	 シートにシートカバーや上着をかけたり、ベルトを巻きつけな

いでください。

ドアやウィンドウにもたれかからないでください

・	 SRS サイドエアバッグ収納部に手、足、顔を近付けたり、ド
アやウィンドウにもたれかかるような姿勢でシートに座らない
でください。エアバッグがふくらむときに強い衝撃を受け、非
常に危険です。

ドアやサイドエアバッグの近くにカップホルダーなどのカー
用品を取り付けないでください

・	 SRS サイドエアバッグ収納部の近くにカップホルダーなどの
カー用品を取り付けたり、ステッカーなどを貼らないでくださ
い。エアバッグが正常に作動しなかったり、エアバッグがふく
らんだときに飛ばされてケガをするおそれがあります。
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ABSとESC／ASRについての注意

ABS（アンチロックブレーキシステム）を過信しないでください

・	 ABS は Antilock Brake System の略で、急ブレーキをかけ
たときに車輪がロックするのを防ぎ車の操縦性を確保しようと
する装置で、制動距離を短くするための装置ではありません。

・	 次のような路面では、ABS なしの車よりも制動距離が長くな
ることがあります。速度は控えめにして車間距離を十分にとっ
てください。

・砂利道や雪道、凍結路などを走行しているとき
・タイヤチェーン／ネットを装着しているとき
・道路の継ぎ目などの段差を乗り越えるとき
・石だたみなどの悪路を走行しているとき

ESC／ASR（エレクトロニックスタビリティコントロール／アン
チスケーティングレギュレーション）を過信しないでください

・	 ESC システムは、滑りやすい道路での旋回時などに、車の動
きと運転者が意図するコースとに著しい差が発生したとき、自
動的にブレーキやエンジンの出力を制御して車の走行安定性を
確保しようとするシステムです。

・	 ASR は滑りやすい道路での発進や急加速時に生じる空転を防
ぎ、車の走行安定性を向上させようとするシステムです。

・	 ESC ／ ASR が作動した状態でも、車の走行安定性には限界
があります。ESC ／ ASR を過信せずに速度を下げて、車間
距離を十分にとって安全運転を心がけてください。

スマートキーについての注意

植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を
使用されている方は、スマートキー検知用の車室内発信器・車
室外発信器から約22cm以内に近付かないようにしてください

・	 電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除
細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。

・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外
の医療用機器を使用される場合は、電波による影響について医
療用機器製造業者などに事前に確認してください。電波により
医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。 
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アンテナ位置

車室外発信機

車室内発信機

車室内発信機

車室外発信機

車室内発信機

車室外発信機

車室外発信機

車室内発信機
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オートマチック車についての注意

クリープ現象に注意してください

・	 クリープ現象とは、エンジンがかかっているときにシフトレ
バーを Pまたは N以外にすると、アクセルペダルを踏まなく
ても車が動き出すことです。

・	 停車中はブレーキペダルをしっかりと踏んでください。思わぬ
事故につながるおそれがあります。

・	 特にエンジンの始動直後やエアコン作動時のエンジン回転が上っ
ているときは、ブレーキペダルをしっかりと踏んでください。

ブレーキとアクセルのペダル位置に注意してください

・	 ペダルの踏み違いは、思わぬ事故につながります。エンジンを
かける前にペダルの位置を確認してください。

・	 また、アクセルペダルとブレーキペダルは右足で操作してくだ
さい。

発進前／停車後のシフトレバーの操作はブレーキを踏んで
ください

・	エンジンをかけるときはシフトレバーが Pにあることを確認
し、ブレーキペダルをしっかり踏み込んでください。

・	 シフトレバーの操作は、エンジン始動直後やエアコン作動時な
どはクリープ現象が強くなるので、特にしっかりとブレーキペ
ダルを踏んで行ってください。

・	 発進時のシフトレバーの操作は、ブレーキペダルをしっかり踏
み込んで行ってください。急発進して、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

アクセルペダルはゆっくり踏んでください

・	 アクセルペダルを急激に踏み込むと、急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

走行中はギアをNに入れないでください

・	 走行中にシフトレバーを Nにすると、エンジンブレーキが効
かなくなり思わぬ事故につながるおそれがあります。

・	 オートマチックトランスミッション内のオイルの潤滑が悪くな
り、故障するおそれがあります。
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後退したあとはギアをN に戻してください

・	 後退したあとは、すぐシフトレバーを Rから Nに戻す習慣を
つけてください。

シフトレバー位置は目で確認してください

・	 エンジンをかけるときは P、前進するときは D、後退するとき
は Rにあることを目で確認してください。

追い越しにはキックダウンを利用してください

・	Dまたは 2速以上（マニュアルシフトポジション）で走行中に、
アクセルペダルをいっぱいに踏み込むと自動的に低速ギアに切
り替わり、急加速が得られます。

・	 滑りやすい路面や急カーブなどでは使用しないでください。タ
イヤがスリップして思わぬ事故につながるおそれがあります。

駐車はシフトレバーをPに入れてください

・	 駐車するときはシフトレバーを Pにして、パーキングブレー
キをしっかりかけてください。クリープ現象などで無人で車が
動き出したり、誤ってアクセルペダルを踏み込み、急発進した
りし、事故につながるおそれがあります。

無用な空ぶかしはしないでください

・	 万一、シフトレバーが P、N以外に入っていると、急発進し、
思わぬ事故につながるおそれがあります。

クルーズコントロールについての注意

クルーズコントロールを使用しないときはメインスイッチを
オフにしてください

誤ってクルーズコントロールを作動させると、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

ストップ& スタートについての注意

車から離れるときは、必ずイグニッションをオフにしてキーを携
行してください。ストップ& スタート機能が作動していると、シー
トベルトを外したりドアを開けたときに自動的にエンジンが始動
して、思わぬ事故につながるおそれがあります。
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オーバーヒートについての注意

オーバーヒートの症状について

・	 次のような症状が現れるとともに、インストルメントパネルの
STOP警告灯が点灯します。

・	 冷却水温度計がレッドゾーンに入ったり、エンジンの出力が急
に低下する。

・	 ボンネット（エンジンルーム）から蒸気が出てくる。

オーバーヒートの対応について

・	 ボンネットから蒸気が出ているときは、蒸気が出なくなるまで
ボンネットを開けないでください。エンジンルーム内が高温に
なっているため、やけどなどをするおそれがあります。

・	 冷却水温度が下がるまで、冷却水タンクのキャップを開けない
でください。蒸気や熱湯が噴き出して、やけどをするおそれが
あります。

・	 オーバーヒートを起こしたまま走行を続けると、エンジンなど
に重大な損傷を起こすおそれがあります。安全な場所に停車し、
当社指定サービス工場にご連絡ください。

故障したとき／事故が起きたときの注意

走行中に路上で故障したとき

・	 一般道では、車を路肩などの安全な場所へ移動させ、非常点滅
灯を点滅させます。必要に応じて、車の後方に停止表示板を置
いてください。

・	 高速道路や自動車専用道路では、車を路肩などの安全な場所へ
移動させ、車内の乗員を安全な場所に避難させてください。次
に非常点滅灯を点滅させ、車の後方に停止表示板を置いて（法
律で義務付けられています）ください。

路上で動けなくなったとき

・	 車を移動するときは、シフトレバーを Nにしてパーキングブ
レーキを解除し、安全な場所へ移動させてください。

踏切内で動けなくなったとき

・	 同乗者や付近の人に協力してもらい安全な場所まで押しても
らってください。車を移動するときは、イグニッションをオン
にして、シフトレバーを Nにしてパーキングブレーキは解除
します。

・	 車を移動できないときは、乗員を安全な場所へ避難させ、直ち
に踏切警報機に設置してある非常ボタンを押します。緊急を要
するときは、保安炎筒を使用して列車に車が踏切内に停車して
いることを知らせます。



xxv

も　し　も　の　と　き

事故が起きたとき

・事故が起きてしまったときは、あわてずに次の処置をとります。
1．続発事故を防ぐために、他の交通の妨げにならない安全な

場所へ車を移動し、エンジンを止めます。
2．負傷者がいるときは、救急車の出動を要請するとともに負傷

者に応急手当を行います。
	 ただし、頭部を負傷しているときは動かさないようにしますが、

続発事故のおそれがあるときは安全な場所へ避難させます。
3．警察に連絡します。
	 事故が発生した場所、事故状況、負傷者の有無、負傷の程

度を報告し、指示を受けてください。
4．事故の相手があるときは、相手側の氏名や住所、電話番号、

自動車保険の番号などを確認してください。
5．車をご購入された販売店と保険会社に事故状況をご連絡く

ださい。
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盗難についての注意

キーは必ず携行してください

・	 車から離れるときは、必ずエンジンを停止し、キーを携行して
ください。

・	 また、スペアキーを車内に置いたり、バンパーや車体の一部に
貼り付けておくことは、盗難のおそれがありますので絶対にお
やめください。

ドア、ウィンドウを確認してください

・	 車から離れるときは、すべてのドアが正しくロックされている
ことを確認してください。また、ウィンドウもきちんと閉じて
いるかを確認してください。

路上駐車は絶対におやめください

・	 短時間の駐車でも、いたずらや盗難を防ぐために違法な路上駐
車を避け、明るく管理の行き届いた駐車場に入ることを心がけ
てください。

車内に現金や貴重品は絶対に置いたままにしないでください

・	 現金や貴重品、携帯電話、バッグ、上着などを車内に置いたま
ま車を離れないでください。

こんなことにもご注意を

車の改造は禁止されています

・	 車の改造や当社純正部品以外の使用は、車の性能が十分に発揮
できないだけでなく、思わぬ事故の原因につながるおそれがあ
ります。また、保証の適用外になるだけでなく、故障の原因に
なることがあります。

・	 電装品や無線機などの取り付け、取りはずしは、当社指定サー
ビス工場にご相談ください。 
取り付け、取りはずしが適切でないと、電子機器部品に悪影響
を及ぼすだけでなく、故障や火災などの思わぬ事故につながる
おそれがあります。

・	 ハンドルの取りはずしや交換は、絶対に行わないでください。
ハンドルには SRS エアバッグが内蔵されていますので、正常
に作動しなかったり不意に作動して思わぬ事故になるおそれが
あります。

タイヤ、ホイールは指定サイズを使用してください

・	 タイヤ、ホイールは指定された規格の製品を使用してください。
指定以外の製品を装着すると、ブレーキシステムに悪影響を及
ぼしたり、走行安定性を損なうおそれがあります。

・	 交換は当社指定サービス工場で行ってください。
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ウィンドウにアクセサリーを取り付けないでください

・	 ガラス面にアクセサリーなどを取り付けると、視界の妨げに
なったり、走行中に飛んでケガをするなど思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

・	 アクセサリーの吸盤がレンズの働きをして、火災を起こすこと
があり危険です。

夏季はバッテリー上がりが起きやすくなります

・	 電装品の使いすぎは、バッテリー上がりにつながります。特に
夏季は、エアコンなどの電装品の使用が増えますのでバッテ
リーにも負担がかかります。渋滞時の走行では充電量が不足し
てバッテリー上がりを起こしやすくなりますのでこまめな点検
と早めの交換を心がけてください。

冬季はタイヤの滑り止めや解凍剤などをご用意ください

・	 冬季のトラブルを軽減するために、冬用タイヤチェーン／ネッ
トや解凍剤などの準備およびバッテリーの点検を行っておくこ
とをお勧めします。詳しくは当社指定サービス工場にご相談く
ださい。

・	 積雪や凍結した道路を走行するときは、安全のため冬用タイヤ
を装着してください。 
冬用タイヤに交換するときは、必ず指定サイズで同じメーカー
の同じ銘柄のものを 4 輪に装着してください。

・	 タイヤチェーン／ネットは、タイヤサイズに合ったものを前輪
に取り付けてください。

・	 タ イ ヤ チ ェ ー ン ／ ネ ッ ト の 装 着 は、 安 全 な 場 所 に 停 車
し、 各 取 扱 説 明 書 に 従 っ て 確 実 に 取 り 付 け て く だ さ い。 
装着後は 100m くらい走行して、緩みや車体に当たっていな
いかを再度確認してください。

・	 バッテリーは、気温が低くなると性能も低下します。バッテリー
液や比重、充電状態を点検してください。

・	 ウォッシャー液の凍結を防ぐために、夏季よりも混合割合を高
くしてください。

タバコの吸殻の火は消して灰皿へ入れてください

・	 タバコやマッチなどの火は、確実に消して灰皿へ入れてフタを
閉めてください。

・	 灰皿の中に吸殻を入れすぎたり、燃えやすいものを入れたりし
ないでください。思わぬ火災につながるおそれがあります。
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オーディオについての注意

このオーディオはBluetooth®の機能を備えています。植え込み
型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を使用されてい
る方は、オーディオから約22cm以内に近付かないようにしてく
ださい
・	 電波により植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除

細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。
・	 植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器以外

の医療用機器を使用される場合は、電波による影響について医
療用機器製造業者などに事前に確認してください。電波により
医療用機器の動作に影響を与えるおそれがあります。
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１
フロントシート
●フロントシートの調整（手動）

①：	ヘッドレストの調整
	 高さおよび角度の調整ができます。
②：	バックレストの角度調整
	� ダイヤルを回します。
③：	シートの高さ調整
	� レバーを上下に動かします。
④：	シートの前後調整
	� バーを引き上げながら、シートを前

後にスライドさせます。
⑤：	ランバーサポートの調整 *
	� ダイヤルを回します。

●運転席のシート調整は、安全のため
停車中に行ってください。

●レバーの操作は正しい位置で行い、
シートの移動で指などを挟まないよ
うにしてください。

●シートを元に戻すときには、身体の
一部や障害物が妨げにならないよう
に注意し、正しい位置に固定してく
ださい。

* 仕様により異なります。
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１
●フロントシートの調整（電動）

①：	シートの角度／高さ／前後調整
・	 角度：	スイッチの前端を上下します。
・	 高さ：	スイッチの後端を上下します。
・	 前後：	スイッチを前後にスライドし

ます。
②：	バックレストの角度調整
	 スイッチを前後に倒します。
③：	ランバーサポートの調整 *
	 スイッチの前後を押します。
④：	シートクッションの奥行き調整 (手動 )
	 グリップを引き出します。

フロントドアを開けてから約45秒間、
運転席側シートの調整ができます。イ
グニッションをオフにしてから約45秒
後およびエコノミーモードに入ると調
整ができなくなります。
さらに調整したいときは、イグニッショ
ンをオンにするかエンジンを始動して
ください。
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１
●ヘッドレストの高さと角度調整
調整は、ヘッドレストの上端と前席乗員
の頭の上が揃うようにします。

高さ調整
ヘッドレストを引き上げると上がります。
ラグAを押しながらヘッドレストを押すと
下がります。

角度調整
ヘッドレストの前半分の下部を前後させ
ます。

ヘッドレストの脱着
1．バックレストを倒して、ヘッドレスト

を最上の位置に移動します。
2．根元のラグAを押しながら引き上げ

ます。
3．ヘッドレストを戻すには、ヘッドレス

トの支柱をシートの穴に合わせて押
し込みます。ヘッドレストを引き上げ
て確実に固定されていることを確か
めてください。

●ヘッドレストは衝突の際にはずれな
いように、支柱によって支えられて
います。

●高さはヘッドレストの上端と前席乗
員の頭の上が揃うように調整してく
ださい。

●ヘッドレストをはずして運転しない
でください。

●シートポジションメモリー*

お好みのシートポジション（運転席の位
置、ヘッドアップディスプレイの角度* ）
を登録し、ワンタッチで呼び出すことが
できます。シートポジションは運転席
シートにあるボタンに2人分まで登録で
きます。

* 仕様により異なります。
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１
登録ポジションを呼び出す
車が停止状態で、イグニッションがオン
またはエンジンが作動中のときにボタン
１または２を短く押します。
呼び出しが完了すると、チャイムが鳴り
ます。

●登録ポジションの呼び出し中にボタ
ンM、1または 2を押すか、シート
の調整を行うと呼び出しはキャンセ
ルされます。

●走行中は登録ポジションの呼び出し
はできません。

●イグニッションをオフにしてから 45
秒後、登録ポジションの呼び出しが
できなくなります。

シートポジションメモリーの操作は、
安全のため停車中に行ってください。

シートポジションを登録する
1．イグニッションをオンにします。
2．運転席の位置およびヘッドアップディ

スプレイ * の角度を調整します。
3．ボタン Mを押して４秒以内に、登録

したいボタン１または２を押します。 
登録が完了すると、チャイムが鳴り
ます。

新しいシートポジションを登録すると、
前の登録に上書きされます。
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１
●シートヒーター*

シートヒーターは運転席と助手席に装備
され、別々に作動させることができます。
シート横にあるダイヤルを回すとヒー
ター温度が調整できます。
設定した温度は自動的に保たれます。

0：オフ
1：低
2：中
3：高

シートヒーターはエンジンが作動して
いるときのみ使用できます。

●アクティブランバーサポート*

オンにするには
エンジン作動中にスイッチを押すと、イ
ンジケーターが点灯し、運転席背部のラ
ンバーサポートがぼう張、収縮を繰り返
します。
6分１サイクル（ 4分作動、2分休止）で
１時間（ 10回）作動します。

オフにするには
１時間経過するとインジケーターが消灯
し、アクティブランバーサポートが停止し
ます。
途中で停止したいときは、スイッチを押
します。ランバーサポートが元のポジショ
ンに戻って停止します。

* 仕様により異なります。



1-7

安全に運転するために

１
ミラー

ミラーで見た距離感覚と実際の車との
距離が異なります。車との感覚を判断
する際には、この点に十分ご注意くだ
さい。

電動ドアミラー

1.	 調整するミラーに合わせて、スイッチ
Aを左側または右側に回します。

2.	 スイッチ Aを上下左右に動かして、
ミラーの角度を調整します。

3.	 調整が終わったら、スイッチAを中
央の位置に戻します。

●ドアミラーの展開／格納
自動：	�スマートキー機能でドアを解錠す

ると展開し、施錠すると格納され
ます。

手動：	�イグニッションをオンにして、ス
イッチAを上に回すと展開し、下
に回すと格納されます。

手などを挟まないように、安全を確認し
てから操作してください

電動ドアミラーを手で倒したり、戻し
たりしないでください。

自動洗車機を使用するときは、ドアミ
ラーを格納してください。

●スイッチAを使用してドアミラーを
格納した場合は、車を解錠してもド
アミラーは展開しません。スイッチ
Aを使用してドアミラーを展開して
ください。

●エアコンコントロールパネルのリア
ウィンドウデフォッガーボタンは、
ドアミラーの曇り取りも兼用してい
ます。
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１
自動防眩バックミラー

センサーでミラーにあたる光を感知し、
昼と夜で自動的にミラーの明るさを調整
します。また、夜間に後続車のヘッドラ
ンプがミラーに反射した場合も、自動的
に暗くなって後方の視界を確保します。
なお、シフトレバーをR位置にすると、
後方視界を確保するために一時的に明る
くなります。

安全のため、ミラーは後方がよく見え
る位置に調整してください。

●後方視界の確保

バックミラーを調整するときに、バック
ミラーの下端とリアウィンドウの下端が
合うようすると、より広い後方視界が得
られます。

液晶ディスプレイ	 	
（カメラモニター）

バックミラーの左部分には液晶ディスプ
レイが内蔵されていて、バックアイカメ
ラおよびサイドビューカメラの映像を表
示するカメラモニターとなっています。

油膜などがミラーに付着していると、
映像が見えにくくなります。やわらか
い布で水拭きして定期的に汚れを落と
してください。

ミラーの清掃には、溶剤や研磨剤入り
洗剤などを使用したり、荒い布などで
強くこすったりしないでください。
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１
各カメラは、以下の操作で作動します。

・	バックアイカメラ
	 シフトレバーを R位置にすると自動的

に作動します。

・	サイドビューカメラ
	 イグニッションがオンになると自動的

に作動します (1 分間 )。
	 その後はスイッチを押すたびに 1 分間

作動します。
	 バックアイカメラ作動時でもスイッチ

を押すと作動します。

●サイド＆バックカメラ作動スイッチ

ステアリングコラム左側にあるスイッチ
を押すたびにオン/オフ、サイド/バック
(後退時)が切り換わります。
サイドビューカメラは約1分、バックアイ
カメラは約5分経過すると自動的にオフ
になります。

バックアイカメラ／	 	
サイドビューカメラ

カメラが捉えた車両周囲の映像を、バッ
クミラー左部分のカメラモニターに表示
することで、運転操作を補助するシステ
ムです。
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１ ●周囲の安全は、必ず目視やミラー
などで直接確認してください。モニ
ターだけを見ての運転は絶対におや
めください。

●映像範囲には限界があり、車両周辺
の人や障害物が全て映るわけではあ
りません。

●カメラレンズの特性により映像がゆ
がむため、モニター上での見かけの
距離感は実際と異なります。急勾配
など特定の路面状況下では、その
差が特に大きくなります。

●ドアミラーを格納した状態では、適
切な映像範囲を得られません。

●カメラ本体やその周辺に、強い衝撃
や力を加えないでください。また高
圧洗浄は避けてください。

●カメラレンズ部の清掃には、溶剤や
研磨剤入り洗剤などを使用したり、
荒い布などで強くこすったりしない
でください。やわらかい布で水拭き
することで、十分汚れが落ちます。

●異常が発生した場合は、当社指定
サービス工場にご連絡ください。

●気象条件などにより、映像が見えに
くくなることがあります。また、夜間
など暗い場所では画質が低下します。
●強い光がカメラに当たると、映像が
白くぼやけたり、光の筋が映り込む
場合があります。
●携帯電話や無線機などの電波によ
り、映像にノイズが入る場合があり
ます。
●車両の積載状況などにより、映像範
囲が変わる場合があります。
●映像を鮮明に保つために、カメラレ
ンズ部は定期的に清掃してください。
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１
リアシート

●リアヘッドレスト

ヘッドレストは2つの高さを選択できま
す。

収納位置
シートを使用していないときは、低い位
置にします。

通常位置
乗員が乗るとき、またはリアシートにチャ
イルドシートを前向きに取り付けるとき
は、安全のためヘッドレストをロックす
るまで引き上げます。

上げるとき
ヘッドレストをロックするところまで引き
上げます。

下げるとき
ラグAを押しながら、ヘッドレストの上部
を押します。

取りはずし
1．バックレストのレバーを手前に引き、

バックレストのロックを解除します。
2．バックレストを前方へ少し倒します。
3．ヘッドレストをロックするところまで

引き上げます。
4．ラグAを押しながらヘッドレストを

取りはずします。

リアシートに乗るときは、ヘッドレス
トを通常位置に調整してください。ま
た、ヘッドレストを取りはずしたまま
走行しないでください。事故などのと
きにケガをする危険性があります。
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１
●リアシートの折りたたみ
左右分割式のリアシートは折りたたむこ
とができます。

1．	フロントシートを前にずらします。
2．	ヘッドレストを一番下まで下げるか、

取りはずします。
3．	シートベルトをガイドからはずしま

す。

リアシートを操作するときは、車を安
全な場所に停車させてから行ってくだ
さい。

4．	シートクッション①の後ろ側を手で
引き上げ、フロントシート方向に完全
に引き起こします。

5．	シートベルトガイド②を車体側に寄
せておきます。

6．	レバー③を手前に引き、バックレスト
④のロックを解除します。

7．	バックレスト④を前方へ倒します。

シートのまわりに障害物がないか確認
してください。また、体が挟まれない
ように充分注意してください。
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１
●リアシートクッションの取りはずし

リアシートクッションは、はね上げた状
態から更に上に引き上げて固定をはずす
と、取りはずすことができます。
取り付けるときは、真っすぐ下に下げて
固定させます。

●リアシートの戻しかた

1．	シートベルトが巻き込まれないよう
にするため、シートベルトガイド②を
車体側に寄せておきます。

2．バックレスト④を起こして元の位置に戻
します。

3．	ヘッドレストを通常位置に戻します
( 取りはずしていた場合は再度取り付
けてください )。

4．	バックレストが確実に固定され、レ
バー③横の赤い目印が見えないこと
を確認します。

5．	シートクッション①を倒して元の位
置に戻します。

6．	シートベルトガイド②を元の位置に
戻します。

7．	シートベルトをガイドに戻します。

リアシートを戻すときは、シートベル
トを巻き込まないように注意してくだ
さい。
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１
シートベルト

フロントシートベルト(3点式)

リアシートベルト(3点式)

●シートベルトの着用

シートベルトのストラップを引き出し、
カチッと音がするまでプレートをバック
ルに差し込みます。
ストラップを引っ張って、正常に装着さ
れたかを確認します。
バックルの赤いボタンを押すとはずれます。

シートベルトを戻すときは、プレート
を持ってゆっくりと戻してください。

水平方向にあるベルトは、腹部でなく
腰骨に当たるようにしてください。

●フロントシートベルトの高さ調整

アンカーの中央部を押しながらアンカー
を上下にスライドさせて、ベルトが肩先と
首との間に当たるように合わせます。

安全のため、これらの操作は停車中に
行ってください。
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安全に運転するために

１
フォースリミッター付シートベルト	
プリテンションシステム
車体が強い衝撃を受けたとき、瞬間的に
シートベルトを引き込み、身体を拘束す
る効果を高める装置です。
この機構は、イグニッションがオンのと
きに作動します。
フォースリミッターは、事故の際に身体
にかかるシートベルトの衝撃を和らげる
働きをします。
フロントシートおよびリアシートの両サ
イドのシートベルトにこの機構が付いて
います。

●シートベルトの着用警告
イグニッションスイッチがオン
のとき、運転席または助手席の
シートベルトを着用していない、

または後席のシートベルトをはずすと、
警告メッセージが表示され、インストル
メントパネルの警告灯が点灯します。
時速20km以上で走行中にシートベルト
を着用していないと、約2分間段階的に変
化する警告音とともに警告灯が点滅しま
す。2分経過後は警告灯のみが点灯します。
上記の警告は、シートベルトを着用する
と解除されます。

●シートベルト着用／非着用警告
ディスプレイ

イグニッションをオンにすると、警告灯
が点灯／消灯してシートベルトの着用状
況を表示します。
①：シートベルト着用／非着用警告灯
②：助手席側シートベルト警告灯
③：運転席側シートベルト警告灯
④：後席右側シートベルト警告灯
⑤：後席中央シートベルト警告灯
⑥：後席左側シートベルト警告灯

警告灯が赤く点灯した場合、点灯した席
のシートベルトが締められていません。
シートベルトが締められていると消灯し
ます。
後席の警告灯④⑤⑥のいずれかが赤く
点灯したままであっても、リアシートに
着座していない場合は、エンジン始動後
30秒経過すると警告灯が消灯します。
時速20Km以上で走行中にリアシート
ベルトをはずすと、警告灯④⑤⑥のシー
トベルトが締められていない警告灯が赤
く点灯し、警告音とともにメッセージが
表示されます。

●着座検知
助手席の座面に圧力センサーがあり、約
35kg以上の重量が加わった状態でシー
トベルトを着用していないと警告灯は赤
く点灯します。

シートに重い荷物を置いて走行する場
合は、シートベルトのストラップを引
き出してバックルを差し込むと警告灯
が点灯しなくなります。



1-16

安全に運転するために

１ ●運転席のシート調整は、安全のため
停車中に行ってください。
●乗車中、短時間のドライブといえど
もシートベルトを必ず着用してくだ
さい。
●妊娠中の女性も必ずシートベルトを
着用してください。ただし、医師に
注意事項をご確認願います。
●シートベルトは、正しい姿勢で身体
に密着させなければ効果がありませ
ん。
●バックルを逆にしてバックプレート
を差し込まないでください。また、
差し込むときには、ねじらないでく
ださい。
●シートベルトは、上部を肩にしっか
りとかけ、下部は腰骨のできるだけ
低い位置にかけてください。
●シートベルトを2 人以上で共有しな
いでください。
●お子さまを膝の上に抱いて走行しな
いでください。

●シートベルトの部品をむやみにはず
したり改造しないでください。衝突
の際に作動しなくなるおそれがあり
ます。また、誤ってプリテンション
システムを作動させると、ケガをす
るおそれがあります。

●シートベルトにほつれや傷跡がある
ようなときは、当社指定サービス工
場にご相談ください。部品交換が必
要になることがあります。

●シートベルトを修理、交換する場合
は当社指定サービス工場にご相談く
ださい。

●シートベルトプリテンションシステ
ムは、一度しか作動しません。作動
後は必ず部品交換が必要になります
ので、当社指定サービス工場で整備
を受けてください。

●シートベルトプリテンションシステ
ムは、エアバッグとは関係なく作動
します。大きな衝撃を受けたときは、
当社指定サービス工場でシステムの
点検を受けてください。

●降車時には、シートベルトを確実に
収納させてください。

●シートベルトがロックして引き出せ
ないときは、ベルトを強く引いてか
ら、ゆるめてください。

●シートベルトが汚れた場合は、せっ
けん水や洗剤で洗ってください。
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１
チャイルドシート
当社では、お子さまが乗る場合の安全を
十分配慮して車の設計と製造を行ってお
りますが、お子さまが同乗するときの安
全対策については、常に大人の方が十分
ご注意いただくようお願いします。

●短時間の乗車でも、チャイルドシー
トとシートベルトを着用してくださ
い。
また、思わぬ事故を防ぐためにも、
室内からリアドアを開けられなくす
るチャイルドセーフティ機能をご利用
ください。
●お子さまの体格に合った正式に認可
されたチャイルドシートを使用して
ください。適切なチャイルドシート
により、お子さまが守られます。

●お子さまを膝に乗せての運転はしな
いでください。大ケガや致命傷を負
うおそれがあります。

●お子さまが正しい着座位置に座って
いないと、急ブレーキや事故の際に
大けがや致命傷を負うおそれがあり
ます。また、エアバッグが作動した
場合にも、思わぬケガを負うおそれ
があります。

●3点式シートベルトを使用した
チャイルドシート

新生児から体重13kg まで
このタイプのシートは、
体重13kg位までのお
子さまに適しています。
�減速時に首に負担がか
からないように、進行
方向とは反対向きに取
り付けてください。

体重 9kg から36kg まで
体重9kg 〜18kg 位ま
でのお子さまにお勧め
するタイプです。

体重15kg〜36kg位ま
でのお子さまにお勧め
するタイプです。
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１
●チャイルドシートの推奨取り付け位置
以下の表は、お子さまの年齢と車のシート形状により、シートベルトを使用してどの位置に一般的なチャイルドシートを取り付けるかを示
しています。取り付けは、後ろ向き、前向きともに可能です。

シート

体重グループ

13kgまで
（グループ0、0＋）

9〜18kg
（グループ1）

15〜25kg
（グループ2）

22〜36kg
（グループ3）

助手席 ○ ○ ○ ○

後席左右 ○ ○ ○ ○

後席中央 × × × ×

※グループ0（10kgまで）の乳児用チャイルドシートおよびキャリコットは助手席に取り付けられません。
※助手席に取り付ける場合、バックレストを元の位置に戻して、シートの高さを一番高い位置に調整してください。
※当社では可能なかぎり、すべてのチャイルドシートにおいてリアシートに設置することを奨励しています。

助手席に後ろ向きチャイルドシートを取り付ける際には、必ず助手席エアバッグの機能をキャンセルしてください。お子さまが大けがを
負ったり、場合によっては致命傷を受けるおそれがあります。

チャイルドシートは、メーカーの取扱説明書に従って正しく取り扱ってください。
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１
●助手席へのチャイルドシートの取り
付け（3点式シートベルトを使用）

後ろ向きチャイルドシート
後ろ向きチャイルドシートは助手席に取
り付けてください。その際、助手席エア
バッグの機能をキャンセルすることが必
要です。

後ろ向きチャイルドシートを取り付け
る際には、必ず助手席エアバッグの機
能をキャンセルしてください。お子さ
まが大けがを負ったり、場合によって
は致命傷を受けるおそれがあります。

前向きチャイルドシート
前向きチャイルドシートを助手席に取り
付けた際、助手席を一番後ろの位置ま
でずらしてください。エアバッグがふく
らんだ際の影響を少なくします。

シートの位置は一番後ろ、高さは一番上
です。

シートベルトがしっかりと締まってい
ることを必ず確認してください。
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１
●ISOFIXチャイルドシート
　（当社推奨）
体重 9kg から18kg まで

前向きチャイルドシー
ト、アッパーストラップ
付き。
シートの角度を3段階
に調節できます。

チャイルドシートに着席したとき、お
子さまの足が前席と接触しないよう
に、前席の前後位置およびバックレス
トの角度を調整してください。

●ISOFIXチャイルドシートの推奨
取り付け位置

右の表は、ISOFIXチャイルドシートに関
し、車内シート位置と一般的に認可された
体重グループの関係を示しています（欧
州安全規格に基づいています）。ISOFIX
ユニバーサルチャイルドシートまたはセミ
ユニバーサルチャイルドシートでは、A～G
のアルファベットによるISOFIXサイズコー
ドがチャイルドシートの“ ISOFIXロゴ”
の横に表示されています。

体重グループ

10kgまで
(グループ0)
約6ヶ月まで

10kgまで、13kgまで
(グループ0、0+)

約1歳まで

9～18kg
(グループ1)
約1歳～3歳

ISOFIXチャイルド	
シートのタイプ 乳児用* 後ろ向き 後ろ向き 前向き

ISOFIXサイズコード F G C D E C D A B B1

助手席 X X X X X X X X X X

後席左右 IL-SU IL-SU IL-SU IUF
IL-SU

後席中央 X X X X X X X X X X

IUF :	 ISOFIXユニバーサルチャイルドシート（トップテザー対応アッパーストラップを
備える ISOFIX「前向き」チャイルドシート）の取り付けに適しているシート位置。

IL-SU :	 ISOFIXセミユニバーサルチャイルドシート（トップテザー対応アッパーストラッ
プまたはバーを備える ISOFIX「後ろ向き」チャイルドシート、バーを備える
ISOFIX「前向き」チャイルドシート、およびトップテザー対応アッパーストラッ
プまたはバーを備える ISOFIX「乳児用」シート）の取り付けに適しているシー
ト位置。

X : 	 このサイズコードの ISOFIXチャイルドシートの取り付けはできません。
※乳児用チャイルドシートおよびキャリコットは助手席には取り付けられません。

* �ISOFIX乳児用チャイルドシートは、リアシート2座席分のスペースを利用して、ボトムリ
ングへ固定します。
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１
●ISOFIXチャイルドシートの取り
付け方

取り付け可能シート位置

ISOFIX規格のチャイルドシートを取り付
けることができるシートを表しています。
取り付けが可能なシート位置にはそれぞ
れ3つの金具が装備されています。

取り付け金具

シートのバックレストとシートクッション
の間に２つの金具Aがあります。

トップテザー対応のシートは、ストラッ
プをシート裏側のトップテザーアンカー
Bに装着してください。
このとき、リアシートのヘッドレストを引
き上げ、フックを支柱の間に通してから
ストラップをBに固定してしっかり張りま
す。

ISOFIX規格のチャイルドシートをワン
タッチで固定するための金具が、リア
シートに設置されています。

取り付け方法についは、チャイルドシー
トの説明書に従ってください。

リア左側シートにチャイルドシートを
取り付けるときは、リア中央シートベ
ルトを車内中央に寄せ、チャイルドシー
トがシートベルトの使用の妨げになら
ないようにしてください。

●チャイルドシートは正しく取り付け
てください。事故などの場合に十分
な保護ができなくなるおそれがあり
ます。

●チャイルドシートは製造メーカー
の指定に従って正しくご使用くだ
さい。チャイルドシートに指定され
た適正な年齢や体格を無視すると、
シートベルトにより傷害を受けるお
それがあります。
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１１
エアバッグ
エアバッグはイグニッションがオンのとき
だけ作動します。
エアバッグは致命的な事故の際にフォー
スリミッター付シートベルトを補助して乗
員を最大限守るよう設計されています。
万一の際、エアバッグシステムが急激な
減速を感知してそれがある到達点にまで
達していたら即座にシステムが起動して
乗員の保護を行います。
その直後エアバッグはしぼんで乗員が脱
出しやすい空間を確保します。
エアバッグはシートベルトが十分フォロー
できる範囲内の衝撃では開きません。

展開後のエアバッグ構成部品は熱く
なっておりますので、やけどを負う可
能性があります。

展開後のエアバッグはガスが抜けてす
ぐしぼむようにできています。このガ
スには若干の刺激性があります。

フロントエアバッグ

運転席エアバッグはステアリング中央部
に収納されています。
助手席エアバッグはダッシュボード内に
収納されています。
助手席エアバッグキャンセルスイッチが
OFFのときは展開しません。

●ステアリングのスポーク部を握って
運転したり、センターパッド部に手
をおいて運転しないでください。

●助手席に座る人は、ダッシュボード
に足を乗せないでください。

●ステアリングをはずしたり、物を突
き刺したり、激しく物を当てないで
ください。

サイドエアバッグ

運転席および助手席のバックレスト側面
（ドア側）に収納されており横からの衝
撃に対してのみ、左右が独立して展開し
ます。

●シートカバーは当社が推奨するもの
だけを使ってください。

●シートバック部にアクセサリー等を
つけたり、貼ってはいけません。

●ドア側に近付きすぎた座り方をしな
いでください。
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１１
カーテンエアバッグ
ドアピラー部から天井にかけて収納され
ており、横からの衝撃に対し前席と後席
の乗員を保護するために左右が独立して
展開します。

●天井やピラーにアクセサリー等を取
り付けたり貼ったりしないでくださ
い。
●天井に取り付けられているグリップ
ハンドルをはずさないでください。
カーテンエアバッグが機能するため
の一部になっています。

●故障しているときは
インストルメントパネルのエア
バッグ警告灯が点灯し、警告音
とともにメッセージが表示され

ます。
当社指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。

助手席エアバッグキャンセルスイッチ

チャイルドシートを進行方向とは逆向き
に助手席へ取り付けるときは、助手席の
エアバッグが作動しないようにします。
これはエアバッグが作動してふくらんだ
ときの衝撃からお子さまを守るためです。

ON
助手席に大人が着席しているときは、必
ず助手席エアバッグキャンセルスイッチ
をONにします。助手席エアバッグが作
動します。チャイルドシートを進行方向
とは逆向きに取り付けないでください。

作動中は、イグニッションをオ
ンにすると、シートベルト／助
手席エアバッグ警告ディスプレ

イの警告灯が約1分間点灯します。

OFF
チャイルドシートを進行方向とは逆向き
に取り付けたときは、必ず助手席エア
バッグキャンセルスイッチをOFFにしま
す。助手席エアバッグは作動しません。

1．イグニッションをオフにします。
2．助手席エアバッグキャンセルスイッチ

にキーを差し込み、OFF の位置にし
ます。

3．そのままキーを抜きます。

キャンセル中は、イグニッショ
ンをオンにすると、インストル
メントパネルまたはシートベル

ト／助手席エアバッグ警告ディスプレイ
の警告灯が点灯します。
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１

助手席サンバイザーに警告ラベルが貼り
付けられています。

作動停止設定をしていない前側エア
バッグで保護されている座席には、絶
対にチャイルドシートを後向きに装着
しないでください。お子様の死亡また
は重症の原因になることがあります。

●安全のためチャイルドシートはなる
べく後席に取り付けてください。

●助手席エアバッグが作動する状態
で、後ろ向きチャイルドシートを助
手席に装着しないでください。

●助手席エアバッグ OFF 機能は、助
手席にチャイルドシートを装着する
ときのみ使用し通常助手席エアバッ
グは ON の状態にしてください。車
両に装着された助手席エアバッグス
イッチを OFF の位置にして、チャ
イルドシートを使用する場合は、助
手席エアバッグ OFF の警告灯が点
灯していることを確認してください。
この場合助手席エアバッグは作動し
ません。
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１
エアバッグの作動条件

A．フロント衝撃ゾーン
B．サイド衝撃ゾーン

フロントエアバッグの作動条件
フロント衝撃ゾーンAに、車両前方から
後方へ縦方向の強い衝撃を水平に受け
たときに、運転席エアバッグと助手席エ
アバッグが連動して作動します。
助手席エアバッグの作動を解除している
ときは、助手席エアバッグは連動して作
動しません。

サイドエアバッグの作動条件
サイド衝撃ゾーンBに、車両外側から内
側へ横方向の強い衝撃を水平に受けた
ときに、衝撃を受けた側が作動します。

カーテンエアバッグの作動条件
サイド衝撃ゾーンBに、車両外側から内
側へ横方向の強い衝撃を水平に受けた
ときに、サイドエアバッグと連動して作
動します。
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１ ●車両側面への衝撃や衝突が弱いと
き、および横転、転覆したときは、
サイドエアバッグおよびカーテンエア
バッグが作動しないことがあります。
●正面衝突したとき、または、追突さ
れたときは、サイドエアバッグやカー
テンエアバッグは作動しません。
●エアバッグ単独では衝撃を吸収する
効果が十分ではありません。必ず、
シートベルトを正しく着用してくだ
さい。
●エアバッグ警告灯および助手席エア
バッグ警告灯のどちらかが点灯して
いるときは、後ろ向きチャイルドシー
トを助手席に取り付けないでくださ
い。当社指定サービス工場でシステ
ムの点検を受けてください。
●エアバッグシステムの改造は絶対に
行わないでください。

●ステアリングホイールと助手席ダッ
シュボードには、エアバッグが組み
込まれています。正しく作動させる
ために次のことをお守りください。
・エアバッグの組み込まれた箇所に
カバーをかけたり、ステッカーな
どを貼らないでください。
・助手席側のダッシュボードの上に
足や物を置いたり、立てかけたり
しないでください。エアバッグが
ふくらむときに置いた物が飛び、
ケガをするおそれがあります。
・エアバッグや近くにある部品をむや
みにはずさないでください。衝突
の際に作動しなくなるおそれがあり
ます。また、誤ってエアバッグを作
動させるとケガをするおそれがあり
ます。
・喫煙中にエアバッグが作動すると
ケガややけどをするおそれがありま
す。

●ステアリングホイールやダッシュ
ボードに近付きすぎる乗車姿勢で
は、作動したエアバッグによりケガ
をするおそれがあります。

エアバッグは一度しか作動しません。
フロントエアバッグ、サイドエアバッグや
カーテンエアバッグが作動した場合は、
シートや内装部材、コントロールユニッ
トなどの交換が必要になります。事故の
後は、必ず当社指定サービス工場で点
検や部品の交換を行ってください。
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１
走行する前に

●タイヤの点検
空気圧の確認
タイヤの空気圧は、スペアタイヤも含めて毎月一回ないし長距離
を走行する前に点検してください。
適正値は、運転席側のドアピラー部に表示されています。表示
されている値は、タイヤの温度が低いときの値です。空気圧は
走行してタイヤの温度が上昇すると増加しますので、暖まってい
る状態で空気圧が高いからといって空気を抜かないでください。

外観の点検
タイヤの接地面や両サイドに、著しい損傷や亀裂、釘や針金など
の異物が刺さっていないかを点検してください。
また、タイヤの接地面に部分的な異常摩耗がないかも点検してく
ださい。

スリップサイン
タイヤには、摩耗の限度を示すスリップサインが設けられていま
す。タイヤの表面とスリップサインが同じ高さになったら、新品
と交換してください。

使用燃料について
ガソリン車には、オクタン価が95オクタン（リサーチ法）以上の
無鉛ガソリンを使用してください。
ガソリンスタンドにおける公称オクタン価は安定していないの
で、無鉛プレミアム（ハイオク）ガソリンの使用をお勧めします。
ディーゼル車には超低硫黄軽油（サルファーフリー／S10ppm以
下）を使用してください。

ガソリン車に粗悪ガソリンや有鉛ガソリン、有鉛プレミアムガ
ソリン、アルコール含有燃料を使用したり、ディーゼル車にガ
ソリンや灯油を使用しますと、エンジン・触媒装置などに悪影
響を与えるので、絶対に使用しないでください。

ディーゼル車の燃料について
軽油は外気温が低温になると凍結してしまい、燃料配管の詰ま
りなどの故障の原因となります。寒冷地へ行くときは、現地へ到
着するまでに燃料残量を半分以下にし、現地でできるだけ早く寒
冷地用の燃料を補給してください。

使用燃料 使用限界温度の目安
JIS 特 1 号軽油 -
JIS 1 号軽油 -1℃
JIS 2 号軽油 -5℃
JIS 3 号軽油 -12℃

JIS 特 3 号軽油 -19℃
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１
冬季の取り扱い

冬季用タイヤ
積雪や凍結した道路を走行するときは、
安全のため冬季用タイヤを装着すること
をお勧めします。
冬季用タイヤに交換するときは、必ず納
車時に装着されていたタイヤと同じサイ
ズのものをご使用ください。
当社販売店では、車に適した性能の冬
季用スタッドレスタイヤも用意しており
ます。
スタッドレスタイヤは、車のバランスを
保つために4輪全部に装着してください。
雪道や凍結した道路では、スタッドレス
タイヤでも万全ではありません。運転に
は十分ご注意ください。

スノーチェーン、スノーネット
スノーチェーン、スノーネットは、タイヤ
サイズに合ったものを前輪に装着してく
ださい。
取り付けは、平坦な安全な場所で、それ
ぞれの取扱説明書に従って確実に行って
ください。
チェーンやネットの装着後は、100m程
度走行して緩みや車体への当たりがない
かを確認してください。
当社販売店では、それぞれのタイヤに合
わせた専用チェーンやネットを用意してお
ります。

市販されているタイヤチェーンの中に
は、サイズが合っていても装着できな
いものがあります。

スタッドレスタイヤやスノーチェーンは、
当社販売店でお求めください。

●その他
・	 冬季には、バッテリーに高い負荷がか

かります。バッテリーは常にフル充電
にしてください。

・	非常に冷え込んだ天候のときは、パー
キングブレーキが凍結することがあり
ます。温度が非常に低い日は、パーキ
ングブレーキを解除し、シフトレバー
を Pの位置に入れて輪止めをかけてく
ださい。

・	 ライト類や方向指示器などは、冬季は
非常に汚れやすくなります。定期的に
清掃するように心がけてください。

・	 キーシリンダーには、潤滑剤を使用し
て注油しておいてください。

・	 ドアのゴム製シールには、凍結を防ぐ
ためにシリコン潤滑油を塗付します。

・	 空気取り入れ口は、いつもきれいに保
つようにしてください。

・	 雪隔け時には特に車が汚れます。また、
融雪剤には塩分を含んでいるものがあ
ります。こまめに車全体を洗浄し、車
体の下やホイールアーチ部もよく洗っ
てください。
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１
保安炎筒

助手席足元に備えつけてあります。
踏み切りや高速道路などの危険な場所で
故障したときに使用します。
使用方法は、保安炎筒に記載してありま
す。あらかじめよく読んでおいてくださ
い。
発炎時間は約5分間です。
保安炎筒に表示してある有効期間が切れ
る前に、新品をお求めになり交換してく
ださい。

●お子さまにさわらせないでくださ
い。いたずらなどによる発火で、思
わぬ事故になるおそれがあります。

●ガソリンなどの可燃物の近くでの使
用は危険です。また、炎を顔や体に
向けるとやけどの危険があります。

●非常用信号としてのみご使用くださ
い。

●トンネル内ではハザードランプを使
用してください。トンネル内で使用
すると、煙により視界が悪くなり危
険です。

触媒コンバーター
DS 5には、日本の排気ガス基準に適合
させるために、触媒コンバーターが装着
されています。

●触媒コンバーター装着車につい
てのご注意

・燃料は、ガソリン車には必ず無鉛ガソ
リンを使用し、ディーゼル車には指定
の軽油を使用してください。指定以外
の燃料は触媒をいためます。

・燃料は早めに補給してください。
・ミスファイヤ等のエンジン不調のとき

は、運転を避け、故障箇所を直ちに修
理してください。

長時間のエンジンの空ぶかしはしない
でください。触媒コンバーターが過熱
して発火、火災にいたることがありま
す。
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１
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２

スマートキー

スマートキーを携帯しているだけで、ド
アやテールゲートの施錠・解錠やエンジ
ンの始動をすることができます。
リモコンとしてボタンを使って施錠・解
錠することもできます。

●スマートキー機能の作動範囲

スマートキー機能で施錠または解錠する
ときの検知エリアの範囲は、車両から周
囲約1m以内です。
車両周辺の検知エリアにスマートキーが
あれば、スマートキーを携帯していない
人でもドアを操作して解錠することがで
きます。

検知エリアにスマートキーがある場合
は盗難に注意してください。

●スマートキーが車両に近付きすぎて
いるときは作動しないことがありま
す。

●スマートキーは微弱な電波を使用
しています。以下の場合は、正常に
作動しなかったり、不安定な動作に
なったりすることがあります。
・近くに強い電波を発する設備があ
るとき

・携帯電話、無線機、パソコンなど
の製品と一緒にスマートキーを携
帯しているとき
・スマートキーが金属に接していた
り、覆われたりしているとき
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２

●解錠
解錠の仕様を、以下の2つから選択する
ことができます。
１．�通常解錠モード	  

すべてのドア、テールゲートを同時
に解錠する

２．�選択解錠モード	  
最初に運転席ドアのみ、2 回目でそ
の他のドアおよびテールゲートを解
錠する

設定はマルチファンクションディスプレイ
のメインメニューから変更します。

初期設定は通常解錠モードになってい
ます。

通常解錠モード
リモコンを使用する

車に向けてリモコンの解錠ボタ
ンを押します。すべてのドアおよ
びテールゲートが解錠されます。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検 知エリアA内でスマート
キーを携帯してドアハンドルに手を通す
と、すべてのドアおよびテールゲートが
解錠されます。ドアハンドルをそのまま
引くとドアを開けることができます。

●解錠するとハザードランプが約 2 秒
間点滅し、同時にドアミラーが展開
します。

●解錠した後、30 秒以内にドアを開
かないと、自動的に再度施錠されま
す。
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２

選択解錠モード
選択解錠モードに変更する
ドアの解錠の仕様を選択解錠モードに
変更することができます。運転席ドアの
み解錠し、他のドアやテールゲートは施
錠したままになります。
設定はマルチファンクションディスプレイ
のメインメニューから変更します。

リモコンを使用する
車に向けてリモコンの解錠ボタ
ンを1回押します。運転席ドア
のみが解錠されます。

もう1度解錠ボタンを押すと、その他のド
アおよびテールゲートが解錠されます。

スマートキー機能を使用する
スマートキーを携帯して運転席のドアハ
ンドルに手を通すと、運転席ドアのみが
解錠されます。また、運転席ドア以外の
ドアハンドルに手を通すと、すべてのド
アおよびテールゲートが解錠されます。
ドアハンドルをそのまま引くとドアを開
けることができます。

●解錠するとハザードランプが約 2 秒
間点滅します。ドアミラーは最初の
解錠と同時に展開します。

●解錠した後、30 秒以内にドアを開
かないと、自動的に再度施錠されま
す。

●テールゲートの解錠
リモコンを使用する

テールゲートオープナーボタン
を長 押しします。ドアおよび
テールゲートが解錠されます。

スマートキー機能を使用する
車両周辺の検知エリアにスマートキーが
あるときに、テールゲートのスイッチを
押します。ドアおよびテールゲートが解
錠されます。
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２

●施錠
リモコンを使用する

車に向けてリモコンの施錠ボタ
ンを押すと、すべてのドアおよ
びテールゲートが施錠されます。

施錠ボタンを押し続けると、開いている
ウィンドウが閉まります。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検知エリアAにスマートキー
があるときに、ドアハンドルのスイッチ
またはテールゲートのスイッチを押しま
す。すべてのドアおよびテールゲートが
施錠されます。

●スマートキーを携帯して車両から離
れても自動的に施錠されることはあ
りません。

●施錠操作するリモコンのボタンまた
はドアハンドルのスイッチを押し続
けると、パワーウィンドウが自動的
に閉まります。

●施錠するとハザードランプが約 2 秒
間点灯し、同時にドアミラーが格納
します。

●車内にスマートキーがあるときは、
施錠することができません。

●長期間（3週間以上）車両を使用し
ないと、バッテリー消費を抑えるた
めに、スタンバイモードとなってス
マートキー機能が自動的に停止しま
す。スマートキー機能を復帰させる
には、リモコンのボタンを押してく
ださい。これは車外に保管しておい
た予備キーでも同様です。

●スマートキーが家電製品の近くにあ
ると電磁波の影響を受けて反応し、
電池を著しく消耗します。これを防
止するため自動的にスタンバイモー
ドになることがあります。

	 機能を復帰させるには、リモコンの
ボタンを押してください。

●以下のときは、集中ドアロックが作
動しません。
・いずれかのドアまたはテールゲー
トが完全に閉まっていないとき
・スマートキーが車内にあるとき

リモコンのボタンまたはドアハンドル
のスイッチを使用してパワーウィンド
ウを閉めるときは、乗員が手などを挟
まれないように確認してから操作して
ください。
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●スーパードアロック*
盗難防止のために、仮にガラスを壊すな
どしても内側からドアロックが解除でき
なくなる機能です。

リモコンを使用する
施錠ボタンを押して、すべての
ドアおよびテールゲートを施錠
します。

5秒以内に再度施錠ボタンを押します。

スマートキー機能を使用する

車両周辺の検知エリアAにスマートキー
があるときに、ドアハンドルのスイッチ
またはテールゲートのスイッチを押しま
す。5秒以内に再度スイッチを押します。

スーパードアロックをすると、ハザー
ドランプが約2秒間点灯します。

●車内に人がいるときは、スーパード
アロックをかけないでください。車
内からドアロックが解除できず、閉
じ込められてしまいます。

●お子さまだけを車内に残して車を離
れないでください。思わぬ事故やケ
ガのもととなります。

* 仕様により異なります。
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２

●電池（CR2032 3V）の交換

リモコンの電池が消耗するとメッセージ
が表示されます。
すき間に先が細い工具を差し込んでケー
スを開け、電池を交換してください。

●電池交換の際には、お子さまが誤っ
て飲み込むなどしないよう注意して
ください。
●リモコンの電波が心臓ペースメー
カーなど医療用機器に影響をおよ
ぼすおそれがあります。事前に医療
用機器メーカーなどに確認してくだ
さい。

●リモコンの初期化

車両バッテリーの接続をはずした後やリ
モコンの電池を交換した後、またはリモ
コンが作動しなくなった場合は、以下の
手順で初期化をしてください。
1. �運転席ドアの鍵穴に緊急用キーを差

し込んで解錠します。
2. �スロットにスマートキーを挿入しま

す。
3. �START/STOPスイッチを押してイグ

ニッションをオンにします。
初期化の手順を行ってもリモコンが作動
しないなど、不具合が解消しない場合は、
当社指定サービス工場へご連絡くださ
い。

●キーナンバーの付いたタグを保管し
ておいてください。キーを紛失して、
新しいキーを作成する際にこの番号
が必要となります。

●車を離れる際、ポケットの中などで
リモコンのボタンを誤って押さない
ようご注意ください。気がつかない
うちに車のロックが解除されてしま
うおそれがあります。

　また、車から離れたところで何度も
ボタンを押すと、認識されなくなる
ことがあります。その際は初期化を
してください。

●交換用電池は当社指定サービス工
場でお求めいただけます。

●環境汚染防止のため、使用済みの
電池は正しく廃棄してください。



2-8

各部の開閉のしかた

２

イモビライザー
（盗難防止システム）

DS 5には、エンジンイモビライザー（盗
難防止装置）が装備されています。
これはスマートキーの内部に車を識別す
る装置が内蔵されており、車側とのコー
ドが合致しないときは、エンジンの始動
ができないようにするものです。

イモビライザーコード
車とともにお渡しするスマートキーの内部
（プラスチック部分）には、車を識別する
電子装置が内蔵されています。
それぞれのキーは、車ごとに個別のコー
ドが登録されています。イグニッション
をオンにすると、車のイモビライザーシ
ステムがこのコードを読みとって、エン
ジンの始動を可能にします。
もしコードが設定されていなかったり異
なるコードのときは、エンジンを始動す
ることはできません。
イグニッションをオフにすると、システム
は直ちにエンジンをロックします。

システムに異常が発生したと
きは、イグニッションをオン

にすると、メッセージが表示されます。
エンジンは始動しません。
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

●エンジンイモビライザーの改造をし
ないでください。故障の原因になる
おそれがあります。

●キーの内部には電子装置が組み込
まれています。強い電磁波や高温に
さらしたり、強い衝撃を与えたり、
水に濡らしたりしないでください。
故障の原因となります。
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２

スペアキー
お車とともにお渡しするスペアキーにも
コードが登録されています。
もし予備のキーが必要なとき、あるい
はキーを取り替えるときには、すべての
キーを登録し直す必要があります。お手
持ちのすべてのキーを当社指定サービス
工場にご持参の上、登録作業をお申し付
けください。

万一、スマートキーを紛失したり盗難
にあった場合は、安全のために他のキー
を登録し直して失ったキーを無効にす
る（エンジンをかけられなくする）こと
をお勧めします。お近くの当社指定サー
ビス工場にご相談ください。

キーを複製しても、イモビライザーシ
ステムにコードを登録しないかぎり、
そのキーでエンジンを始動することは
できません。
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２

ドア／ドアロック

●車内からドアを開ける
内側ドアハンドルを引くと、すべてのロッ
クが解除されます。

スーパードアロックされているときは
ドアハンドルでは一切ドアを開けるこ
とができません。

●車外からドアを開ける
2-2ページの「スマートキー」項を参照し
てください。

●半ドア警告
ドアを完全に閉めずにエンジンを始動させ
ると、メッセージが数秒間表示されます。
そのまま走行すると、時速10km以下で
は警告音とともにメッセージが数秒間表
示されます。

緊急用キー

以下のようにスマートキーの機能が使用
できないときは、運転席ドアの鍵穴に緊
急用キーを差し込んで施錠／解錠します。
・バッテリーが上がっているとき
・バッテリーの接続をはずしているとき
・スマートキーの電池がないとき
・車両が強い電磁波などを受けているとき

1. �スマートキーのレバー①を引いて、緊
急用キー②を取り出します。

2. �運転席または助手席ドアの鍵穴に緊急
用キーを差し込んで、車両を施錠また
は解錠します。

●緊急用キーを使用した後は、スマー
トキーに戻してください。

●アラームがセットされているときに
緊急用キーを使用して解錠すると、
警報が鳴ります。警報を止めるには
エンジンを始動させてください。
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２

マニュアルロック（非常時）

バッテリー上がりなどで、集中ドアロッ
クが作動しないときには次の方法でドア
をロックすることができます。

フロントドア
緊急用キーをドアの鍵穴に差し込み施錠
または解錠します。

リアドア
1. �チャイルドセーフティ機構が働いてい

ないことを確認します。
2. �緊急用キーをドア端部にある穴に差

し込み、左側のドアは右方向に、右側
のドアは左方向に回します。

ドアロック／オートドアロック

ロックボタンを操作すると、車両の施錠
ができます。
施錠するとインジケーターが点滅します。
ただし、ドアのいずれかが開いている場
合には集中ロックはできません。
解錠するときはロックボタンを再度操作
してください。

スーパードアロックがかかっている場
合は、ロックボタンを押しても解錠し
ません。
このような場合には、リモコンもしく
はスマートキー機能を使って解錠して
ください。

●オートドアロック機能
時速10km以上で走行すると、自動的に
施錠されます。
この機能をオンまたはオフにするとき
は、メッセージが表示されるまでロック
ボタンを操作し続けます。

オートドアロックされている状態で
は、非常時に救助活動のため外部から
ドアを開けることが困難な場合があり
ます。
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２

アラーム*

DS 5には、車の盗難や車の内外へのい
たずらを防止するアラームシステムが備
えられています。

外部検知：	監視状態で、ドアやテールゲー
ト、ボンネットが開けられると
作動します。

内部検知：	監視状態で、ウィンドウが壊
されたり、車内の動きを感知
すると作動します。

傾き検知：	ジャッキアップされたりレッ
カー車などで持ち上げられ
て、傾きや振動を感知すると
作動します。

改ざん検知：	サイレンやコントロールユ
ニット、バッテリーの接続
が切断されると作動します。

●アラームのセット
1．	イグニッションをオフにして、車の外

へ出ます。
2．	リモコンまたはスマートキー機能を

使用してロックします。
3．	アラームボタンのインジケーターが1

秒間に 1回点滅して、アラームがセッ
トされます。

●アラームがセットされるまでに以下
の時間がかかります。

	 － 外部検知：5 秒
	 － 内部検知：45 秒
	 － 傾き検知：1分 30 秒
●完全に閉まっていないドアやトラン
ク／テールゲートがあると、リモコ
ンまたはスマートキー機能を使用し
て施錠してもドアロックは作動しま
せん。ただし、45 秒経過後に外部
検知、内部検知および傾き検知が
同時に作動します。

●アラームの解除
1．リモコンまたはスマートキー機能を

使用して解錠します。
2．アラームボタンのインジケーターが

消灯して、アラームが解除されます。

●アラームの作動
約30秒間、警報が鳴ってハザードラン
プが点滅します。その後、アラームは停
止しますが、引き続きセット状態が維持
されます。

* 仕様により異なります。
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各部の開閉のしかた

２

●外部検知アラームだけのセット
次の場合は、内部検知／傾き検知をキャ
ンセルする必要があります。
－	 ウィンドウを少し開けた状態で車を

離れるとき
－	 洗車するとき
－	 ホイールを交換するとき
－	 けん引されるとき
－	 海上運送するとき

1.	 イグニッションをオフにしてから
10 秒以内に、アラームボタンのイ
ンジケーターが連続点灯するまでア
ラームボタンを押します。

2.	 車の外へ出ます。
3.	 リモコンまたはスマートキー機能を

使用してロックします。
4.	 アラームボタンのインジケーターが

1 秒間に 1 回点滅して、外部検知ア
ラームだけがセットされます。

内部検知／傾き検知は、アラームを解
除すると回復します。キャンセルする
必要があるときは、イグニッションを
オフにする度に設定してください。

●リモコン／スマートキー機能の故障
アラームのセット状態でリモコンまたはス
マートキー機能による解錠ができないと
きは、次のようにアラームを解除します。
1.	 緊急用キーを使用して運転席ドアを

解錠します。
2.	 ドアを開けます。（アラームが作動）
3.	 イグニッションをオンにします。（ア

ラームが停止しアラームボタンのイ
ンジケーターが消灯）

●アラームの故障
イグニッションをオンにしたとき、アラー
ムボタンのインジケーターが点灯する場
合は、アラームに異常があります。
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

●アラームの自動セット*
ドアまたはトランク／テールゲートを閉
じてから2分経過すると、アラームが自
動的にセットされます。
ドアまたはトランク／テールゲートを開
けたときに、偶然アラームが作動するこ
とのないように、開ける前にリモコンま
たはスマートキー機能を使用してもう一
度解錠操作を行ってください。

アラームシステムの改造をしないでく
ださい。

●アラームがセットされているときに
緊急用キーを使用して解錠すると、
警報が鳴ります。警報を止めるには
エンジンを始動させてください。

●アラームが連続して10 回作動する
と、11回目で作動が停止します。

●アラームボタンのインジケーターが
早く点滅しているのは、車を離れて
いる間にアラームが作動したことを
示しています。

●以下のときは、アラームが作動する
のを防ぐために、緊急用キーを使用
して施錠するなど、アラームをセッ
トしないでください。
－ 洗車するとき
－ バッテリーを取りはずすとき
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２

パワーウィンドウ

①：運転席側ウィンドウ開閉スイッチ
②：助手席側ウィンドウ開閉スイッチ
③：後席右側ウィンドウ開閉スイッチ
④：後席左側ウィンドウ開閉スイッチ
⑤：チャイルドセーフティボタン

●マニュアルウィンドウ開閉
スイッチを軽く押したり引いている間だけ
ウィンドウが開閉します。スイッチから手
を離すと同時にウィンドウも停止します。

●ワンタッチ開閉*
スイッチを1回強く押すか引くと、スイッ
チから手を離しても、ウィンドウは自動
的に全開閉します。

途中で止めるときは、再度スイッチを押
すか引きます。

●�イグニッションをオフにしてから約
45秒間、パワーウィンドウの操作
ができます。それ以降は、再度イグ
ニッションをオンにしてから操作を
してください。

●�運転席側のスイッチで運転席以外の
パワーウィンドウの操作ができない
ときは、開閉したいウィンドウにあ
るスイッチを操作してください。

挟み込み防止機能
パワーウィンドウには、挟み込み防止機
能が付いており、障害物があると上昇を
やめて数センチ下降します。
冬期など氷結のために挟み込み防止機
能が働いてしまい、ウィンドウを閉じる
ことができないときは、以下のようにし
てください。
1.	 一度完全にウィンドウを下げます。
2.	 直ちにウィンドウが完全に閉まるま

でスイッチを引き続けてください。

パワーウィンドウ挟み込み防止機能が機
能しなくなったら、直ちに当社指定サー
ビス工場へご連絡ください。

●パワーウィンドウの再初期化
バッテリーをはずした後など正常に動作
しないときは、以下の手順で初期化をし
てください。
1.	 スイッチを押してウィンドウを全開

にします。
2.	 ウィンドウを閉じる操作をします。 

（1 回の操作で 2 ～ 3cm 程度しか
動きません）

3.	 ウィンドウが全閉するまで手順 2 の
操作を繰り返します。

4.	 ウィンドウが全閉したら、さらにスイッ
チを 2 秒以上引き続けてください。
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２

●運転者が運転席以外のウィンドウを操
作する場合は、ウィンドウを閉めるのに
障害物がないか確認をしてください。

●ウィンドウを閉めているとき、誤っ
て障害物などが接触したときは、直
ちにウィンドウを開けてください。
●乗員がウィンドウを閉める際には運
転者がその操作に対して注意を払っ
てください。
●お子さまにはウィンドウの操作をさ
せないでください。
●車から離れるときは、短い時間で
あってもスマートキーを持ち出して
ください。

初期化中は挟み込み防止機能は働き
ません。安全に配慮してください。

洗車場などで高圧洗浄する場合、洗
浄ノズルを少なくとも50センチ以上
ウィンドウやドアシールから離してご
使用ください。

チャイルドセーフティ

チャイルドセーフティボタンを押すと、車
内から後席ドアを開けられなくなり後席
のパワーウィンドウスイッチによる操作
もできなくなります。お子さまの危険防
止に有効です。
運転席での操作はいつでも可能です。

イグニッションがオンのときにチャイルド
セーフティボタンを押すと、インジケー
ターが点灯し、メッセージが表示され、
チャイルドセーフティがオンになります。

インジケーターが点灯／消灯以外のと
きは、チャイルドセーフティに異常が
あります。当社指定サービス工場で点
検を受けてください。

チャイルドセーフティは、ドアロックの
作動とは別に独立して作動します。車
両が強い衝撃を受けると、チャイルド
セーフティは自動的に解除され、非常
時に、後席からの脱出を可能にします。

* 仕様により異なります。
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２

コックピットルーフ*

①：運転席スライディングサンバイザー
とスイッチ

②：助手席スライディングサンバイザー
とスイッチ

③：後席スライディングサンバイザーと
スイッチ

開閉したいスライディングサンバイザー
に対応するスイッチを操作します。

●スライディングサンバイザーを手
動で開閉する

スイッチを軽く押したり引いたりしてい
る間だけスライディングサンバイザーが
開閉します。スイッチから手を離すと、
スライディングサンバイザーは約2cm動
いてから停止します。

●スライディングサンバイザーを自
動で開閉する

スイッチを１回強く押すか引くと、スライ
ディングサンバイザーが自動的に全開閉
します。途中で止めるときは、再度スイッ
チを押します。スライディングサンバイ
ザーは約2cm動いてから停止します。

挟み込み防止機能
スライディングサンバイザーには、挟み
込み防止機能が付いており、自動閉作動
中に障害物があるとスライディングサン
バイザーが止まって少し開きます。スラ
イディングサンバイザーが止まったまま
動かない場合は、挟み込み防止機能を
初期化してください。

初期化
バッテリーをはずした後など正常に動作
しないときは、以下の手順で初期化をし
てください。
1.	 スイッチを押してスライディングサン

バイザーを全閉します。
2.	 スライディングサンバイザーが全閉し

たら、さらにスイッチを 3 秒以上押
し続けてください。初期化されると、
スライディングサンバイザーがわずか
に動きます。

スライディングサンバイザーが閉じてい
るとき、または閉じた後にスライディン
グサンバイザーが自動的に開いたとき
は、以下のようにしてください。
1.	 スイッチを引いてスライディングサン

バイザーを全開します。
2.	 スイッチを押してスライディングサン

バイザーを全閉します。

この操作中、挟み込み防止機能は働
きません。

* 仕様により異なります。



2-17

各部の開閉のしかた

２

●スライディングサンバイザーを操作
するときは、障害物がないか確認を
してください。誤って接触したとき
は、直ちにスライディングサンバイ
ザーを開けてくだい。
●同乗者がスライディングサンバイ
ザーを操作するときも十分に注意し
てください。
●お子さまにはスライディングサンバイ
ザーの操作をさせないでください。

ボンネット

●ボンネットを開けるには
1．	助手席ドアを開き、ドアシル部にあ

るレバーを引きます。
2．	ボンネットの下のロックレバーを左へ

動かします。

ボンネットを開ける際には、6-5ページ
の警告をお読みください。

エンジンルームでのどのような作業を
行うときも、あらかじめストップ＆ス
タートの作動を解除しておいてくださ
い。エンジンが急に始動して、思わぬ
ケガをするおそれがあります。

●ボンネットを開ける操作は、必ず停
車してから行ってください。

●強風時はボンネットが風であおられ
ないようご注意ください。

●ボンネットを閉めるには
ボンネットを引き下げ、下から10cmぐ
らいの位置で手を離して、自然に閉めて
ください。
上から押さないでください。

ボンネットを閉めた後、ロックされた
ことを確認してください。



2-18

各部の開閉のしかた

２

テールゲート

●テールゲートを開ける
車外から開ける
2-2ページの「スマートキー」項を参照し
てください。

車内から開ける

1. 	�スイッチパネルにあるテールゲート
オープナースイッチを押します。

2.	� テールゲートを持ち上げて開きます。

●テールゲートを閉める
テールゲート内側のハンドルを持って引
き下げます。

●テールゲートが解錠しないとき

バッテリーや集中ドアロックシステムの不
具合によってテールゲートのロックが解
錠できないときは、次のように行います。
1. 	�リアシートを倒し、テールゲートの

内側からロック機構にアクセスでき
るようにします。

2. 	�小さいドライバーを Aに差し込んで
中のバーを左に動かして解錠します。

●水没など予期せぬトラブルで車内に
閉じ込められた場合、この方法で
テールゲートを開けて脱出できま
す。ドライバーの代わりにボールペ
ン、ヘアピン、クリップなどの先が
細いものが使用できます。

●この方法でロック機構を解錠して
も、不具合を解決しないままテール
ゲートを閉めると、テールゲートが
再び施錠されることがあります。
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２

●テールゲート閉め忘れ警告
テールゲートを確実に閉めずにエンジン
を始動させると、メッセージが数秒間表
示されます。
そのまま走行すると、時速10km以上で
は警告音とともにメッセージが数秒間表
示されます。

●安全上、操作上、法律上の理由で、
テールゲートを開けた状態での走行
はしないでください。

●テールゲートを閉める時には、指な
どを挟まないよう充分に注意してく
ださい。また、開閉の際はまわりの
人などにぶつからないことを確認し
てください。
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２

フュエルリッド（給油口）

フュエルリッド
運転席側ダッシュボードにあるスイッチ
を押すとフュエルリッドが自動的に開き
ます。

スイッチはエンジン停止後も数分間使
用できます。それ以上経過したときは、
再度イグニッションをオンにしてくださ
い。

フュエルキャップ
1．	キャップを左（反時計方向）に 1／

4 回転させます。
2．	はずしたキャップは、フックに引っか

けておきます。
3．	給油口には、金属製のバルブAが付

いています。このバルブに給油ノズ
ルをそのまま差し込みます。

4．	給油ノズルのオートストップが 3 回
働いたら、それ以上給油口にあふれ
るまで給油しないでください。燃料
タンクの容量は約 60 リットルです。

5．	給油が終わったら右（時計方向）に 
1／4 回転させてキャップを閉めま
す。

警告音とともにこの警告灯が点
灯し、メッセージが表示された
ときは、燃料が少なくなってい

ます（約6リットル）。早めに燃料を補給
してください。
もし燃料をすべて使用してしまった場合、
少なくとも5リットル以上は給油してくだ
さい。

●給油中はエンジンを停止してくださ
い。

●給油口にあふれるまで給油しないで
ください。燃料が熱で膨張し、あふ
れて火災を起こすおそれがあります。
●給油後は、フュエルキャップが確実
に閉まっていることを確認してくだ
さい。

指定の燃料を使用してください。

燃料遮断装置
DS 5には、衝突したときに燃料供給を
停止させる安全装置が装備されていま
す。
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エンジンの始動

スマートキーが車内の検知エリアにある
とき、またはスロットにスマートキーが
挿入されているときに、エンジンを始動
および停止することができます。

●エンジンを始動するときは、必ずパー
キングブレーキがかかっていること
を確認してください。急発進して人
や物を傷つけるおそれがあります。

●換気の悪い場所ではエンジンをか
けないでください。

●エンジンがかかっている間は、車か
ら離れないでください。

●エンジンの始動
1．	スマートキーを携帯して乗車します

( 任意でスマートキーをスロットに挿
入します。)。

2．	シフトレバーを Pの位置にします。
3．	パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
4．	ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 み な が ら
START/STOPスイッチを押します。

5．	スターターが回り、エンジンが始動
します。

ディーゼル車は、予熱表示灯
が点灯後消灯したらエンジン
が始動します。

●エンジンの停止
1．	車を完全に止めます。
2．	シフトレバーを Pの位置にします。
3．	START/STOPスイッチを押します。
4．	エンジンが停止します。
5．	スマートキーをスロットに挿入してあ

る場合は、抜きます。

●エンジンの始動条件を満たしていな
い場合は、メッセージが表示されま
す。

●エンジン始動後は、不必要に長い
時間の暖機運転は必要ありません。

●スマートキーがスロットに挿入さ
れた状態で運転席ドアを開けると、
キー抜き忘れの警告メッセージが表
示されます。



3-3

運転装置の使いかた

３

●START/STOPスイッチの役割
スイッチの状況 運転者の操作内容 車両の動作内容

ア ク セ サ リ ー 
ポジション

ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 ま ず に、
START/STOPスイッチを押しま
す。スイッチを押すたびに、イグ
ニッションのオン／オフが切り替
わります。

イグニッションがオンとなり、警
告灯類が点灯します。
しばらくの間、ラジオやパワーウィ
ンドウなどのアクセサリー装備が
使用できます。

スタート	 
ポジション

ブレー キ ペダルを 踏 みな がら、
START/STOPスイッチを押します。

エンジンが始動します。
ラジオやパワーウィンドウなどのア
クセサリー装備が使用できます。

アクセサリー装備の使いすぎは、バッテリー上がりにつながります。
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●エンジンの緊急始動

スマートキーが車内の検知エリアにある
にも関わらず、START/STOPスイッチ
を押してもエンジンが始動しない場合
は、以下の手順でエンジンを始動します。

1．	スマートキーをスロットに挿入します。
2．	シフトレバーを Pの位置にします。
3．	パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
4．	ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 み な が ら
START/STOPスイッチを押します。

5．	スターターが回り、エンジンが始動
します。

ディーゼル車は、予熱表示灯
が点灯後消灯したらエンジン
が始動します。

●スマートキーがスロットに挿入さ
れた状態で運転席ドアを開けると、
キー抜き忘れの警告メッセージが表
示されます。

●エンジンの緊急停止

スマートキーが車内の検知エリアにない
ときでも、エンジンを強制的に停止する
ことができます。
START/STOPスイッチを約3秒間押し続
けます。車両が停止すると同時にステアリ
ングがロックされて動かなくなります。

●緊急時以外は使用しないでください。
●エンジンを停止した後は、スマート
キーがなければ始動することはでき
ません。
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オートマチックトランスミッ
ション（シフトレバー）

シフトゲート

①：シフトレバー
②：スポーツモードボタン
③：スノーモードボタン

シフトポジション

シフトポジションは、インストルメントパ
ネル内のインジケーターに表示されます。

P．パーキング：駐車するときに使用し
ます。
エンジンを始動できます。パーキングブ
レーキを併用してください。

R．リバース：後退します。
エンジンがアイドリング状態で、車が停
止しているときにシフトしてください。

N．ニュートラル：エンジンを始動でき
ます。
パーキングブレーキを併用してください。

D．ドライブ：1速からオーバードライブ
まで、走行に応じて自動的にギアが切り
換わります。

M．マニュアルシフトポジション：＋方向
に動かすとシフトアップし、−方
向に動かすとシフトダウンしま
す。

この表示が点灯したときは、マ
ニュアルモードで正しいギアが
選択されていません。

NからRやDにシフトするときは、エ
ンジン回転がアイドリングまで下がっ
ていることを確認してください。

マニュアルモードのシフト操作は、エ
ンジン回転の許容範囲内でのみ行う
ことができます。その範囲を超えると
きは、一時的にオートマチックモード
になります。
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モードセレクター
DS 5のティプトロニックタイプオートマ
チックトランスミッションでは、スポー
ツ、スノーの2つのモードの選択が可能
です。シフトゲートのスイッチを押してく
ださい。選択されたモードは、インスト
ルメントパネルに表示されます。
選択したモードを解除するには、もう一
度同じスイッチを押してください。

スポーツモード：エンジンのパ
フォーマンスを最大限に発揮す
る変速パターンになります。

スノーモード：滑りやすい雪道
に合わせた穏やかな変速パター
ンが選択されます。

マニュアルモードで走行しているとき
は、スポーツやスノーモードの選択操
作はできません。

クリープ現象
停車中にシフトレバーをD、RまたはM位
置にすると、アクセルペダルを踏まなく
ても車がゆっくりと動き出します。
特にエンジン始動直後やエアコン作動時
などエンジン回転が高いときには車が動
こうとする力が強くなります。そのため、
お子さまが乗車しているときは、エンジ
ンを始動したままお子さまだけを残して
車を離れないでください。
点検のためにエンジンをかけたまま車外
に出るときは、パーキングブレーキをか
けてシフトレバーをPに入れてください。

キックダウン
追い越しなどで急加速したいときは、シ
フトレバーには手を触れずにアクセルペ
ダルをいっぱいに踏みこんでください。
シフトダウンが起こり、エンジン回転が
最高に達するまでそのギアを維持し、よ
り短い時間で加速することができます。
ある一定の速度に達すると、自動的にシ
フトアップします。またブレーキを踏む
と、エンジンブレーキを効かせるために
シフトダウンします。ただし、安全のた
め、急にアクセルペダルを離してもシフ
トアップはしません。

エンジンブレーキ
長い下り坂などブレーキを踏み続ける状
態では、Dレンジでもより効果的にエン
ジンブレーキを効かせるため自動的に低
いギアに切り替わりますが、状況に応じ
て随時、シフトレバーをMレンジにして
低いギアを選択することができます。（た
とえばD→3、3→2）
ただし、2から1への切り換えは急激な減
速を伴いますので、滑りやすい道路条件

（雪道や凍った道路）では十分にご注意く
ださい。

シフトロック
急発進防止のため、ブレーキペダルを踏
んでいないとPの位置からほかにレバー
を動かすことはできません。

シフトレバーが Pに入っているときに
バッテリーが上がると、シフトロック
は解除されず、レバーを動かすことが
できません。無理にレバーを動かすと
破損するおそれがあります。
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警告音とともにこの警告
灯が点灯し、メッセージが

表示されたときは、システムはセーフモー
ドに入り３（3速）に固定されて走行しま
す。
PやNからRにシフトしたときに、大きな
ショックを伴うことがありますがトラン
スミッションを損傷することはありませ
ん。時速100km以下の速度で走行して、
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

●走行中は、シフトレバーを N 位置
に入れないでください。エンジンブ
レーキが効かなくなり、ブレーキの
フェード現象が起きやすくなり事故
を起こすおそれがあります。

●車から離れるときは、シフトレバー
を Pの位置に入れてパーキングブ
レーキをかけてください。クリープ
現象で車がひとりでに動いて、人や
物に衝突するおそれがあります。

	 停車後、シフトレバーが P以外の位
置にあるとドアを開けるかイグニッ
ションをオフにして45 秒経過した
場合に、警告音とともにメッセージ
が表示されます。

●エンジンがかかっているときは、お
子さまを車内に残して車を離れない
でください。急発進して人や物を傷
つけるおそれがあります。

●エンジンを始動するときは、シフト
レバーを Pの位置に入れ、ハンドブ
レーキがかかっていることを確認し
てください。急発進して人や物を傷
つけるおそれがあります。

●シフトレバーを Nから Dまたは R
に入れるときは、ブレーキペダルを
しっかりと踏みながら行ってくださ
い。急発進して人や物を傷つけるお
それがあります。

車が完全に停止する前にシフトレバー
をPやRに入れないでください。トラ
ンスミッションを破損するおそれがあ
ります。

渋滞時などエンジンをかけたまま停車
する場合は、シフトレバーをNに入れて
パーキングブレーキをかけることによ
り、燃料消費を抑えることができます。
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シフトタイミングインジ
ケーター*
燃費向上のためにシフトアップをうなが
して燃費向上のアドバイスをします。

アクセルペダルを軽く踏んで運転してい
る状況で、システムが燃費向上の観点
から現在のギアよりも1段または2段高
いギアを使用した方が良いと判断した場
合、インストルメントパネルに矢印のマー
クと推奨ギアが表示されます

シフトタイミングインジケーターはあ
くまで燃費向上のための機能です。実
際のギアシフトは運転者が周囲の交
通量や安全性に応じて判断して行って
ください。誤った変速は事故につなが
るおそれがあります。

●シフトタイミングインジケーターの機
能をオフにすることはできません。

●追い越しするときなどアクセルペダ
ルを強く踏み込んだときは表示され
ません。

●シフトタイミングインジケーターは、
以下の変速はうながしません。
・	1速への変速
・	リバースギアへの変速
・	シフトダウン
●ディーゼル車は、ストップ＆スター
トの停止モードへ移行するために、
シフトレバーを Nにするようにうな
がす場合があります。

* 仕様により異なります。
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エレクトリックパーキングブ
レーキ

エレクトリックパーキングブレーキには、
以下の機能があります。

・	 エンジンが停止したときに自動的に
パーキングブレーキをかけ、パーキン
グブレーキ作動中にアクセルペダル
を踏むとパーキングブレーキが自動的
に解除されるオートマチックエレクト
リックパーキングブレーキ機能

・	 パーキングブレーキスイッチAの操作
でパーキングブレーキの作動／解除を
いつでも手動で行うことができる手動
作動機能

●オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキの作動

パーキングブレーキをかける
エンジンを停止するとエレクトリック
パーキングブレーキが自動的にかかり 
ます。

パーキングブレーキがかかる
と、インストルメントパネルの
ブレーキ警告灯とパーキング

ブレーキスイッチAのインジケーターが
点 灯 し ま す。 ま た、“Parking brake 
applied （パーキングブレーキ作動）”と
表示されます。

駐車してお車を離れるときは、ブレー
キ警告灯およびパーキングブレーキス
イッチのインジケーターが点灯してい
ることを確認してください。

パーキングブレーキを解除する
シフトレバーがD、MまたはRの位置でアク
セルペダルを踏むとエレクトリックパーキ
ングブレーキが自動的に徐々に解除されま
す。

パーキングブレーキが完全に
解除されると、インストルメン
トパネルのブレーキ警告灯と

パーキングブレーキスイッチAのインジ
ケーターが消灯します。また、“ Parking 
brake released （パーキングブレーキ
解除）”と表示されます。
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●パーキングブレーキの手動操作

パーキングブレーキをかける
エンジンの作動状態に関わらず、停車中
にパーキングブレーキスイッチAを手前
に引くと、パーキングブレーキがかかり
ます。

パーキングブレーキがかかる
と、インストルメントパネルの
ブレーキ警告灯とパーキング

ブレーキスイッチAのインジケーターが
点 灯 し ま す。 ま た、“Parking brake 
applied （パーキングブレーキ作動）”と
表示されます。

エンジン作動中にシフトレバーがP以
外の位置でパーキングブレーキをかけ
ずに運転席ドアを開けると、警告音と
ともにメッセージが表示されます。

パーキングブレーキを解除する
イグニッションがオンのとき、またはエ
ンジン作動中にブレーキペダルを踏みな
がら、パーキングブレーキスイッチAを
再度手前に引くと、パーキングブレーキ
が解除されます。

パーキングブレーキが完全に
解除されると、インストルメン
トパネルのブレーキ警告灯と

パーキングブレーキスイッチAのインジ
ケーターが消灯します。また、“ Parking 
brake released（パーキングブレーキ解
除）”と表示されます。

ブレーキペダルを踏まずにパーキン
グブレーキスイッチAを手前に引く
と、パーキングブレーキは解除されず、
メッセージが表示されます。
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最大制動力が必要な場合
以下のような場合は、前輪を歩道側に向
け、パーキングブレーキの制動力を最大
にして駐車してください。
１．	トレーラー等をけん引しているときに、

オートマチック機能が作動状態でパー
キングブレーキを手動で操作する場合

２．	重い荷物を積んだりトレーラー等をけ
ん引している状態で、勾配のある場所
に駐車する場合

最大制動力でパーキングブレーキをかけ
るには、“ Parking brake applied fully

（パーキングブレーキ最大制動力）”と表
示され、アラーム音が鳴るまでパーキン
グブレーキスイッチAを引き続けます。

最大制動力でパーキングブレーキをか
けた後は、パーキングブレーキの解除
に通常より時間がかかります。

●エンジンをかけて停車しているとき
は、誤ってアクセルペダルを踏まな
いように注意してください。ブレー
キが解除され、お車が飛び出すおそ
れがあります。

●駐車してお車を離れるときは、ブ
レーキ警告灯およびパーキングブ
レーキスイッチのインジケーターが
点灯していることを確認してくださ
い。

●エレクトリックパーキングブレーキ
は、お子さまでも簡単に解除できま
す。イグニッションをオンにしたまま
の状態で、お子さまを車内に残して
車を離れないでください。

●坂道に駐車するときには、タイヤを
路肩に斜めにあて、最大制動力で
パーキングブレーキをかけてくださ
い。

●パーキングブレーキの作動／解除の
連続操作は、保護機能により 8回
までに制限されています。連続操作
を続けると“Parking brake fault
（パーキングブレーキ故障）”と表示
され、ブレーキ警告灯が点滅します。
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●非常ブレーキ

ブレーキシステム（フットブレーキ）が故
障したり、運転者が運転不能な状態に
陥ったときなどの緊急時には、パーキン
グブレーキスイッチAを引き続けて車両
を停止します。
非常ブレーキ作動中は、ESCが作動し
て、車の安定性を確保します。

この警告灯が点灯しているとき
は、ESCシステムに異常があり、
ESCによる車の安定性は確保

されません。パーキングブレーキスイッ
チAを繰り返し操作して安定性を確保し
てください。

非常ブレーキが故障すると、“ Parking 
brake control fault （パーキングブレー
キ制御故障）”と表示されます。

非常ブレーキの使用は、緊急時のみ
にとどめてください。

エレクトリックパーキングブレーキを
修理した後やバッテリー不良の後は初
期化する必要があります。ブレーキ警
告灯が点滅するまでパーキングブレー
キスイッチを引き続けます。その後、
ブレーキ警告灯が点灯するまでパーキ
ングブレーキスイッチをもう一度引き
ます。
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●下り坂で後方へ発進するとき
シフトレバーがRのとき、ブレーキペダ
ルから足を離すと一定時間ブレーキがか
かった状態を保ちます。

ヒルスタートアシスタンスの故障

ヒルスタートアシスタンスに異常が発生
した場合に点灯します。当社指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

ヒルスタートアシスタンス
ヒルスタートアシスタンスは坂道発進を
補助するための機能で、ブレーキペダル
から足を離しても一定時間（ブレーキペ
ダルからアクセルペダルまで足を移動す
る間）ブレーキがかかった状態を維持し
ます。

この機能は以下の条件がすべてそろった
ときに作動します。
・	 坂道で車が完全に停止してブレーキペ

ダルが踏まれている。
・	 運転席ドアが閉まっている。
・	 坂道の勾配が適正である。

ヒルスタートアシスタンス作動中は、
車から出ないでください。やむをえず
エンジンをかけたまま駐車して車を離
れるときは、パーキングブレーキをか
け、インストルメントパネルのブレー
キ警告灯が点灯していることを確認し
てください。

●登り坂で前方へ発進するとき
シフトレバーがDまたはMのとき、ブレー
キペダルから足を放すと一定時間ブレー
キがかかった状態を保ちます。

ヒルスタートアシスタンスの機能を解
除することはできません。
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故障表示一覧

エレクトリックパーキングブレーキ故障警告灯が点灯し、つぎのいずれかが表示されたときは、車を安全な場所に停車し、直ちに当社
指定サービス工場にご連絡ください。

故障表示 影響／対処方法

・	 バッテリー上がり ・	 バッテリー警告灯が点灯したときは、直ちに安全な場所に停車してください。必要に応
じて輪止めをしてください。

・	 エンジンを停止する前にエレクトリックパーキングブレーキをかけてください。

・	“Parking brake fault   
（パーキングブレーキ故障）”表示

・	 以下が点灯

・	 オートマチックエレクトリックパーキングブレーキ機能は作動しません。
・	 ヒルスタートアシスタンスは使用できません。
・	 エレクトリックパーキングブレーキは手動操作のみ可能です。

・	“Parking brake fault   
（パーキングブレーキ故障）”表示

・	 以下が点灯

・	 ブレーキペダルを踏むことによりエレクトリックパーキングブレーキを手動で解除するこ
とができます。

・	 ヒルスタートアシスタンスは使用できません。
・	 オートマチックまたは手動操作でエレクトリックパーキングブレーキをかけることができ

ます。



3-15

運転装置の使いかた

３

故障表示 影響／対処方法

・	“Parking brake fault   
（パーキングブレーキ故障）”表示

・	 以下が点灯

・	 場合により以下が点滅

・	 オートマチックエレクトリックパーキングブレーキ機能は作動しません。
・	 ヒルスタートアシスタンスは使用できません。
エレクトリックパーキングブレーキをかけるには、以下の操作をしてください。
1．車を停止してイグニッションをオフにします。
2．パーキングブレーキスイッチを少なくとも 5 秒以上引き続けて最大制動力をかけます。
3．イグニッションをオンにして、ブレーキ警告灯が点灯していることを確認します。
注意：
・	 パーキングブレーキが作動するまでに通常より少し時間がかかる場合があります。
・	 イグニッションをオンにしたとき、ブレーキ警告灯が点滅する、または消灯したままのと

きは、当社指定サービス工場で点検を受けてください。車は平らな場所に駐車してくだ
さい。

エレクトリックパーキングブレーキを解除するには、以下の操作をしてください。
1．イグニッションをオンにします。
2．パーキングブレーキスイッチを約 3 秒間引き上げてから離してください。

・	“ Parking brake fault 	  
（パーキングブレーキ故障）”表示

・	 以下が点灯

・	 場合により以下が点滅

・	 エンジン停止時の自動締結およびアクセルを踏んだときの自動解除のみ作動します。
・	 エレクトリックパーキングブレーキの手動締結／解除ができません。
・	 非常ブレーキは作動しません。
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ESC(エレクトロニックスタ
ビリティコントロール)
ESCは急なハンドル操作や急ブレーキ
時および滑りやすい路面の走行時など
に、次の機能を総合的に制御して運転を
補助し車両の安定性を高めます。
・	 ABS（アンチロックブレーキシステム）
・	 EBFD（電子式制動力制御装置）
・	 EBA（ブレーキアシスト）
・	 ASR（トラクションコントロール）

ABS（アンチロックブレーキシステム）
電子式制動力制御装置（EBFD）を備え
たABSシステムは、ホイールがロックし
そうになるとABSが作動して、滑りやす
い路面での操縦安定性を向上させます。

EBA（ブレーキアシスト）
ブレーキアシストシステムは、急ブレー
キ時のペダルの動きに応じて作動し、ブ
レーキの効きを最大限に高めて停止距離
を短縮する装置です。

ASR（トラクションコントロール）
急加速時のホイールスピンを防止して、
車の走行安定性を向上させる機能です。

SNOW MOTIONシステム
SNOW MOTIONシステムは、深い新雪
や圧雪路面を走行中にASRシステムよ
り優先的に作動し、路面状況に合わせて
トラクションを制御することで雪道での
走行安定性を向上させます。

●イグニッションをオンにしたまま、
ホイールやタイヤ交換などの作業
を行い、シャフトを回転させると、
メモリーに故障情報が入力されて
ABS警告灯が点灯する場合があり
ます。当社指定サービス工場にご相
談ください。

●ABSや EBA が作動するとブレー
キペダルが振動することがあります
が、正常な作動であって故障ではあ
りません。そのままブレーキペダル
を強く踏み続けてください。

●凍結した路面や砂地などのオフロー
ドを走行するときは、ESCシステ
ムを解除してください。

システムの異常
警告音とともにこの警告灯が点
灯し、メッセージが表示された
ときはABSの機能に異常があ

ります。ブレーキをかけたときに車のコ
ントロールを失う可能性があります。直
ちに停車して当社指定サービス工場にご
連絡ください。

警告音とともにこの警告灯と
STOP警告灯が点灯し、さらに
メッセージが表示されたときは

ブレーキシステムに異常があります。直
ちに停車して当社指定サービス工場にご
連絡ください。

ABSやEBAは、どのような状況下でも
制動距離を短くする装置ではありません。
路面の摩擦によっては、かえって制動距
離が伸びることがありますので、滑りや
すい路面では慎重に運転してください。
この装置は、正しい仕様のタイヤを適
正な状態で使用したときに効果を発揮
します。
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ESCシステムの作動

エンジンを始動すると、ESCシステムは
自動的に作動可能状態になります。車両
の走行安定性に問題が生じたときは、シ
ステムが作動して車両を制御します。

ESC 警告灯（インストルメントパネル）
ESCシステムが作動すると、こ
の警告灯が点滅して運転者に注
意を促します。

ESCシステムの解除

雪道や泥道で動けなくなったと
きなどに、ある程度ホイールス
ピンをさせてタイヤの接地力を

回復させる必要が発生します。このよう
なときに、手動でESCシステムの解除が
できます。

ステアリングホイール横のESC OFFボタ
ンを押すとインジケーターランプが点灯し
て、ESCシステムは作動しなくなります。

ESCシステムの復帰

解除したシステムは、次の状態
で自動的に復帰します。
・ イグニッションをオフにする。
・ 時速 50km 以上で走行する。

手動で復帰させるときは、もう一度ESC 
OFFボタンを押します。

ESCシステムの異常
システムに異常が発生したとき
は、警告音が鳴り、警告灯が点
灯するとともにメッセージが表

示されます。当社指定サービス工場でシ
ステムの点検を受けてください。

●	ESCシステムは、通常の運転状況下において安全性を向上させるもので、オーバースピードや危険な運転を補正する装置ではありません。急カー
ブや滑りやすい路面では、従来と同じく慎重に運転してください。この装置は、タイヤやホイール、ブレーキ部品、電子部品などの仕様が正し
く、かつ当社指定サービス工場で適正な整備や修理を受けた状態で使用したときに効果を発揮します。事故の後や大きな衝撃を受けたときは、
当社指定サービス工場でシステムの点検を受けてください。

●	この装置は、正しい仕様のタイヤを適正な状態で使用したときに効果を発揮します。
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SCR（選択式還元触媒）シ
ステム（ディーゼル車）
DS 5 は SCR（選択式還元触媒）シス
テムと FAP（ディーゼルパティキュレー
トフィルター）を採用しています。
SCR は、AdBlue® を使用することで、
排気ガス中の窒素酸化物を低減します。

●●AdBlue®の残量がなくなるとエ
ンジンを始動できなくなります。
AdBlue®の補充は早めに行ってく
ださい。AdBlue®の補充は、当社
指定サービス工場にお申し付けくだ
さい。
●●SCRに異常が発生したまま走行を
続けるとエンジンを始動できなくな
ります。当社指定サービス工場でシ
ステムの点検を受けてください。

走行可能距離の表示

AdBlue® の残量がなくなるとエンジン
を始動できなくなります。
イグニッションをオンにすると、エンジ
ンを始動できなくなるまでの走行可能距
離を表示します。

走行可能距離は、インストルメントパネ
ルのボタンを押しても表示させることが
できます。

走行可能距離が2400km以上の場合
イグニッションをオンにしてもインストル
メントパネルに走行可能距離は表示され
ません。

インストルメントパネルのボタンを押す
と走行可能距離を表示させることがで
きます。
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走行可能距離が 600km以内の場合

　 　

イグ ニッ ション を オ ン に す る と、 警
告 音 が 鳴り、UREA 警 告 灯が点 滅し、
SERVICE 警告灯が点灯するとともに、
メッセージが表示されます。

●●AdBlue®の補充をしないと、走行
中は、30 秒毎にメッセージが表示
されます。
●●AdBlue®の残量がなくなるとエ
ンジンを始動できなくなります。･
すみやかに当社指定サービス工場で
AdBlue®の補充をしてください。

走行可能距離が600kmから2400km
の場合

イグニッションをオンにすると、警告音
が鳴り、UREA警告灯が点灯するととも
にメッセージが表示されます。

AdBlue®の補充をしないと、走行中
は、300km毎にメッセージが表示さ
れます。

AdBlue®の残量がなくなった場合

　 　

イグ ニッ ション を オ ン に す る と、 警
告 音 が 鳴り、UREA 警 告 灯が点 滅し、
SERVICE 警告灯が点灯するとともに、
メッセージが表示されます。

AdBlue®の残量がなくなったため、エ
ンジンを始動できません。直ちに当社指
定サービス工場で AdBlue®の補充をし
てください。
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SCRシステムの異常

SCR システムに異常が発生したら、次
のような警告が表示されます。
警告が続けて表示される場合は、直ちに
当社指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。
そのまま走行を続けると、約 1100km
走行した後は、エンジンを停止すると、
再始動できなくなります。

SCRシステムに異常がある場合

SCR シ ス テム に 異 常 が 発 生 し た 場
合 は、警 告 音 が 鳴り、UREA 警 告 灯、
SERVICE 警告灯および自動診断警告
灯が点灯するとともに、メッセージが表
示されます。

一時的に警告が表示されることがあり
ますが、その後、警告灯が消灯すれ
ば SCRシステムの異常は解消されて
います。
SCRシステムの異常が解消されない
場合は、エンジンを始動するたびに警
告が表示されます。
当社指定サービス工場でシステムの点
検を受けてください。

SCRシステムの異常により、走行可能
距離が1100km以内になった場合

SCR シス テム に 異 常 が 発 生した 後、
そ の ま ま 約 50km 走 行 す る と、 警
告 音 が 鳴り、UREA 警 告 灯が点 滅し、
SERVICE 警告灯および自動診断警告
灯が点灯するとともに、メッセージが表
示されます。
この警告が表示されると、走行可能距離
は約 1100km 以内です。
そのまま走行を続けると、約 1100km
走行した後は、エンジンを停止すると、
再始動できなくなります。直ちに当社指
定サービス工場でシステムの点検を受け
てください。

SCRシステムの異常が解消されない
場合は、走行中は、30 秒毎にメッセー
ジが表示されます。
また、エンジンを始動するたびに警告
が表示されます。
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SCRシステムの異常によりエンジンを始
動できなくなった場合

イグ ニッ ション を オ ン に す る と、 警
告 音 が 鳴り、UREA 警 告 灯が点 滅し、
SERVICE 警告灯および自動診断警告
灯が点灯するとともに、メッセージが表
示されます。
SCR システムの異常によりエンジンを
始動できません。直ちに当社指定サービ
ス工場でシステムの点検を受けてくださ
い。

FAP（ディーゼルパティキュ
レートフィルター）（ディーゼ
ル車）
FAP（ディーゼルパティキュレートフィル
ター）は排気ガス中に含まれるススを捕
集し、燃焼（再生）処理します。
捕集したススが一定量堆積し、警告が表
示されると、60km/h 以上の速度で走
行し、堆積したススを燃焼（再生）処理
することが必要です。

FAP の故障を防ぐため、次のことを
お守りください。
•	 ススが一定量堆積し、警告が表示
されたまま長時間走行しないでくだ
さい。

•	 指定以外の燃料を補給しないでく
ださい。

•	 指定以外のエンジンオイルを使用
しないでください。

ススの燃焼（再生）処理
FAP にススが一定量堆積する
と、SERVICE 警告灯が一時的
に点灯し、メッセージが表示さ

れます。
警告が表示されたら、道路状況を見て、
すみやかに 60km/h 以上で走行してく
ださい。ススの燃焼（再生）処理が行わ
れます。
燃 焼（ 再 生 ） 処 理 が 終 了 す る と、
SERVICE警告灯が消灯します。

●●60km/h以上の速度でしばらく走行
しても SERVICE警告灯が消灯し
ない場合は、当社指定サービス工場
で点検を受けてください。
●●ご購入いただいてから最初の燃焼（再
生）処理中は、焦げたようなにおい
がすることがありますが、異常では
ありません。
●●長時間の低速走行後やアイドリング
運転後の発進や加速時に、排気管か
ら白い煙（水蒸気）が出ることがあ
りますが、異常ではありません。
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ストップ＆スタート
ストップ＆スタートには交通渋滞や赤信
号などで停止しているときにエンジンを
止める停止モードと、発進するときにエ
ンジンをかけるスタートモードがありま
す。
エンジンの始動は瞬時で騒音もなく、都
市部での使用において燃費と排出ガスの
削減を可能にします。

●停止モードへの移行
シフトレバーをNにしたりブレーキペダ
ルを踏んで停止したときに停止モードに
移行します。

エンジンが停止すると、インス
トルメントパネルのECO警告灯
が点灯します。

タイ マー が 停 止 時 間 の 積 算
を 行 い ま す。 時 間 は、 イグ
ニッションをオンにするたび
に ゼ ロ にリセット さ れ ま す。 

エンジン停止時間の積算はドライブコン
ピューターに表示されます。

停止モードのまま給油しないでくださ
い。必ずSTART/STOPスイッチを押
してエンジンを停止してください。

●車庫入れなど、Rからギアを入れ替
えたときは、エンジンは数秒間停止
モードになりません。

●停止モードによって、ブレーキの効
きやパワーステアリングに影響が出
ることはありません。

停止モードにならないとき
以下のときは、エンジンは停止モードに
なりません。

・	 運転席のドアが開いているとき
・	 運転席のシートベルトが締められてい

ないとき
・	START/STOPスイッチを押してエ

ンジンを始動してから時速 10km を
超えていないとき

・	 坂道の勾配が急なとき
・	 エレクトリックパーキングブレーキが

作動しているとき、または操作したと
き

・	 エアコンが曇りとりモードのとき
・	 客室の温度を快適に保つためにエンジ

ンの運転が必要なとき
・	 充電その他エンジンの運転がシステム

上必要なとき

インストルメントパネルのECO
警告灯が数秒間点滅して消灯し
ますが、異常ではありません。
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●スタートモードへの移行
以下のいずれかのときにスタートモード
に移行します。

・	 ギアを DかMにしてブレーキペダル
を放したとき

・	 ギアが Nでブレーキペダルを放し、ギ
アを DかMに入れたとき

・	 ギアを Rに入れたとき

エンジンが始動すると、インス
トルメントパネルのECO警告灯
が消灯します。

自動的にスタートモードになるとき
以下のときは、運転者への注意喚起や
制動力の確保、バッテリー電圧の維持な
どのためにエンジンが自動的にスタート
モードになります。

・	 運転席のドアを開けたとき
・	 運転席のシートベルトを外したとき
・	 時速 1km を超えているとき
・	 エレクトリックパーキングブレーキを

操作したとき
・	 充電その他エンジンの運転がシステム

上必要なとき

インストルメントパネルのECO
警告灯が数秒間点滅して消灯し
ますが、異常ではありません。

●ストップ＆スタートの解除

ECO OFFスイッチを押すことにより、
いつでも作動を解除できます。インジ
ケーターが点灯し、メッセージが表示さ
れます。

停止モードのときに作動を解除する
と、ただちにエンジンが始動します。
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●ストップ＆スタートの再作動
再度ECO OFFスイッチを押すと、システ
ムが作動します。インジケーターが消灯
し、メッセージが表示されます。

START/STOPスイッチを押してエン
ジンを始動すると、システムは作動状
態になります。

ストップ＆スタートの故障

ECO OFFスイッチのインジケーターが
点滅したのち連続点灯したときは、シス
テムに故障が発生しています。当社指定
サービス工場で点検を受けてください。
停止モードのときに故障した場合は、警
告灯が点灯してエンジンが始動しませ
ん。
イグニッションをオフにしてエンジンを
始動してください。

点検時の注意点
エンジンルームでのどのような作業を行
うときも、あらかじめストップ＆スター
トの作動を解除しておいてください。エ
ンジンが急に始動して、思わぬ怪我をす
るおそれがあります。

また、このシステムではストップ＆スター
ト専用に設計されたバッテリーを使用し
ています。不適当なバッテリーの使用は
システムの故障につながります。バッテ
リーの交換は当社指定サービス工場に
ご相談ください。

ストップ&スタート車では一度 バッテ
リーの接続を外すと数時間は停止モード
になりませんが、これは異常ではありま
せん。

24v 12v
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レーンデパーチャーウォーニング

カメラが走行車線の車線マーカーを検知
し、車両が右方向へ車線を逸脱したと
判断したときは運転席のシートクッショ
ンの右側が振動し、車両が左方向へ車
線を逸脱したと判断したときは運転席の
シートクッションの左側が振動し、ドラ
イバーに注意を促します。
システムは時速80km以上で走行中に作
動します。

以下の場合は作動しません。
•	 方向指示器が作動しているとき
•	 方向指示器を解除した後約 20 秒間

レーンデパーチャーウォーニングの
作動／解除

ステアリングホイール横のレー
ンデパーチャーウォーニングオ
ン／オフスイッチを押すとインジ

ケーターランプが点灯して、レーンデパー
チャーウォーニングが作動します。もう一
度レーンデパーチャーウォーニングオン
／オフスイッチを押すとスイッチのインジ
ケーターが消灯して、レーンデパーチャー
ウォーニングが解除されます。

システムは前方不注意や雨、霧などの
視界不良を補助するものではありませ
ん。前方に注意し安全運転に努めて走
行してください。安全の確保は運転者
の義務です。

以下のような場合は、システムが正常に
作動しないことがあります。
•	 車線マーカーが不明瞭な場合
•	 雨天や降雪時などの悪天候の場合
•	 太陽光などの強い光が当たっている場

合
•	 トンネルの出入り口など、明るさに急

な変化があった場合
•	 影などで暗い場所
•	 フロントウィンドウが汚れている場合

●システムの異常
システム異常がある場合、レー
ンデパーチャーウォーニングオ
ン／オフスイッチのインジケー

ターが点滅します。当社指定サービス工
場で点検を受けてください。
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ヘッドアップディスプレイ*

運転者が前方を見ながら計器を確認で
きるように、ディスプレイにいろいろな
情報を表示します。
エンジンがかかっているときに操作する
ことができます。

1．	オン／オフスイッチ
2．	ディスプレイ角度調整スイッチ
3．	照度調整スイッチ

表示パネル

ディスプレイ作動時は、以下の情報が表
示されます。
A．	スピードメーター
B．	クルーズコントロール／スピードリ

ミッター表示

* 仕様により異なります。
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ディスプレイの作動

エンジンがかかっているときにスイッチ
①を操作すると、ディスプレイを起動／
格納できます。
ディスプレイは、イグニッションをオフに
して3秒経過すると、自動的に格納され
ます。

ディスプレイ角度調整
エンジンがかかっているときにスイッチ
②（扌＝上、➡＝下）を操作します。見やす
い状態になるよう、ディスプレイの角度
を調整できます。

照度調整

エンジンがかかっているときにスイッチ
③（太陽＝明、月＝暗）を操作します。ディ
スプレイの明るさを調整できます。

イグニッションをオフにしたときのディ
スプレイの状態は、次回にイグニッショ
ンをオンするときまで残ります。

ディスプレイは停車中に操作してくだ
さい。

●ダッシュボード上のディスプレイ付近
に物を置いたり、ディスプレイ出入
口を覆ったりしないでください。ディ
スプレイ作動時の妨げになります。

●気象条件（雨、雪、光など）によっ
ては、ディスプレイが見づらかった
り、一時的に影響を受ける場合があ
ります。

●お使いのメガネ（サングラス、偏光
レンズなど）によっては、ディスプ
レイの表示が読み取りづらい場合が
あります。

●お手入れするときは、硬い布、表面
が粗い布、洗剤などは使用しないで
ください。ディスプレイが破損した
り、反射防止のコーティングが傷付
いたりするおそれがあります。

	 メガネ拭きのようなやわらかい布を
使用してください。
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クルーズコントロール／	
スピードリミッター
クルーズコントロールは、ドライバーに
よって時速40km以上で設定された速
度を、アクセルペダルを踏まなくても道
路の状態にかかわりなく常に一定に保っ
て走行する機能です。
シフトレバーがD、またはMの場合は2速
以上の位置にあるときに有効になります。

スピードリミッターは、あらかじめドライ
バーが設定した速度（最低時速30km以
上）を越えて走行しないようにする機能
です。設定速度以上にアクセルペダルを
踏み込んでも加速しません。

クルーズコントロール

クルーズコントロールは、ステアリング
左側のスイッチを使用して設定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：速度設定／設定速度の減少
③：速度設定／設定速度の増加
④：システムのオン／オフ
⑤：登録されている速度の呼び出し

表示パネル

クルーズコントロールの情報は、インス
トルメントパネル内のディスプレイおよ
びヘッドアップディスプレイ*に表示され
ます。
⑥：クルーズコントロールオン／オフ状

況表示
⑦：クルーズコントロールモード選択 

表示
⑧：設定スピード表示
⑨：設定スピード登録

* 仕様により異なります。
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クルーズコントロールの設定

ステアリングコラムのスピードリミッター／
クルーズコントロール切り替えスイッチ①
をCRUISE側に回すと、クルーズコント
ロール機能が使用可能になりますが、速
度は設定されていません。0またはLIMIT
の位置に回すとオフになります。

走行速度の設定

希望する速度（時速40km以上）で走行
中にスイッチ②か③を押すと、その速度
が記憶されて自動的にその速度を維持し
て走行します。

クルーズコントロールを過信せず、走
行速度には十分注意してください。

クルーズコントロールを使用中でも、
アクセルペダルを踏んで加速すること
ができます。その際、速度の表示が点
滅します。アクセルペダルから足を離
すと元の速度で走行します。
急な下り坂など、アクセルペダルを踏
まなくても設定の速度を超えてしまう
場合にも速度表示が点滅します。
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設定速度の変更
定速走行中に、スイッチ②を押すと設定
速度が減少し、スイッチ③を押すと増加
します。短く押すと1km／hずつ、押し
続けると5km／hステップで速度が変化
します。
またはアクセルペダルを踏んで加速した
後にスイッチ②か③を押すと、あらため
てその速度にセットされます。

設定速度の解除

スイッチ④を押すか、ブレーキペダルを
踏むと、クルーズコントロールが解除さ
れます。また、最低速度や使用ギアの範
囲を超えたとき、ESCが作動したときに
も解除されます。
解除後、再度スイッチ④を押すと最後の
設定速度に戻ります。

設定速度の消去
イグニッションをオフにしたり、スピード
リミッター／クルーズコントロール切り替
えスイッチを0にすると設定速度の記憶
が消去されます。

システムの異常

速度表示が消えて−が数秒間点滅してい
るときは、システムに異常があります。
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

●スイッチ②または③を押し続けて速
度を変更する時、急加速または急
減速することがありますので十分注
意してください。

●とっさのときでもすぐに操作できる
よう、定速走行中でもアクセルペダ
ルやブレーキペダルの近くに足を置
いてください。

●交通量が多い道路や滑りやすい路
面では、クルーズコントロールを使
用しないでください。思わぬ事故を
起こすおそれがあります。

●クルーズコントロールシステムを作
動させている場合においても、適切
な車間距離を保って走行してくださ
い。前を走行している車両との車間
距離を適切に保つのは、運転者の
義務です。

●クルーズコントロールシステムを使
用しない場合には、クルーズコント
ロール機能をオフにしてください。
誤ってシステムが働いてしまうのを
防止します。

●道路状況や交通状況に応じた車速
を設定してください。誤った速度
設定は事故につながる恐れがあり･
ます。

* 仕様により異なります。
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スピードリミッター

スピードリミッターは、ステアリング左
側のスイッチを使用して設定します。
①：スピードリミッター／クルーズコン

トロール切り替えスイッチ
②：設定速度の減少
③：設定速度の増加
④：システムのオン／オフ
⑤：登録されている速度の呼び出し

表示パネル

スピードリミッターの情報は、インストル
メントパネル内のディスプレイおよびヘッ
ドアップディスプレイ*に表示されます。
⑥：スピードリミッターオン／オフ状況 

表示
⑦：スピードリミッターモード選択表示
⑧：設定スピード表示
⑨：設定スピード登録

スピードリミッターの設定

ステアリングコラムのスピードリミッ
ター／クルーズコントロール切り替えス
イッチ①をLIMIT側に回すと、スピード
リミッター機能が使用可能になり、設定
速度が表示されます。
イグニッションをオフにしたり、スピー
ドリミッター／クルーズコントロール切
り替えスイッチを0またはCRUISEにす
るとシステムはオフになりますが、設定
速度の記憶は残ります。
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最高速度の設定

スイッチ②か③を押して、希望する速度
を設定します。スイッチ②を押すと設定
速度が減少し、スイッチ③を押すと増加
します。
短く押すと1km／hずつ、押し続けると
5km／hステップで速度が変化します。

スピードリミッターの作動

スイッチ④を押すと、設定速度がディス
プレイに表示されてスピードリミッター
が作動します。アクセルペダルを踏み込
んでもその速度以上では走行しません。
再度スイッチ④を押すと、解除されます。

スピードリミッターを過信せず、走行
速度には十分注意してください。

スピードリミッターが作動中でも、ア
クセルペダルをいっぱいに踏みこむこ
とで一時的に加速することができま
す。その際、速度の表示が点滅します。
アクセルペダルから足を離すと元の速
度で走行します。
急な下り坂など、アクセルペダルを踏
まなくても設定速度を超えてしまう場
合にも速度の表示が点滅します。

システムの異常

速度表示が消えて−が数秒間点滅してい
るときは、システムに異常があります。
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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●設定速度の登録
クルーズコントロールおよびスピードリ
ミッターの設定速度を5件まで登録する
ことができます。

登録

登録はマルチファンクションディスプレイ
のVehicle parametersメニューで行い
ます。

操作方法は、5-8ページの「マルチファ
ンクションディスプレイ」を参照してくだ
さい。

●走行中は登録の操作をすることがで
きません。
●初期設定として、あらかじめいくつ
かの速度が登録されています。

呼び出し

1．ボタン MEMを押すと、登録した速
度のリストが表示されます。

2．ボタン＋またはボタン－を押すと、
登録されている中で走行速度に一番
近い速度が表示されます。

3．再度ボタン＋またはボタン－を押し
続けると、別の登録されている速度
を選択することができます。

設定速度およびクルーズコントロール／
スピードリミッターの作動状況はインス
トルメントパネルに表示されます。
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パーキングアシスタンス

フロント／リアバンパーに埋め込まれた
センサーが障害物（歩行者、車、立木、
門など）を検知します。

システムは、エンジン回転中にシフトレ
バーをRに入れると作動します。

障害物に接近すると警告音の頻度が上
がり、およそ30cm以内に接近すると連
続した警告音に変わり、危険を表すアイ
コンが表示されます。
システムは、シフトバーをR以外に入れる
と解除になります。

●パーキングアシスタンスの強制
解除

ダッシュボード上のスイッチを押すことで、
このシステムは機能しなくなります。
再度スイッチを押すと、再び作動しはじめ
ます。

●システムの異常
この機能に異常があると、
シフトレバーをRに入れると

短い警告音とともにインストルメントパ
ネル上に警告灯が表示されます。また、
メッセージが表示されます。
当社指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。
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障害物の形状によってはセンサーが検
知できないことがあります。システム
を過信せず、目視で障害物の有無を
確認してください。

●フロント／リアバンパーのセンサー
が、泥や雪などで覆われていると障
害物の検知ができません。
●フロント／リアバンパーの真下付近
は検知しません。
●けん引するときや自転車用リアキャ
リアを装着しているときは、システ
ムを停止する必要があります。

●走行中に、車、トラック、ドリルな
どの騒音によって警告音が鳴ること
があります。
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ステアリング／ホーン

●チルトステアリング
ロックレバーを手前に引くと、チルトステ
アリングのロックが解除されます。
ステアリングホイールの高さや奥行きを
調整し、ロックレバーを押し下げてロッ
クしてください。ステアリングがしっか
り固定されていることを確かめてくださ
い。

チルトステアリングの調整は、車を停
止して行ってください。

シート位置を調整してからステアリン
グ位置を調整してください。

ステアリングロック
ステアリングロックは電動式です。盗難
防止のために、エンジンを止めるとステ
アリングがロックされて動かなくなりま
す。手動でロック解除を補助する必要が
ある場合は、メッセージが表示されます。
その場合は、ステアリングをわずかに回
しながらSTART/STOPスイッチを押し
ます。

走行中はSTART/STOPスイッチを押
さないでください。走行中にSTART/
STOPスイッチを押し続けるとエンジ
ンが停止して、ブレーキ倍力装置が作
動せず、事故を起こすおそれがありま
す。

●ホーン
ステアリングの中央を押してください。

ホーンを使用する際には、節度を守り、
差し迫った危険を感じるなどの緊急の
場合に使用してください。
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第4章　メーター・ライト・ワイパー
　　　　装置の使いかた
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

インストルメントパネル

メーター

1．	タコメーター

2．	�燃料計

3．	冷却水温度計

4．	�スピードメーター

5．	�クルーズコントロール表示	  
スピードリミッター表示

6．	�シフトポジション

7．	 ドライブコンピューター	 
警告メッセージ	  
機能設定状況

	 走行可能距離（ディーゼル車）

8．	デジタルスピードメーター

スイッチ

A．	�インストルメントパネル照度調整

B．	�サービスインジケーター表示
	 走行可能距離表示（ディーゼル車）
	 警告メッセージ履歴表示

スイッチBは、長押しするとサービス
インジケーターおよびトリップメー
ターのリセットボタンとして働きます。

スピードメーターの速度の単位は必ず
km/h表示を使用してください。
誤ってmph表示（マイル）にすると、
正確な速度を認識できず、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

表示灯類
表示灯は、作動状態を表示するものと機能停止を表示するものがあります。
いくつかの表示灯は、点灯状態と点滅状態で異なる意味を表すものがあります。また、ひとつの表示灯で通常の作動状態を表示してい
る場合と、故障を表している場合とがあります。

例：パーキングブレーキがかかっている／ブレーキシステムに異常がある。

作動状態を表示する表示灯

表示灯 状態 意味 対処方法

左方向	
ウインカー

点滅／ブザー
ライトスイッチレバーが下に動か
されています。

ライトスイッチレバーを水平にすると消灯します。

右方向	
ウインカー

点滅／ブザー
ライトスイッチレバーが上に動か
されています。

同上

ハザードランプ 点滅／ブザー
ハザードランプスイッチを押しま
した。

ハザードランプスイッチを再度押すと消灯します。

ポジション	
ランプ

点灯
ライトスイッチがポジションラン
プの位置にあります。

ライトスイッチレバーを0にすると消灯します。

ロービーム 点灯

ライトスイッチがロービームの位
置にあります。
ライトスイッチがAUTOの位置
にあります。（周囲の明るさに応
じて点灯）

同上

ハイビーム 点灯
ライトスイッチレバーが手前に引
かれています。

ライトスイッチレバーを再度手前に引くとロービームに戻
ります。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

表示灯 状態 意味 対処方法

インテリジェント
ハイビーム

点灯
ライトスイッチレバーが手前に引
かれていて、インテリジェントハイ
ビームスイッチが押されています。

インテリジェントハイビーム機能が有効になっています。
無効にするには、スイッチをもう一度押します。

フロント	
フォグランプ

点灯
ライトスイッチレバーのリングを
前方へ回しました。

ライトスイッチレバーのリングを後方へ回すと消灯し･
ます。

リア	
フォグランプ

点灯
ライトスイッチレバーのリングを
2回前方へ回しました。

ライトスイッチレバーのリングを後方へ回すと消灯し･
ます。

予熱表示灯
（ディーゼル車）

点灯
START/STOPスイッチを押し
ました。

予熱表示灯が消灯したら、ブレーキペダルを踏んでいる
ときにエンジンが始動します。
予熱表示灯の点灯時間は、気温によって変化します（最
長約30秒）。
エンジンがかからないときは、イグニッションをオフにし、
再度エンジン始動の操作を行い、予熱表示灯が消灯す
るのを待ってください。

エレクトリック
パーキング	
ブレーキ

点灯
エレクトリックパーキングブレー
キがかかっています。

アクセルペダルを踏むと、エレクトリックパーキングブ
レーキが自動的に解除されます。

ブレーキペダルを踏んだまま、パーキングブレーキス･
イッチを引いてエレクトリックパーキングブレーキを解除
してください。
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メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

表示灯 状態 意味 対処方法

オートマチック	
エレクトリック
パーキング	
ブレーキ

点灯
オートマチックエレクトリック
パーキング機能に異常が発生し
ています。

当社指定サービス工場にご連絡ください。

ストップ＆	
スタート

点灯
赤信号などで停止したときに、
ストップ＆スタートによってエン
ジンが停止しています。

発進時には警告灯が消灯し、自動的にエンジンがかかり
ます。

数秒間点滅して
消灯

停止モードが一時的に使用不可、
または自動的にスタートモード
になりました。

詳細は「ストップ＆スタート」項を参照してください。
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機能停止を表示する表示灯

表示灯 状態 意味 対処方法

オートワイパー 点灯
ワイパーレバーが下に押し下げら
れています。

オートワイパー機能が有効になっています。
無効にするには、レバーをもう一度押し下げるか、また
は上に押し戻します。

助手席エアバッグ

点灯･
（シートベルト着
用／非着用警告
ディスプレイ）

助手席エアバッグキャンセルス
イッチがONの位置にあります。
助手席エアバッグは作動可能で
す。チャイルドシートを進行方向
に対して後ろ向きに取り付けな
いでください。

チャイルドシートを進行方向に対して後ろ向きに取り付
けたときは、必ず助手席エアバッグキャンセルスイッチを
OFFにします。助手席エアバッグは作動しません。

助手席	
エアバッグ

点灯･
（シートベルト着
用／非着用警告
ディスプレイ）

助手席エアバッグキャンセルス
イッチがOFF位置にあります。
助手席エアバッグは作動しま･
せん。

助手席エアバッグを作動するようにしたいときは、ON位
置にしてください。この場合、チャイルドシートを後ろ向
きに取り付けないでください。

仕様により、以下の表示灯が装備されています。

表示灯 状態 意味 対処方法

ESC/ASR 点灯
ESC/ASRシステムが解除され
ています。

ESC キャンセルスイッチを使用して解除したシステム
は、次の状態で自動的に復帰します。
・イグニッションをオフにする
・時速50km以上で走行する
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４

警告灯類
イグニッションがオンになると、警告灯類が数秒間点灯します。エンジンが始動するとそれらの警告灯は消えます。
いずれかの警告灯が、車が動き出す前まで点灯していたり、走行中に点灯または点滅したときは、関連する情報を参照してください。
いくつかの警告灯は、点灯状態と点滅状態で異なる意味を表すものがあります。また、ひとつの警告灯で通常の作動状態を表示してい
る場合と、故障を表している場合とがあります。

例：パーキングブレーキがかかっている／ブレーキシステムに異常がある。
また、警告音やメッセージ表示とともに点灯するものがあります。

例：パーキングブレーキがかかっている／ブレーキシステムに異常がある。
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警告灯 状態 意味 対処方法

STOP
点灯／警告音／
メッセージ

ブレーキ、パワーステアリング、
エンジン油圧、冷却水温に異常
が発生しています。

直ちに車を安全で平らな場所に停止させ、エンジ
ンを止め、当社指定サービス工場へご連絡くだ
さい。

SERVICE

点灯･
（一時的）

軽微な不良が発生しているおそ
れがあります。

表示されたメッセージと連動しています。
・ドア、テールゲート、ボンネットの開閉状況
・	FAP（ディーゼルパティキュレートフィルター）
にススが一定量堆積した（ディーゼル車）

・エンジンオイル油量
・リモコンの電池切れ　など
解決しない場合は、直ちに当社指定サービス工
場へご連絡ください。

点灯
重大な不良が発生しているおそ
れがあります。

表示されたメッセージと連動しています。
直ちに当社指定サービス工場へご連絡ください。

SERVICE
（ディーゼル車）

点灯（サービスイ
ンジケーターのス
パナマークが点滅
し、その後点灯）

定期点検整備時期を経過してい
ます。

直ちに当社指定サービス工場で定期点検整備を
受けてください。

エレクトリック
パーキング	
ブレーキ

点滅
エレクトリックパーキングブレー
キが自動作動せず、異常が発生
しています。

直ちに安全で水平な場所に車を停止させ、当社
指定サービス工場にご連絡ください。
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警告灯 状態 意味 対処方法

エレクトリック
パーキング	
ブレーキ故障

点灯
エレクトリックパーキングブレー
キに故障が発生しています。

オートマチックエレクトリックパーキング機能は使
用できません。
直ちに停車させ、当社指定サービス工場にご連絡
ください。パーキングブレーキは手動操作のみ可能
です。

オートマチック	
エレクトリック
パーキング	
ブレーキ

点灯
オートマチックエレクトリック
パーキングブレーキ機能に異常
が発生しています。

エレクトリックパーキングブレーキが自動作動し
ない場合は、当社指定サービス工場にご連絡く
ださい。

ブレーキ

点灯
ブレーキ液量が大幅に低下して
います。

直ちに安全な場所に車を停止させ、当社推奨の
ブレーキ液を補給してください。
問題が解消されない場合は、当社指定サービス
工場で点検を受けてください。

 点灯
電子式制動力制御装置（EBFD）
に異常が発生しています。

直ちに安全な場所に車を停止させ、当社指定サー
ビス工場で点検を受けてください。



4-10

メーター・ライト・ワイパー装置の使いかた

４

警告灯 状態 意味 対処方法

ESC/ASR
点滅

ESC/ASRシステムが作動中で
す。

システムは正常です。
安定した走行に戻ると消灯します。

点灯
ESC/ASRシステムに異常が発
生しています。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

自動診断

点灯
排気ガス浄化システムに異常が
発生しています。

エンジンを始動しても警告灯が消えない場合は、
直ちに当社指定サービス工場にご連絡ください。

点滅
エンジン制御システムに異常が
発生しています。

触媒コンバーターが損傷するおそれがあります。
当社指定サービス工場で点検を受けてください。

燃料残量
点滅･

(目盛の最後･
2つが点滅)

燃料の残量が約6リットル以下
になりました。

早めに燃料を補給してください。（「MEMO」を
参照）
燃料タンクの容量は約60リットルです。

シートベルト

点灯
（時速20km･

未満）
・前席の乗員がシートベルトを
着用していません
・前席および後席の乗員が着用
していたシートベルトをはずし
ました。

ベルトを引き出しバックルに差し込んでください。
警告はシートベルトを着用するまで続きます。点滅／･

警告音
（時速20km･

以上）
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警告灯 状態 意味 対処方法

エアバッグ

点灯･
（一時的）

システムの点検中です。
（数秒間点灯した後に消灯）

エンジンを始動すると消灯します。
警告灯が消えない場合は、当社指定サービス工
場にご連絡ください。

点灯
エアバッグまたはシートベルトプ
リテンションシステムに異常が
発生しています。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

ディレクショナル
ヘッドライト

点滅
ディレクショナルヘッドライトに
異常が発生しています。

当社指定サービス工場で点検を受けてください。

UREA
（ディーゼル車）

点灯／警告音／
メッセージ

AdBlue®の残量が少なくなって
います。
走行可能距離は600kmから
2400kmです。

早めに当社指定サービス工場でAdBlue®の補充
をしてください。

点滅／警告音／･
メッセージ

（SERVICE警告
灯も点灯）

AdBlue®の残量がわずかになっ
ています。
走行可能距離は600km以内で
す。

すみやかに当社指定サービス工場でAdBlue®の
補充をしてください。

AdBlue®の残量がなくなりまし
た。
エンジンを始動できません。

直ちに当社指定サービス工場でAdBlue®の補充
をしてください。
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警告灯 状態 意味 対処方法

SCRシステム
（ディーゼル車）

点灯／警告音／
メッセージ

（SERVICE警告
灯と自動診断警
告灯も点灯）

SCRシステムに異常が発生して
います。

一時的に警告が表示されることがありますが、そ
の後、警告灯が消灯すればSCRシステムの異常
は解消されています。
SCRシステムの異常が解消されない場合は、エ
ンジンを始動するたびに警告が表示されます。
当社指定サービス工場でシステムの点検を受けて
ください。

点滅／警告音／
メッセージ

（SERVICE警告
灯と自動診断警
告灯も点灯）

SCRシステムに異常が発生して
います。
走行可能距離は1100km以内
です。

直ちに当社指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。

SCRシステムの異常によりエン
ジンを始動できません。

直ちに当社指定サービス工場でシステムの点検
を受けてください。
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● STOP 警告灯と連動して警告灯が表示されたときは直ちに車を停止させてください。
●警告灯が表示される故障は、深刻なケガや車両へのダメージを引き起こすおそれがあります。安全な場所に停車し点検してください･
（ 6-4 ページ参照）。

高速道路など自動車専用道路での燃料切れは、道路交通法違反になります。走行前に燃料が十分あることを確認してください。
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冷却水温度計

エンジン作動中の冷却水(クーラント)温
度を確認できます。
A：	冷却水温度は正常です。
B：	冷却水温度が高すぎます。警告音と

ともに、中央の STOP 警告灯が点
灯し、メッセージが表示されます。

冷却水温度計の針がゾーンBに達した場
合は、直ちに安全な場所に車を移動させ、
1分間アイドリングを行ってからエンジン
を停止してください。
その後は速やかに当社指定サービス工
場にご連絡ください。

エンジンを始動してから数分間経過す
ると、冷却水温度と冷却装置内の圧力
が上昇しますが、これは正常な状態です。

冷却水の補給が必要な場合は、以下の
手順を守ってください。

1.	 エンジンを停止し、冷却水が冷える
まで待ちます。

2.	 エンジンルームにある冷却水タンク
のキャップを 2 回回して緩め、圧力
を低下させます。

3.	 圧力が低下したらキャップを外しま
す。

4.	 タンクの「MAX」印まで冷却水を補
給します。

冷却装置内の圧力が低下する前に
キャップをはずすと、高温の冷却水が
噴出し火傷の原因になります。
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エンジン油量インジケーター
イグニッションをオンにすると、インスト
ルメントパネルに油量の状態が数秒間表
示されます。
油量は、車体が水平な場所にあってエン
ジン停止後30分以上経過しているとき
に正確に表示されます。

エンジンオイル量は正常です。

 オイルレベルゲージ

ゲージには2ヶ所のマーク
があります。

A：オイル量最大
	 これを超えないように

してください。

B：オイル量最少
	 AとBの間になるように

オイルを補充してくだ
さい。

エンジンオイル量が少なくなっています。

メッセージが表示されます。
エンジンオイルレベルゲージで正確な量
を確認し、少ないときは補充してください。
エンジンオイルが少ないまま使用すると、
エンジンが損傷するおそれがあります。

オイルレベルセンサーの故障

メッセージが表示されます。
車体を水平な場所に置き、エンジン停止
後30分以上経過してからエンジンオイ
ルレベルゲージで測定してください。油
量に問題がなければ、オイルレベルセン
サーが故障しているので、当社指定サー
ビス工場にご連絡ください。
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サービスインジケーター
サービスインジケーターは、お客様に次
回のメーカー推奨点検時期がいつ頃かを
お知らせするものです。

●作動
イグニッションをオンにした後の数秒間、
次回の点検までのおよその残りキロ数が
表示されます。
ただし、次回の点検まで3000km以上の
場合は、表示されません。

例1
次回の点検までおよそ2800kmである
ことを示しています。この表示は数秒間
表示されます。

その後は本来の機能に戻り、オドメー
ターとして機能します。

例 2
次回の点検まで900kmであることを示
しています。この表示は数秒間表示され
ます。

その後はオドメーターとして機能します
が、1000km以内の場合はスパナのマー
クは残ります。

●点検時期を経過した場合
イグニッションをオンにした後の数秒間、
スパナのマークが点滅し、点検時期経過
後のおよその走行キロ数がマイナス表示
されます。

ディーゼル車は、SERVICE警告
灯も点灯します。

例
点検時期を経過してからおよそ300km
走行したことを示しています。この表示
は数秒間表示されます。

その後はオドメーターとして機能します
が、スパナのマークは残ります。
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●点検時期のお知らせは、走行距離と
前回の点検時期から割り出されてい
ます。最後の点検から 2年を経過
した場合にもスパナマークが点灯し
ます。
●ディーゼル車は、エンジンオイルの
状態からも点検時期のお知らせを割
り出しています。･
運転の状況により、通常より早くスパ
ナマークが点灯する場合があります。

ゼロリセット

リセットは当社指定サービス工場にて点
検終了後に行いますが、お客様がご自分
でリセットする際には以下の方法で行い
ます。
1．	イグニッションをオフにします。
2．	インストルメントパネルのボタンを押

し続けます。
3．	イグニッションをオンにします。
4．	数字のカウントダウンが始まります。
5．	スパナのマークが消えて、 
Re-initialisation performed
が表示されます。

6．	リセットが完了。押していたリセット
ボタンを離します。

●当社指定サービス工場では、定期点
検が完了したときにサービスインジ
ケーターをリセットして、次の定期点
検時期をお知らせするようにしてい
ます。もし、サービスインジケーター
を継続してご使用になりたいときは、
車をお預けの際に当社指定サービス
工場の担当者にお伝えください。
●リセット直後にバッテリーをはずす
と、リセットが無効になります。ド
アを施錠して少なくとも 5分間待っ
てから、バッテリーをはずしてくだ
さい。
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インストルメントパネルの調整
（リセット、明るさ調整）

●オド／トリップメーター

オドメーターAは、以下の場合にも表示
されます。
・	 イグニッションをオフにしたとき
・	 運転席ドアを開けたとき
・	 ドアを施錠／解錠したとき
トリップメーターBをリセットするには、
000ボタンを数秒間押します。

距離の単位は必ずkm表示を使用して
ください。
設定はタッチスクリーンで行います。

●ブラックパネルモード

夜間走行時、不要な照明を消して最低限
のインストルメントパネルだけを点灯す
るブラックパネルモードがあります。こ
のモードを使用するには、ラジオのボタ
ンを押し続けてください。

警告やメッセージがあるときは、自動
的にブラックパネルモードが解除され
ます。

●インストルメントパネル照度調整

インストルメントパネルの明るさを調整
することができます。
ライトスイッチをオンにしてボタンを押し
続けると、明から暗へまたは暗から明へ
とインストルメントパネルの明るさが変
化します。ボタンを離すと、その明るさ
に設定されます。
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ライト類（ヘッドランプ、フォ
グランプ、方向指示器、ハザー
ドランプ）

ヘッドランプ

ライトスイッチ（リング）
ヘッドランプの操作は、レバーのリング
を回します。

すべてのランプが消灯します。

オートライトモード

ポジションランプおよびテール
ランプが点灯します。

ヘッドランプのロービーム／ハ
イビームが点灯します。

ロービーム／ハイビーム

ヘッドランプをハイビームに切り換える
ときは、スイッチレバーを手前に引きま
す。再度、手前に引くとロービームに切
り換わります。

パッシング
スイッチレバーを浅く手前に引くと、パッ
シングライトとして使用できます。

ポジションランプは、他の車からあな
たの車を確実に確認できるほどの充分
な明るさではありません。事故のおそ
れがありますので、周囲が暗いときや
視界が悪いときは、ヘッドランプを点
灯してください。
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オートライト

周囲が暗くなったりウィンドウワイパーを
連続して使用すると、自動的にポジショ
ンランプやヘッドランプが点灯します。
周囲が明るくなったりワイパーの使用を
やめると、自動的に消灯します。

作動
リングをAUTO位置に回します。
オートライトが選択されていることが表
示されます。

機能解除
リングをAUTO以外の位置に回します。

●昼間の霧や雪のときは、周囲が明る
いのでオートライトが作動しないこ
とがあります。
安全のため、手動でライトを点灯し
てください。

●バックミラーの裏側にある照度セン
サーを覆わないでください。オート
ライト機能が正常に作動しません。

照度センサーに異常が発生し
た場合は、自動的にヘッドラン

プが点灯するとともに、警告音とメッセー
ジで故障の発生を通知します。当社指定
サービス工場で点検を受けてください。

●イグニッションをオフにすると、す
べてのライトは消灯します。（フォ
ローミーホーム機能がオンのときを
除く）

	 その後に手動でライトスイッチをオ
ンにした場合は、前席ドアを開け
るとライト消し忘れブザーが鳴りま
す。ライトスイッチをオフにするとブ
ザーは止まります。

	 イグニッションがオフの状態でライ
トを点灯したままにすると、エコノ
ミーモードになり一定時間後に消灯
します。バッテリー残量により消灯
するまでの時間は異なります。 

●低温高湿度のとき、ヘッドランプや
テールランプのレンズ内側が曇る
ことがありますが異常ではありませ
ん。点灯して数分後になくなります。

* 仕様により異なります。
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インテリジェントハイビーム*

フロントウィンドウに備えられたカメラ
によって対向車を検知し、ヘッドランプ
のハイビームとロービームを自動的に切
り替える機能です。

インテリジェントハイビームは操作を
補助する機能です。運転者の責任の元
で、点灯状態、視界、道路状況などを
把握し、他の車の妨げにならないよう、
また法律で義務付けられた方法に従っ
て、正しく使用してください。

●機能をオンにする
1.	ライトスイッチを AUTOポ

ジションにします。

2.	ボタンを押します。 
ボタンのインジケーターが点
灯します。

●作動させる
1.	スイッチレバーを手

前に引いてハイビー
ムに切り替えます。

2.	インストルメントパ
ネルに表示灯が点灯
します。

インテリジェントハイビームを作動させ
ると、時速25km以上でハイビームが
自動的に点灯します。時速15km以下
になるとロービームに切り替わります。

●作動を中断する
システム作動中でも、任意にロービーム
に切り替えることができます。

1.	スイッチレバーを手
前に引きます。ロー
ビームになります。

ハイビームに戻したいときは、もう一度
スイッチレバーを手前に引きます。

●機能をオフにする
1.	ボタンを押します。 

ボタンのインジケーターが消
灯します。

スイッチをオフにしても、ヘッドランプ
の点灯状態はそのまま保持されます。
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●パッシングの操作ではインテリジェン
トハイビームを解除できません。
●イグニッションをオフにしても、機能
の状況は保持されます。
●以下の場合は、機能が正確に作動し
ない場合があります。
	 ・	� 降雪、豪雨、濃霧などの悪環境の

とき
	 ・	� フロントウィンドウが汚れている、

曇っている、ステッカーを貼って
いるなど、カメラ部分が覆われて
いるとき

	 ・	� 看板や標識などに反射した強い光
が車両に当たっているとき

●カメラは以下の対象物を検知しませ
ん。
	 ・	� 歩行者のように光を発しないもの
	 ・	� 高速道路の中央分離帯などで光

をさえぎられている車両
	 ・	� 急勾配な坂の頂上やふもと、曲が

りくねった道、交差点などにおけ
る周囲の車両

フォグランプ
ポジションランプまたはヘッドランプが
オンのときに使用できます。

フロントおよびリアフォグランプ

リングを前方へ１回まわすとフ
ロントフォグランプが点灯しま
す。リングをさらに前方へ１回

まわすとリアフォグランプも点灯します。

リアフォグランプは晴天時や雨天時に
は使用しないでください。後続車に眩
惑を与えます。

エンジン回転中にオートライトで消灯
してもフォグランプは点灯し続けます。
リングを回して消灯してください。

* 仕様により異なります。
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フロントライト*
DS 5には、昼間走行中に点灯するフロ
ントライトが装備されています。

ライトスイッチのリングが0かAUTOの
ときにエンジンを始動すると、フロント
ライトが点灯します。
ポジションランプやヘッドランプを点灯
したりオートライトでヘッドランプが点灯
すると、フロントライトは減光し、ポジ
ションランプとして機能します。

フォローミーホーム（駐車時照明機能）

周囲が暗いときや夜間にイグニッション
キーをオフにした後しばらくの間、ヘッ
ドランプが点灯したままになります。

オート操作
マルチファンクションディスプレイのメイ
ンメニューからFollow-me-home l.をオ
ンにして、点灯時間を設定してください。
オートライトモードになっていると自動
的にこの機能が作動します。

マニュアル操作
オートライトモードでないときも、作動
させることができます。
イグニッションをオフにしてから1分以内
に、パッシング（スイッチレバーを浅く手
前に引く）してから車を降りて施錠して
ください。

キャンセル操作
パッシング（スイッチレバーを浅く手前に
引く）してから車を降りて施錠してくだ
さい。
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パーキングライト

路肩に駐車する場合、ポジションランプ
を片側（車両通行側）のみ点灯させるこ
とができます。
イグニッションをオフにして、1分以内に
ライトスイッチレバーを点灯させたい方
に操作します。警告音とともに表示灯（ウ
インカー）が点灯します。
レバーを戻す、またはイグニッションをオ
ンにすると、ポジションランプは消灯し
ます。

コーナリングライト

カーブの内側を照らし、交差点や駐車中
の障害物を発見しやすくする機能です。
時速40km以下で走行中に作動します。

作動時

非作動時

* 仕様により異なります。
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作動条件
・	 方向指示器が作動している
・	 ステアリングが一定の角度以上回って

いる

非作動条件
・	 ステアリングが一定の角度まで回ってい

ない
・	 時速 40km を超えている
・	 シフトレバーが Rに入っている

設定
マルチファンクションディスプレイのメイ
ンメニューからDirectional headlamps
のオン／オフを切り替えます。

ディレクショナルヘッドライト*
ヘッドランプ点灯時、ハンドルの切れ角
にしたがって、照射方向が変わり、障害
物を発見しやすくする機能です。（キセノ
ンヘッドランプ装着車）

作動時

非作動時

この機能のオン／オフを切り替えると
きは、マル チファンクションディスプ
レイのメインメニューからDirectional 
headlampsを選んで設定します。

故障時には、インストルメント
パネルの表示灯が点滅し、警告
音とともにメッセージが表示さ

れます。
当社指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

●停止中、低速走行中、または、リバー
スギアに入れたときはこの機能は作
動しません。

●イグニッションスイッチをオフにして
も設定は記憶されます。
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エクステリアウェルカムランプ

周囲が暗いときや夜間に車外でリモコン
の解錠ボタンを押すと、エクステリアサ
イドスポットランプが点灯して乗車をサ
ポートします。

点灯
次のときに点灯します。
・ドアのロックを解除したとき
・イグニッションをオフにしたとき
・ドアを開けたとき
・リモコンを操作したとき

消灯
一定 時 間 経 過すると自動 的に消 灯し 
ます。

設定
マルチファンクションディスプレイで点灯
時間の設定ができます。

ヘッドライト照射角度調整*

ラゲッジルームに重量物を積んでヘッド
ランプが上向きになったときは、対向車
にまぶしくないよう照射角度を下向きに
してください。

車内から調整するときの目安：
0	 前席に 1人または 2 人乗車したとき
1	 フル乗車で、車載制限いっぱいの荷

物を積んだとき
2	 1 人乗車で、車載制限いっぱいの荷

物を積んだとき
3	 フル乗車で、ラゲッジルームがいっ

ぱいのとき

照射角度自動調整機能*

車の積載状態に応じて、ヘッドランプの
照射角度を自動的に調整します。

自動調整機能に異常が発生し
た場合は、インストルメント

パネルのサービス警告灯が点灯するとと
もに、警告音とメッセージで異常の発生
を知らせます。このとき、ヘッドランプは
一番下向きの位置に自動調整されます。

異常が発生した場合は、キセノンヘッ
ドランプに触らず、当社指定サービス
工場で点検を受けてください。

* 仕様により異なります。
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方向指示器

右方向に出す場合：ライトスイッチレバー
を上に動かします。

左方向に出す場合：ライトスイッチレバー
を下に動かします。

ハザードランプスイッチを押していると
きは、方向指示器は作動しません。

●車線変更などのとき、ライトスイッ
チレバーを1回軽く動かして離すと、
動かした方の方向指示器が 3回点
滅します。
●時速 60km 以上で走行中に方向指
示器を20 秒以上作動させた場合、
作動音が徐々に大きくなります。

ハザードランプ

イグニッションキーの位置に関係なくス
イッチを押すと作動します。
他車に緊急停車中であることを示します。

緊急制動表示灯
急ブレーキをかける、ABSが作動する、ま
たは衝突が起こると、減速度によってハ
ザードランプが自動的に点滅を始めます。
車が加速を始めると自動的に解除されま
すが、スイッチを押して解除することも
できます。

渋滞の最後尾についたときは、手動で
ハザードランプを点滅させて、他の運
転者に警告してください。
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ワイパー／ウォッシャー

フロントワイパー

ワイパーレバーは5段階で作動します。

高速作動

通常作動

間欠作動

停止

自動作動

間欠作動は、車速に応じて休止時間が変
化します。

オートワイパー
ワイパーをAUTOモードにしておくと、
降る雨の量に応じて自動的にワイパーが
作動します。

作動

レバーを押し下げるとAUTOモードが作
動します。

インストルメントパネルの表示
灯が点灯し、メッセージが表示
されます。

解除

レバーをもう一度押し下げるか、もしく
は0以外のポジションに動かします。

インストルメントパネルの表示
灯が消灯し、メッセージが表示
されます。

イグニッションを1分以上オフにする
と、AUTOモードは解除されます。
AUTOモードを使用する場合は再度
レバーを押し下げてください。

* 仕様により異なります。
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洗車する際は、オートワイパー機能を
解除してください。水滴によってオー
トワイパーが突然作動して、ケガをし
たり、車を損傷するおそれがあります。

●バックミラーの裏側にある雨滴セン
サーを覆わないでください。
●フロントウィンドウが凍結している
ときは、氷等が完全に溶けるまで
オートワイパーの使用を控えてくだ
さい。

ウィンドウウォッシャー

レバーを手前に引くとウォッシャー液が
噴射され、ワイパーが数秒間作動します。

レバーを浅く手前に引くと、ウォッシャー
液は噴射されずにワイパーが1回だけ作
動します。

ヘッドライトウォッシャー*

ロービーム点灯時にワイパーレバーを手前
に引くと、ウィンドウウォッシャーととも
にヘッドライトウォッシャーが作動します。

レベルゲージを使用して、エンジンルー
ムのウォッシャー液タンクの量を点検し
てください。ウォッシャー液の量が少な
い場合は、停車しエンジンを止めてから
補充してください。

寒冷時には、定期的に点検することを
おすすめします。
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リアワイパー

リングBを回すとリアワイパーが作動し
ます。

停止

間欠作動

ウォッシャー作動

シフトレバー連動機能
フロントワイパーの作動中にシフトレ
バーをRに入れると、リアワイパーが作
動します。
シフトレバーをRから変更すると、リア
ワイパーは停止します。
この機能のオン／オフを切り替えるとき
はマルチファンクションディスプレイのメ
ニューから設定します。

リアウィンドウに雪が積もっていると
きやテールゲートにキャリアを取り付
けているときは、この機能をオフにす
ることをおすすめします。
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ワイパーブレードの交換

ワイパーブレードの交換は、ワイパーを
メンテナンスポジションにしてから行い
ます。

1．イグニッションをオフにしてから1 分
以内にワイパーレバーを操作すると
ワイパーが中央に停止します。（メン
テナンスポジション）

2．ワイパーブレードを交換するときは
この位置にしてください。

3．イグニッションをオンにしてワイパー
レバーを操作すると、ワイパーは元
の位置に戻ります。

傷んだり汚れたワイパーブレードは視
界を妨げ、安全性を損ない思わぬ事故
につながるおそれがあります。すべて
のウィンドウで良好な視界が確保され
た状態で走行してください。

ワイパーブレードを長持ちさせるには、
次のことに気をつけてください。
・�丁寧に取り扱ってください。
・�せっけん水で定期的に洗ってくだ
さい。
・�紙や異物を挟まないでください。
・�ワイパーゴムが摩耗しているとき
は早めに交換してください。
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エアコンディショナー

A：空調コントロールパネル
①：フロントウィンドウ吹き出し口
②：サイドウィンドウ吹き出し口
③：ダッシュボード左右吹き出し口
④：ダッシュボード中央吹き出し口
⑤：前席足下吹き出し口
⑥：後席用吹き出し口
⑦：後席足下吹き出し口

ダッシュボード中央、両側、および後席
の吹き出し口には、ルーバーやシャッター
が付いています。これを使用すると、風
向や風量の調整、他の吹き出し口へより
多くの風を送るなどができます。

エアコンを停止させると、空気の循環
が全く行なわれません。ウィンドウが
曇るので、一時的な停止にとどめてく
ださい。

ストップ＆スタートによってエンジン
が停止しているときは、暖房や冷房も
止まります。必要に応じてストップ＆
スタートを解除してください。
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●室内の空気の入れ替えが十分に行えるように、装置を適切にコントロールしてください。
　・室内が設定温度と差があっても、設定温度は変更する必要はありません。自動制御により、できるだけ早く温度差を解消します。
　・負荷の多いトレーラーを引くときや、外気温度が高温のとき、エンジンの負荷を軽減するために一時的にエアコンを停止すること
をお勧めします。

●冬期のエアコンから吹き出す風量は、エンジンが温まる前の冷たいときは少なく、温度が上昇するのに合わせて多くなります。
●空気の流れをスムーズにするために、次のことに注意してください。
　・ボンネット内の外気取り入れ口がふさがれてないか。
　・前席下のエアダクトや吹き出し口がふさがれてないか。
　・ラゲッジルーム内の空気排出口がふさがれてないか。
●ダッシュボードには日射センサーがあります。この上に物を置いたり、布を被せるなどしないでください。エアコンが正しく作動しな
い場合があります。
●エアコンを長期間、快適に使用するためにも、1ヵ月に1度は 5分から10 分間の使用を推奨しています。
●長時間、高温の場所に停車すると、室内の温度は非常に高くなります。
　吹き出し風量を最大にして数分間、換気を行ってください。
●室内フィルターは定期的に交換してください。2 層構造の室内フィルターは、アレルギー物質や悪臭、油汚れの除去に効果を発揮し、
室内の空気をよりきれいにします。
●当社のエアコンシステムにはオゾン層破壊の原因となる有害フロンを使用していません。
●エアコンを正しくお使いいただくため、定期的に点検することを推奨しています。
●湿度が高いときなど、エアコンを使用していると車体の下から無色の水が流れ出ることがあります。これは空気中の水分が凝結した
もので、異常ではありません。
●エアコンを使用していても冷気が出ないときは、使用を中止して当社指定サービス工場にご連絡ください。
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左右独立式オートエアコン

運転席と助手席とで、別々に温度の設定ができます。
オートモードでは、ディスプレイに表示されているそれぞれの数値になるまで、エアコン
のオン／オフ、内気／外気の切換えや風量、吹き出し口が選択されます。

寒冷時や雨天時には、ウィンドウの曇りを防ぐためにオートモードを選択してください。

●オートモードでは、エアコンが適切に制御できるよう、各吹き出し口を開いた状態に
してください。
●ウィンドウが開いていると設定した温度を保てないことがあります。

オートモード
①：オート設定ボタン

ディスプレイの表示数値を保
つよう、自動的にエアコンの
オン／オフ、内気／外気の切り
替えや風量、吹き出し口が選

択されます。

ボタンを押して3つのモードから選択で
きます。モードによって、インジケーター
の点灯状況が以下のように変化します。
弱 = ●
中 = ●●
強 = ●●●

後席の温度を快適に保つには、風量
を中または強にしてください。
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②・③：温度設定ツマミ

ツマミ②：運転席側
ツマミ③：助手席側

ディスプレイの表示を希望の数値に合わ
せます。ツマミを右に回すと温度が上が
り、左に回すと温度が下がります。
この値は室内温度ではなく、快適さのレ
ベルを表しています。
21に設定しておくと、快適な室内となり
ますが、お好みにより14～28の間を設
定してください。

左右の温度設定の差が3以上になら
ないように設定してください。

マニュアルモード
オートモードで設定された条件は個々に
変更できます。
変更した条件を元に戻すときは、オート
設定ボタン①を押すとオートモードにな
ります。

温度を最高に設定したいときは、ディ
スプレイにHIが表示されるまでツマミ
を右に回し、最低に設定したいときは、
LOが表示されるまでツマミを左に回
します。

④：視界確保モードボタン
天候や乗車状況によっては、
オートモードを選択していて
もウィンドウガラスが曇ること
があります。このようなとき

にボタンを押すとインジケーターが点灯
し、システムは自動的に曇りを取り除く
ようにエアコンのオン／オフ、内気／外
気の切換えや風量、吹き出し口を選択し
てコントロールします。

このモードを解除するときは再度ボタン
を押すか、オート設定ボタン①を押します。
インジケーターが消灯し、オート設定ボタ
ン①のインジケーターが点灯します。

すべてのウィンドウの視界が保たれな
いと、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

このモードを使用しているときは、ス
トップ＆スタートの停止モードは使用
できません。
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⑤：エアコンオン／オフボタン
このボタンを押すとエアコン
は停止します。エアコンを作
動させるには、再度ボタンを
押します。インジケーターが

点灯してエアコンが作動します。

エアコンを停止させると、空気の循環
が全く行われません。ウィンドウが曇
るので、一時的な停止にとどめてくだ
さい。

⑥：室内送風切換えボタン
1つまたは複数のボタンを組
み合わせて、お好みの吹き出
し口を選択します。

・上段 = 	フロントウィンドウ、サイドウィ
ンドウ

・中段 =	ダッシュボード中央・左右吹き
出し口

・下段 =	足下

⑦：風量調整ツマミ
ツマミを右（時計方向）に回す
と風量が増加し、左（反時計
方向）に回すと減少します。
リング部のインジケーターが

操作に合わせて点灯します。

風量調整ツマミ⑦を左（反時計方向）
に回してインジケーターが消灯すると
エアコンが停止します。室温の調整は
行われませんが走行により微量の風が
吹き出し口から出ます。
再度エアコンの操作を行うと、エアコ
ンが作動します。

⑧：内／外気切換えボタン
外気が車内に入るのを防ぎま
す。外のいやな臭いの遮断や
急速に冷暖房するときに使用
します。

ボタン⑧を押すたびに内気モード／外気
モード／オートモードが切換わります。
内気モードでの長時間の使用は避けてく
ださい。換気が行われず、ウィンドウが
曇ることがあります。
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・オートモード
車内に入る外気の汚れをセン
サーが感知すると、自動的に
内気モードに切換わります。

オートモードに切換わると左側のインジ
ケーターが点灯します。

・内気モード
内気モードに切換わると右側
のインジケーターが点灯しま
す。

・外気モード
内気モードのときに、ボタン
⑧をもう一度押すと、外気モー
ドに切換わります。

外気モードに切換わると両側のインジ
ケーターが消灯します。外気センサーは
作動しません。

内気循環モードは、必要以外は使用し
ないでください。ウィンドウが曇るだ
けでなく、車内の空気が新鮮でなくな
り、運転者の集中力が低下したり疲れ
やすくなるため、事故やケガにつなが
るおそれがあります。

●オートモードのときにウィンドウ
ウォッシャーを使用すると、自動的
に内気モードに切り替わります。

●オートモードで外気温が 5℃を下回
る場合は、内気モードには切り替わ
らず、ウィンドウが曇るのを防ぎま
す。

⑨：最冷ボタン
室温を急速に冷やしたいとき
に使用します。
このボタンを押すとエアコン
の設定温度が一番低くなり、

ディスプレイに“ LO”と表示されます。
元の設定温度に戻すには、再度ボタンを
押します。

⑩：リアウィンドウデフォッガーボタン
エンジンがかかっているとき
にボタンを押すと、リアウィン
ドウやドアミラーの曇りを取
ります。スイッチは自動的に切

れます。
途中で止めたいときは、ボタンを押します。

すべてのウィンドウの視界が保たれな
いと、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
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マルチファンクションディス
プレイ

マルチファンクションディスプレイはダッ
シュボードの上に取り付けられ、外気温
や車の設定、設定状況、警告メッセージ
などの表示をします。操作はラジオのコ
ントロールボタンで行い、表示項目は次
のようになります。

・	 時間
・	 日付
・	 外気温度（氷結のおそれがあるときは

点滅します）
・	 ドア、テールゲートなどの開放状況 *
・	 警告／状況メッセージ *
・	 ドライブコンピューター *
・	 車のパラメーター（設定）

外気温度が点滅 ( 氷結のおそれ )して
いなくても、路面が凍結している場合
があります。この表示だけに頼らずに
路面状況を確認し走行してください。

* 仕様により異なります。
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●操作方法

MENUボタン：
トップ画面を表示します。

左右ボタン：
このボタンを押してタブで
項目を選択します。

上下ボタン：
このボタンを押して項目や
数値を選択します。

OKボタン：
選択した内容を確定します。

ESCボタン：
ひとつ前に戻ります。

トップ画面

MENUボタンを押すとこの画面になりま
す。
このメニューから機能を選択します。「左
右ボタン」で希望する機能を選び、「 OK 」
を押して確定します。

・カスタマイズ（各種機能の設定）
ヘッドランプやリアワイパーの
設定をします。
また、画面の明るさや時計・単位・

言語を設定します。
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表示メッセージ一覧（カスタマイズ）

Personalisation-
configuration

Define the vehicle parameters
（車のパラメーターの設定）

Access to the vehicle
リモコンでロックを解除するドア
の設定ができます。

Plip action
All doors＝すべてのドア
Driver＝運転席ドアのみ
OKを選択して確定すると変更が
有効になります。

Driving assistance
運転をサポートする機能の設定が
できます。

Speeds memorised
ボックスにチェックすると、クルー
ズコントロール／スピードリミッ
ター使用中に登録した速度を呼び
出すことができます。
・	 速度は 40 ～180km ／ｈの間

で選択することができます。
OKを選択して確定すると変更が
有効になります。

Rear wipe in reverse gear
ボックスにチェックすると、リバー
ス時にリアワイパーが作動します。
OKを選択して確定すると変更が
有効になります。

* 仕様により異なります。
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表示メッセージ一覧（カスタマイズ）

Personalisation-
configuration

Define the vehicle parameters
（車のパラメーターの設定）

Vehicle lighting*
ディレクショナルヘッドライトの作
動の設定ができます。

Directional headlamps
ボックスにチェックすると、ディレ
クショナルヘッドライトとコーナリ
ングランプが作動します。
OKを選択して確定すると変更が
有効になります。

Interior lighting
ライト類の作動の設定ができます。

Follow-me-home headlamps	
/Welcome lighting
ボックスにチェックすると、この機
能がオンになります。
・点灯時間を 15 秒、30 秒、60

秒から選びます。
OKを選択して確定すると変更が
有効になります。

Display configuration
(ディスプレイの設定）

Choice of language（表示言語の設定）
希望する言語を選び、スイッチを押して確定します。
日本語の選択はできません。
OKを選択して確定すると変更が有効になります。

DEUTSCH： ドイツ語　POLSKI： ポーランド語
ENGLISH： 英語　PORTUGUES： ポルトガル語
ESPANOL： スペイン語　PORTUGUES-BRASIL： ポルトガル語（ブラジル）
FRANCAIS： フランス語　TURKCE： トルコ語
ITALIANO： イタリア語 Русскии： ロシア語
NEDERLANDS： オランダ語　
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表示メッセージ一覧（カスタマイズ）

Personalisation-
configuration

Display configuration
(ディスプレイの設定）

Choice of units
単位の設定ができます。

表示の単位の設定ができます。
・燃費表示では、100km あたり

の消費量、1ガロンあたりのマイ
ル数、1リッターあたりの km 数
から選びます。*

・温度は摂氏と華氏を選択できま
す。
OKを選択して確定すると変更が
有効になります。

Date and time adjustment
日付、月、年と時計の設定ができ
ます。

項目を選択して上下ボタンを押し
て数字を合わせ、OKを押して確定
します。
12時間表示と24時間表示の選択
ができます。
OKを押して確定すると変更が有
効になります。

Display personalisation
画面の表示に関する設定ができま
す。

Brightness：	 	
－を選択してOKを押すと暗く、＋
を選択してOKを押すと明るくなり
ます。
Auto．scrolling long texts：	
自動でスクロールします。

* 仕様により異なります。
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ステータス一覧表

Automatic door locking activated オートドアロック作動中

Automatic door locking deactivated オートドアロック停止中

Automatic headlamp lighting activated オートヘッドライト作動中

Automatic headlamp lighting deactivated オートヘッドライト停止中

ESP system activated ESC／ESPシステム作動中

ESP system deactivated ESC／ESPシステム停止中

Automatic screen wipe activated オートワイパー作動中

Automatic screen wipe deactivated オートワイパー停止中
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ドライブコンピューター

コントロールスイッチ

ドライブコンピューターは、ワイパーレ
バー先端のスイッチを押すことにより燃
費や走行距離の情報を切り替えて表示し
ます。

ルートの選択
ワイパーレバー先端のスイッチを押すこ
とにより、2つのルートの情報を切り替
えて表示します。
例えば、ルート1を月間の走行の平均に、
ルート2を旅行用に、と使い分けます。

ドライブコンピューター表示

ドライブコンピューターは、マルチファ
ンクションディスプレイ、またはインスト
ルメントパネルのラージディスプレイに
以下の情報を表示します。

タブ

走行可能距離 ○
瞬間燃料消費量 ○
エンジン停止時間 ○
平均速度 ○ ○
平均燃料消費量 ○ ○
走行距離 ○ ○
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走行可能距離
タンク内に残っている燃料
で、あとどのくらい走行で
きるかを表示します。

過去数キロに消費された燃料の情報を
もとに、今後も同じ割合で燃料が消費さ
れるものと想定して表示します。
走行可能距 離が30Km以下になると、
距離の表示はされません。
燃料の補給後は、数値が100Km以上
になると再度表示されます。

走行中に数値のかわりに－が連続して
表示されるときは、当社指定サービス
工場へご連絡ください。

瞬間燃料消費量
過去数秒間の燃料消費量を表
示します。
ただし、車の速度が時速30Km

以上の時のみ作動し、表示します。

エンジン停止時間
ストップ＆スタートによってエンジ
ンが停止した時間を表示します。
イグニッションをオンにするたび

にゼロにリセットされます。

平均速度
コンピューターをリセットして
から現在までの平均速度を表示
します。

ただし、イグニッションスイッチをオン にし
ている状態の時間をもとに計算します。

平均燃料消費量
コンピューターをリセットして
から現在までの平均燃料消費量
を表示します。

ご 購 入 い た だ い て から 最 初 の
5,000kmは、カタログ等の数値より燃
料消費量が大きくなることがあります。

走行距離
コンピューターをリセットし
てから現在までの走行距離
を表示します。

リセット

コンピューターをリセットするときは、
ワイパーレバー先端のスイッチを2秒以
上押し続けます。リセットはルートごと
に行うことができます。リセット後しば
らくはデータ不足のために正確な値が表
示されないことがあります。
数字の代わりに水平なセグメントだけが
表示されるときは、当社指定サービス工
場にご連絡ください。
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ルームランプ

①：	フロント／リアルームランプ
②：	フロントマップランプ
③：	リアマップランプ
④：	�アンビエンスイルミネーション LED

ランプ

フロントルームランプ	 	
リアルームランプ*
フロント／リアルームランプは、スイッチ
①の位置を切り換えると点灯条件が変更
できます。

次の状況でフロント／リアルー
ムランプは点灯します。

・	 ドアのロックを解除したとき
・	 イグニッションをオフにしたとき
・	 ドアを開けたとき

また、次の状況では徐々に暗くなって消
灯します。
・	 ドアをロックしたとき
・	 イグニッションをオンにしたとき
・	 イグニッションがオフで、最後のドア

が閉まって 30 秒後

消灯したままになります。

点灯したままになります。

点灯時間は、次の状況で変わります。
・	 イグニッションをオフにして約 10 分間
・	 エコノミーモードで約 30 秒間
・	 エンジンを始動すると無制限

フロントルームランプスイッチが「常時
点灯」の位置にあるときは、リアルー
ムランプスイッチが「消灯」以外の位
置にある場合、リアルームランプも連
動して点灯します。

フロント／リアマップランプ
イグニッションがオンのときにスイッチ
②③を押すと点灯／消灯します。

* 仕様により異なります。
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足元照明

ドアが開くと、フロント／リアルームラ
ンプとともに点灯し、足元を照らします。

アンビエンスイルミネーション*

点灯
周囲が暗いときや夜間にポジションラン
プを点灯すると、照明が自動的に点灯し
ます。

消灯
ポジションランプを消灯すると、照明が
自動的に消灯します。

照度調整

アンビエンスイルミネーションの明るさ
は7段階で調整できます。
ボタンを押す毎に明るさが増していき、
最も明るいレベル7で1回ボタンを押す
と、レベル0になります。また、ボタン
を長押しすると現在の明るさに関係なく
レベル7になります。
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インテリア 各部の名称

①：	グローブボックス
②：	運転席小物入れ
③：	小物入れ *
④：	チケット／カードホルダー *
⑤：	灰皿／シガーライター *
	 ふたを押すと開きます。
	 取りはずすときは、灰皿を持ち上げ

ながら引き出します。
⑥：	フロントアームレスト／センターコン
ソール

	 センターコンソールには照明および
クーラー機能が付いています。

⑦：	USBボックス／AUXソケット
⑧：	12V 電源ソケット	 	
( 最大使用電力：120W)

⑨：	カップホルダー

12V電源ソケットを使用するときは、
最大使用電力を守ってください。規定
容量を超える電気製品を使用すると、
車両ヒューズが切れることがあります。

* 仕様により異なります。
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アナログ時計

アナログ時計はマルチファンクション
ディスプレイと連動しています。

マル チファンクションディスプレイの
Date and time adjustmentで設定し
た時刻に自動的に同期しますので、個別
の調整は不要です。

シガーライター*

シガーライターは、押してから数秒間経
つと自動的に飛び出します。
シガーライターをはずすと、12V電源ソ
ケットとしても使用できます。
使用後は必ずシガーライターを戻してお
いてください。

12V電源ソケットを使用するときは、
最大使用電力を守ってください。規定
容量を超える電気製品を使用すると、
車両ヒューズが切れることがあります。

フロントアームレスト／センターコン
ソール

上段の小さな収納ポケットを使用するに
は、ボタン②を押してフロントアームレス
トのカバーを引き上げます。
下段の大きな収納ボックスを使用するに
は、ボタン①を押してカバーと収納ポケッ
トを同時に引き上げます。
ここには冷風が送られるので、飲み物を
冷やすことができます。

冷蔵庫の機能はありませんので、食品
の保存には使用しないでください。
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USBボックス

センターコンソールの中にあるUSBポー
トにさまざまなデバイスをつなげ、保存
された音楽を車両スピーカーで楽しむこ
とができます(ファイル形式により再生で
きないものもあります)。
ステアリングホイールスイッチおよびオー
ディオシステムのコントローラーで再生
操作が行え、情報はインストルメントパ
ネルに表示されます。
USBポートを使用すると、接続したデバ
イスが自動的に検出されます。

この機能の詳細は、付録「オーディオ」
の「USBボックス」を参照してください。

リアアームレスト

アームレストを手前に引き下ろします。
アームレストにはカップホルダーが付い
ています。また、その奥にはスキーフラッ
プがあります。

スキーフラップ

スキー板などの長い荷物を載せることが
できます。
1．リアアームレストを倒します。
2．ラッチを押し下げます。
3．フラップを下げます。
4．�ラゲッジルーム側から荷物を入れます。
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コックピットルーフ小物入れ

レバー①を押すと、ふた②が開きます。

この小物入れは、運転席側と助手席側に
ひとつずつあります。

1

2
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ラゲッジルーム 各部の名称
①：�リアパーセルシェルフ	  

脱着式です。
②：フック
③：固定リング

ラゲッジルームに荷物を積む際には、
しっかりと荷物を固定してください。
固定されていないと荷物が突然動き、
走行に影響を及ぼしたり、急ブレーキ
や事故の際に、荷物により乗員がケガ
をするおそれがあります。
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外装のお手入れ

自動車の使用される環境はさまざまで、
工場地帯の酸を含んだ空気、鉄道沿線
の鉄粉、沿岸部の塩分を含んだ風、積
雪地帯の融雪剤などは車体に対して腐
食、錆といった悪影響を与えます。
長期間にわたって車を美しく安全に使用
していただくためには、こまめなお手入
れをお勧めします。

●洗車機による洗浄
通常のお手入れは、洗車機による洗浄で
十分です。
ただし、ボンネットの合わせ目、ドアの
下などは汚れが残ることが多いので、手
洗いをお勧めします。

●手による洗浄（手洗い）
まずホースでたくさん水をかけて、ほこ
りを落とします。
次にスポンジと適当に薄めたカーシャン
プーで車体の上から下へと洗います。
最後に車体の下側をホースで水をかけて
きれいにします。

●リアクォーターウィンドウはプラス
チック製です。溶剤を使用したり、
荒い布などで強くこすらないでくだ
さい。

●高圧洗車機を使用するときは、リア
クォーターウィンドウ付近に長時間
当てないでください。塗装がはがれ
るおそれがあります。

６
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内装のお手入れ

レザーシート
レザーは、汚したままにしておくと摩耗
してもろくなります。
定期的にお手入れすることをお勧めしま
す。
清掃は、水につけてかたくしぼった布で
表面を拭き、その後やわらかい清潔な布
で空ぶきします。
汚れがひどいときは、市販の皮革用洗剤
を使用します。

ビニール（インストルメントパネル、
ドアトリムパッド、ヘッドライニン
グ）
やわらかい布に温かい石けん液を含ま
せ、よくしぼって拭きます。

シートベルト
石けん水をつけた固くしぼった布で、ベ
ルト部分だけを拭きます。
清掃時は、金属部分に水が付かないよう
にしてください。
当社販売店では、シートベルトに使用で
きるクリーニング製品を取り扱っていま
す。

ウィンドウガラス、ミラー
市販のガラス専用クリーナーで洗浄して
ください。

フロアマット、カーペット
車外に取りはずし、ほこりや砂を十分に
落として内装用洗剤で洗ってください。

長期間使用しないとき
車を長期間使用しないときは、保管中の
故障を防ぐために以下の保守を行ってく
ださい。

保管前に行うこと
・タイヤのフラットスポット（変形）を防ぐ

ために、タイヤ空気圧を規準より 30
〜 50% ぐらい上げてください。

・バッテリーの端子をはずしてください。
・必要に応じて、ボディーカバーをかけて

ください。

保管中に行うこと
1ヵ月に1回程度、バッテリーの端子を
接続してエンジンを数分〜数十分かけて
バッテリーを充電してください。
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⑥：	ヒューズボックス
⑦：	エアフィルター
⑧：	エンジンオイルレベルゲージ
⑨：	エンジンオイル注入口

エンジンルームの点検

ガソリンエンジン
①：	パワーステアリングフルードタンク
②：	ウィンドウウォッシャーとヘッドライト 

ウォッシャー液タンク
③：	クーラント（冷却水）タンク
④：	ブレーキフルードタンク
⑤：	バッテリー／ヒューズ
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ディーゼルエンジン
①：	パワーステアリングフルードタンク
②：	ウィンドウウォッシャーとヘッドライト

ウォッシャー液タンク
③：	クーラント（冷却水）タンク
④：	ブレーキフルードタンク
⑤：	バッテリー／ヒューズ
⑥：	ヒューズボックス
⑦：	エアフィルター
⑧：	エンジンオイルレベルゲージ
⑨：	エンジンオイル注入口

●エンジンルーム内の点検をする前
に、エンジンが冷えていることを確
かめてください。

	 エンジンが熱いときは、イグニッショ
ンがオフになっていてもファンが回
りだして、思わぬケガをすることが
あります。

●エンジンルームから蒸気や冷却水が
噴き出ている場合は、ボンネットを
開けないでください。やけどやケガ
を負うおそれがあります。

●作業手順が分らない場合や、必要
な工具が不足していたり工具の使用
方法がわからない場合は、作業を行
わないでください。

●エンジンが停止しているのを確認
し、キーを車外に出してください。ま
た、シフトレバーをPに入れ、パーキ
ングブレーキをかけてください。

●熱くなっているエンジンの部品には
触れないでください。また、熱くなっ
ているエンジンやエキゾーストシス
テムの上に、オイル等の液体をこぼ
さないでください。やけどや火災の
おそれがあります。

●ディーゼルエンジンは高圧の燃料噴
射装置を採用しています。点検や整
備は当社指定サービス工場にお申し
付けください。
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エンジンルームのカバー類を取りはず
すときは、止めているクリップを損傷
しないように注意してください。また、
取り付けるときにも注意して取り付け
てください。
カバーがしっかりと取り付けられてい
ないと、走行中にはずれて可動部に巻
き込まれるなどして、故障や事故の原
因になることがあります。

●エンジンオイルの点検
1.	 車を水平な場所に停めます。
2.	 エンジンを停止して 30 分以上経過

してからオイルレベルゲージを抜き
取り、布でオイルを拭き取ります。

3.	 元の穴にいっぱいに差し込み、再び
静かに抜いてゲージに付いたオイル
で油量を調べます。

●エンジンオイルの補給
補充する前に、オイルレベルゲージを抜
き取っておきます。オイルレベルが上限
を超えないようにしてください。補充が
完了した後は、キャップの閉め忘れに注
意してください。

●エンジンオイルの交換
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
ただし、市街地や山岳地の走行が多いと
きには、オイル交換を早めに行います。

●エンジンを正常な作動状態に保つた
め、エンジンオイルに添加剤を入れ
ることは避けてください。

●オイルの交換の際は、騒音や排気ガ
ス規制を遵守するためにも、当社純
正部品のご使用をお勧めします。

オイルフィルター
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
交換するオイルフィルターは、当社の純
正部品をご使用ください。

レベルゲージに付着したオイ
ルの汚れ具合も点検します。
オイルはエンジンの回転に
よって少しずつ消費されてい
きます。1000kmあたりの
消費量は最大で0.5リットル
です。
オイルの点検はこまめに行
い、必要に応じて補充してく
ださい。

A：上限
B：下限

オイルの消費量が急に増えたり、汚れが
ひどくなったときは、当社指定サービス
工場で点検を受けてください。

遠方へのお出かけ前だけでなく、日頃
からエンジンオイルの点検をしてくだ
さい。
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●冷却水の点検
点検は、エンジンを停止してから1時間
以上経過して、冷却水が冷えていること
を確認してから行ってください。冷却水
が少ないときは、冷却水を補給します。
冷却水の減りが著しいときは、当社指定
サービス工場で点検を受けてください。
冷却水の補給には、当社純正クーラント
を使用してください。

ラジエター内の圧力が低下する前に
キャップをはずすと、高温の冷却水が
噴出し火傷の原因になります。

冷却水の交換は必要ありません。

●ブレーキフルードの量
ブレ ー キフル ード の 量 は、 タ ンクの
MAXレベル付近にあれば適正です。定
期的に量を確認してください。

●ブレーキフルードの交換
ブレーキフルードは、時間がたつと吸湿
し耐熱温度が低く（ベーパーロックが起
こりやすく）なりますので、定期的に交
換してください。
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。

ブレーキフルードが肌に直接触れるの
は避けてください。腐食性が強く、健
康に害を及ぼすことがあります。

ブレーキフルードは車の塗装面を傷め
ますので、付着した際にはすぐに水で
洗い流してください。

●パワーステアリングフルードの量
当社指定サービス工場で点検と補給を受
けてください。

燃料フィルター（ディーゼル車）
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
交換する燃料フィルターは、当社の純正
部品をご使用ください。

AdBlue®の補充（ディーゼル車）
補充頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
だたし、運転の状況により消費の度合い
が変わります。また、AdBlue®警告が表
示されたら、当社指定サービス工場で補
充をしてください。
AdBlue®の残量がなくなると、エンジ
ンを始動できなくなります。
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ウォッシャー、ヘッドライトウォッ
シャー液
以下の方法でウォッシャー液の量を確認
し、タンク内のウォッシャー液が少ない
ときは、当社の推奨品を補給してくださ
い。

1．	車を水平な場所に停め、エンジンを
停止します。

2．	エンジンが完全に停止していること
を確認してから、ボンネットを開き
ます。

3．	ウォッシャータンクのキャップをは
ずします。

4．	レベルゲージの先端をつまんで通気
孔を閉じ、ウォッシャータンクから
抜き取ります。

5．	レベルゲージの透明な部分で液量を
調べます。

6．	必要に応じてウォッシャー液を補充
します。

7．	タンクのキャップを閉めて、ボンネッ
トを閉めます。

バッテリー
特に寒冷地の使用では、冬になる前に
当社指定サービス工場でのチェックをご
依頼ください。

エアフィルター、室内フィルター
交換頻度は、この章の「推奨交換時期」
をご覧ください。
市街地やほこりが多いところでの走行が
多いときは、早めに交換してください。
交換はお近くの当社指定サービス工場に
ご依頼ください。

ブレーキパッド
ブレーキパッドは運転の状況により消耗
の度合いが変わります。定期的に点検を
受けてください。ブレーキパッドが摩耗
するとブレーキフルードのレベルも下が
ります。

ブレーキディスク
ブレーキディスクは消耗部品です。当社
指定サービス工場で定期的に点検を受
けてください。

エレクトリックパーキングブレーキ
点検の必要はありませんが、異常が発生
した場合は、当社指定サービス工場にご
連絡ください。

環境汚染防止のために、使用済みのエ
ンジンオイルやブレーキフルードなど
は、絶対に地面や下水に廃棄しないで
ください。

●車のパフォーマンスを最大に引き出
すためには、パワーステアリングや
ブレーキシステム同様、当社が指定
する部品を使用することが重要で
す。

●エンジン本体への高圧洗浄は、電
子機器への影響を避けるためにも
絶対におやめください。

* 仕様により異なります。
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電球の交換

●作業手順がわからない場合や、必要な
工具が不足していたり工具の使用方法
がわからない場合は、作業を行わない
でください。

●電気回路を改造しないでください。

電球の表面が冷えてから交換してくだ
さい。消灯直後は電球の表面が高温
になっているため、やけどをするおそ
れがあります。

●交換する電球には、油等の汚れを
付けないでください。もし指紋など
が付着した場合は、乾いた布で拭き
取ってください。
●ヘッドランプの透明レンズはプラス
チック製です。溶剤を使用したり、荒
い布などで強くこすらないでください。

●高圧洗車機を使用するときは、ヘッ
ドランプ付近に長時間当てないでく
ださい。塗装がはがれるおそれがあ
ります。

●交換作業中に電気配線を切断しな
いように注意してください。

●ヘッドランプを交換するときは、
UVカット仕様の電球を使用してく
ださい。ヘッドランプのレンズ等が
損傷するおそれがあります。

●電球の交換の際は、必ず同じ規格
の新しい電球を使用してください。

●低温高湿度のときなど、ヘッドラン
プの透明レンズの内側が曇ることが
ありますが、異常ではありません。
ライトが点灯すると、数分で消滅し
ます。

●LEDランプの交換は、当社指定サー
ビス工場にお申し付けください。

キセノンヘッドランプ*

①：	フロントランプ *／ポジションランプ
（LED）

②：	ロー / ハイビームヘッドランプ（D1S）
③：	方向指示器（LED）
④：	フロントフォグランプ／コーナリング

ランプ（LED）

キセノンヘッドランプバルブ（D1S）
の交換は、当社指定サービス工場に
お申し付けください。感電する可能性
があり危険です。

キセノンヘッドランプバルブは、片側
のみが切れた場合でも、左右両方交
換することをおすすめします。
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ハロゲンヘッドランプ*

①：ハイビームヘッドランプ（H1）
②：ロービームヘッドランプ（H7）
③：フロントランプ *／ポジションランプ

（LED）
④：方向指示器（HY21）
⑤：フロントフォグランプ（H11）

バルブの根元部に突起のある、②ロー
ビームヘッドランプ(H7)および①ハイ
ビームヘッドランプ(H1)は、バルブが
適切な向きに固定されるように正しく
取り付けてください。

①：�ハイビームヘッドランプ	 	
（ H1-55W）	
（ハロゲンヘッドランプ装着車）

1．	�タブを引いて、交換する電球のカバー
をはずします。

2．	�コネクター下部にあるツメを押しなが
ら、コネクターをはずします。

3．	�電球を交換します。

②：�ロービームヘッドランプ	 	
（ H7）	 	
(ハロゲンヘッドランプ装着車)

1．	�タブを引いて、交換する電球のカバー
をはずします。

2．	�コネクター頂部を押して、全体を下
に傾けながら引き出します。

3．	�コネクターを電球からはずします。
4．	電球を交換します。
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④：�方向指示灯用電球（HY21）	
（ハロゲンヘッドランプ装着車）

１．	�バルブホルダーを 1／4 回転させて
引き抜きます。

２．	電球を引き抜きます。
３．	電球を交換します。

●インストルメントパネルのウイン
カー表示灯の点滅が早くなったとき
は、点滅が早い方の方向指示灯の
電球切れが考えられます。
●交換ができないときは、当社指定
サービス工場にお申し付けくださ
い。

* 仕様により異なります。

⑤：�フロントフォグランプ（H11）	
（ハロゲンヘッドランプ装着車）

1．	�エンジンルーム下のデフレクター ( 整
流板 ) を取りはずします。

2．	�コネクターをはずします。
3．	�電球を1／4 回転させて引き抜きま

す。
4．	電球を交換します。

交換ができないときは、当社指定サー
ビス工場にお申し付けください。

ドアミラーウインカー(LED)

ドアミラーウインカーの交換は、当社指
定サービス工場にお申し付けください。

エクステリアサイドランプ(LED)

エクステリアサイドランプ(LED)の交換
は、当社指定サービス工場にお申し付け
ください。
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テールランプ

①：ポジションランプ (LED)
②：方向指示灯 (PY21W アンバー )
③：リバースランプ (P21W)
④：ストップランプ (P21W)
⑤：リアフォグランプ (P21W)

色付きバルブは、同じ規格の同じ色の
電球を使用してください。

ポジションランプ（ LED）の交換は、
当社指定サービス工場にお申し付けく
ださい。

②：�方向指示灯(PY21W アンバー)
④：�ストップランプ(P21W)

③：�リバースランプ(P21W)
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番号灯(W5W)

１．	マイナスドライバーの先を透明なプ
ラスチックカバーの切り欠き部に差
し込みます。

２．	ドライバーでこじってランプレンズ
を浮かせ、ランプレンズを取りはず
します。

３．	交換する電球をバルブホルダーから
引き抜いて電球を交換します。

４．戻すときは、バルブホルダーを元に
戻し、ランプレンズを押してはめ込
みます。

⑤：�リアフォグランプ(P21W)

１．	バンパーの内側からバルブホルダー
を1／ 8 回転させてはずします。

２．電球を 1 ／ 8 回転させてはずして
交換します。

エンジン停止後の排気管は高温になる
ため、バルブを交換するときは排気管
に触れないようにしてください。やけ
どをするおそれがあります。

交換ができないときは、当社指定サー
ビス工場にお申し付けください。

１．	テールゲートを開きます。
２．	�方向指示灯②／ストップランプ④： 

トリムにあるカバーをはずしてから、
コネクターをはずします。

	 リバースランプ③：	  
ランプユニットの縁およびトリムにあ
るカバー 2 つをはずして、カバーを
取りはずします。

３．	�ランプユニットを固定しているナット
を取りはずします ( 方向指示灯②／
ストップランプ④：2 つ、リバースラ
ンプ③：1つ )。

４．	�外側からランプユニットを取りはずし
ます(このとき、固定クリップが自動
的にはずれます)。

５．	�バルブホルダーを 1／ 8 回転させて
はずし、電球を交換します。

●ランプユニットを取りはずすときは、
部品を破損させないよう慎重に行っ
てください。
●電球を交換した後は、ランプユニッ
トをガイドに固定して車体にしっか
りはめ込んでください。



6-14

お手入れ・メンテナンス

６

ハイマウントストップランプ
(LED)

ハイマウントストップランプの交換は、
当社指定サービス工場にお申し付けくだ
さい。

ヒューズの交換

ヒューズボックスは、助手席のグローブ
ボックス内とエンジンルームにあります。

ヒューズ交換を行うときは、エンジンを
停止し、すべての電気系統が停止したこ
とを確認してください。

交換する前に、ヒューズが不良となっ
た原因を見つけて処置をしておいてく
ださい。正しい処置をしておかないと、
再発するおそれがあります。

ヒューズは容量によって色分けされてい
ます。必ず同じ色（容量）のヒューズと交
換してください。

●誤った容量のヒューズに交換した場
合、不具合を引き起こし、火災の原
因となります。

●次の表に記載されていないヒューズ
の交換をした場合、車の重大な不具
合を引き起こす原因となります。当
社指定サービス工場へご連絡くだ
さい。

ヒューズを交換するときは、カバーに備
えてある専用ピンセットを使用してくだ
さい。

正常なヒューズ 切れたヒューズ

専用ピンセット
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室内側ヒューズ
室内側のヒューズボックスは、助手席の
グローブボックス内にあります。
ヒューズを交換するときは、グローブ
ボックスを開き、ヒューズボックスカバー
の上部左右を引いてカバーを開きます。

ヒューズ位置 容量
機能(仕様により装備が異なるため、ここでは全車
に適合する表記をしています。)

F6A/B 15A カーステレオ

F8 3A アラーム

F13 10A フロントシガーライター、フロント12Vソケット

F14 10A リア12Vソケット

F16 3A ルームランプ

F17 3A リアルームランプ、サンバイザーミラー

F28A/B 15A カーステレオ

F30 20A リアワイパー

F32 10A アンプ
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エンジンルーム側ヒューズ
ヒューズボックスは、バッテリーの横に
取り付けられています。
ヒューズを点検、交換するときは、ヒュー
ズボックスカバーをはずします。
作業後は、カバーがきちんと掛かってい
ることを確認してください。

ヒューズ位置 容量
機能(仕様により装備が異なるため、ここでは全車
に適合する表記をしています。)

F20 15A ウィンドウウォッシャーポンプ(フロント、リア）

F21 20A ヘッドランプウォッシャーポンプ

F22 15A ホーン

F23 15A 右ハイビームヘッドランプ

F24 15A 左ハイビームヘッドランプ

F27 5A 左ランプユニット

F28 5A 右ランプユニット
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車の電気回路は、出荷時に装着されて
いる装備に合わせて設計、製作されて
います。
推奨していないアクセサリーの取り付
け、アクセサリーの不適切な取り付け、
ワイヤーハーネスの加工などは、他の
電装品の正常な作動を妨げたり火災の
原因となることがあります。
当社では、当社が供給や推奨していな
い、10mA以上の電流を消費するア
クセサリーの取り付けや、当社の指示
に従わない装着方法によって発生した
車、および機器の不具合の修理につい
ては、その費用を負担いたしません。
エンジンルーム内ヒューズボックスに
ある大容量ヒューズには手を触れない
でください。整備が必要な場合は、必
ず当社指定サービス工場に依頼してく
ださい。
アクセサリーその他の電気製品の取り
付けは、当社指定サービス工場にご依
頼ください。

	

ヒューズボックス内に水が入ると、電
気系統が故障する原因になります。次
のことに注意してください。
・	ヒューズボックスカバーを正しく取
り付けてください。

・	ヒューズボックス内に水などの液体
をこぼさないでください。
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燃費の改善について

燃費は、車の設計だけではなく、車の状
態や運転方法によって大きく影響を受け
ます。車を最良の状態に保ち燃費を良く
するためにも、定期的に点検整備を行っ
てください。

エンジンコンディション
主要部品については、少なくとも年に1
回は点検を受けてください。

エアフィルター
フィルターがつまるとエンジンの効率が
悪化します。ほこりの多い環境や市街地
での走行が多いときは、こまめに点検を
受けてください。

積載物
ラゲッジルームに不用な積載物が積みっ
ぱなしになっていると、車両重量が増加
して、燃費の悪化につながります。
ルーフキャリアやスキーキャリアなどの
アクセサリーは、風の抵抗を受けて燃費
を悪化させます。
必要がなくなったら速やかに取りはずし
てください。

タイヤ
交換するときは、現車と同一サイズで当
社が推奨する銘柄、グレードのタイヤを
使用してください。

運転方法
エンジン始動後に長時間の暖機運転は
必要ありません。
運転時は、ゆっくり発進し、急加速や空
ぶかしを避けてください。
走行中はなるべく高いギアを選択し、一
定のスピードを保つようにしてください。
走行速度が上がると燃費も悪化します。
法定速度を遵守して、スムーズな運転を
心がけてください。
エンジン始動後の数分間は、適正温度
の状態と比較して2倍以上燃費が悪化し
ます。
あらかじめ走行経路を考慮して、無駄な
走行をなくしましょう。
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推奨交換時期

車の使用頻度が高いとき、市街地や高温環境下での使用が多いときは、メンテナンス時
期を早めるようにしてください。

エンジンオイル 1年または20,000kmごと

オイルフィルター 1年または20,000kmごと

オートマチックトランスミッションフルード 無交換

ブレーキフルード 2年または60,000kmごと

エアフィルターエレメント 2年または40,000kmごと

スパークプラグ 2年または40,000kmごと

室内フィルター 1年または20,000kmごと

燃料フィルター（ディーゼル車） 4年または20,000Kmごと

●エンジンオイルについて
上記の交換時期は、推奨する化学合成ベースのエンジンオイル（例：TOTAL QUARTZ 
INEO FIRST (0W-30) ）を使用した場合です。

●AdBlue®の補充頻度について（ディーゼル車）
AdBlue®の補充は、1年または10,000Kmごとに当社指定サービス工場で行ってくださ
い。

推奨油脂類

エンジンオイル
TOTAL QUARTZ INEO FIRST
(0W-30)

ブレーキフルード
DOT4（DOT4）

クーラント
当社純正クーラント

ターボエンジン車には、必ず指定され
たオイルのみを使用してください。



6-20

お手入れ・メンテナンス

６

推奨点検時期

車の使用頻度が高いとき、通常よりも厳しい状態の使い方をしたときは、メンテナンス
時期を早めるようにしてください。

タイミングキットおよびクーラントポンプの点検 100,000Km ごと

補機ドライブベルトキットの点検 初回 3 年、次回から 2 年ごと

クーラントPHの点検 初回 3 年、次回から 2 年ごと
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ホイール（タイヤ）の交換*

●工具の位置

工具はラゲッジルームの中敷板の下に格
納されています。

ジャッキと専用ピンセット*はスペアタイ
ヤと一緒に格納されています。

●工具の取り出し
1.	 中敷板を引き上げます。
2.	 下にある収納ボックスから工具を取

り出します。 

ジャッキと工具 ①：ホイールレンチ
②：ジャッキ
③：専用ピンセット *
④：ホイールトリムリムーバー
⑤：ホイールレンチアダプター ( 盗難防

止ボルト用 )*
⑥：輪止め *
⑦：エクステンションスパナ
⑧：けん引ボルト

* 仕様により異なります。
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●スペアタイヤとジャッキの取り出し

スペアタイヤとジャッキは、車両後方の床
下(外側)にキャリアで固定されています。

1.	 ラゲッジルームの中敷板を上げます。
2.	 ホイールレンチ①にエクステンショ

ンスパナ⑦を組み付けてナット穴へ
差し込み、ドライブナットを時計回
りに回して、スペアタイヤを固定し
ているケーブルを十分にゆるめます。

3.	 スペアタイヤをキャリアごと引き出し、地面に降ろします。
4.	 タイヤを起こして工具入れを取り出します（A）。
5.	 イラストのようにプレート付きフックをはずします（B）（C）（D）。

6.	 工具入れのカバーをスライドさせて
ジャッキを取り出します。
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●ホイールの取りはずし

固く平坦な路面で安全な場所に車を停め
ます。
エレクトリックパーキングブレーキがか
かっていることを確認し、シフトレバー
をPの位置に入れてイグニッションをオフ
にします。インストルメントパネルのブ
レーキ警告灯が点灯していることを確認
します。
取りはずすタイヤと対角位置にあるタイ
ヤに、輪止めを当てます。
ホイールカバー装着車は、ホイールレン
チ①の柄の部分を使い、タイヤバルブ付
近から徐々にホイールカバーをはずして
からホイールを取りはずします。

手順
1.	 ホイールトリムリムーバー④を使用

してセンターキャップを、または専
用ピンセット③を使用してボルトカ
バーをはずします。*

2.	 ホイールレンチアダプター⑤をホ
イールレンチ①に取り付けて、盗難
防止ボルトをゆるめます。*

3.	 ホイールレンチ①で他のボルトを少
しゆるめます。

4.	 ジャッキ②を車の下側フレーム A部
分（リアは B部分）にあてがい、軽
くジャッキアップしてジャッキが A

（もしくは B）に確実に収まっている
ことを確認します。

5.	 タイヤが地面から完全に離れるくら
いまでジャッキアップします。

6.	 ボルトをはずします。なくさないよ
うに注意してください。

7.	 ホイールをはずします。

プラスチック仕上げ部分にはジャッキ
をあてがわないでください。

* 仕様により異なります。
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●ホイールの取り付け

ホイールボルトの締め付けトルクは
10daNm（約9.5kgm）です。

手順
1.	 ホイールをハブにはめます。
2.	 ボルトを差し込み、手で止まるまで

回します。
3.	 盗難防止ボルトをホイールレンチア

ダプター⑤を取り付けたホイールレ
ンチ①で軽く締めます。*

4.	 他のボルトをホイールレンチ①で軽
く締めます。

5.	 ジャッキ②を完全にゆるめ、タイヤ
を接地させます。

6.	 ホイールレンチアダプター⑤を取り
付けたホイールレンチ①で盗難防止
ボルトをしっかり締めます。*

7.	 他のボルトをホイールレンチ①を
使ってしっかり締めます。

8.	 はずしたセンターキャップまたはボ
ルトカバーを取り付けます。*
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●取りはずしたホイールとジャッキの格納

1.	 ジャッキを工具入れに格納します。
2.	 ホイールにプレート付きフックを通します（A）。
3.	 イラストのように、プレート付きフックを工具入れに取り付

けます（B）（C）。
4.	 ホイールを工具入れの中央にかぶせます（D）。
5.	 ラゲッジルームの中敷板を上げます。
6.	 ホイールレンチ①にエクステンションスパナ⑦を組み付けて

ナット穴へ差し込み、ドライブナットを反時計回りに回して、
ケーブルを巻き取ります。

7.	 スペアタイヤがしっかりと床下に平行に固定されていること
を確認します。 
スペアタイヤが正しく固定されていない場合は、格納の作業
をやり直します。

キャリアはしっかりと固定してください。緩んでいると、走行
中に脱落などが起きて危険です。

スペースセーバータイヤの代わりに標準タイヤと同形のタイヤ
を購入した場合は、床下のスペーサーを取りはずす必要があり
ます。当社指定サービス工場にご連絡ください。
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●タイヤ交換後の処理
1.	 交換したスペアタイヤの空気圧を確

認してください。
2.	 はずしたタイヤの修理を早急に行い、

スペアタイヤと交換してください。

●ジャッキアップするときは、必ず輪
止めを使用し、絶対に車の下に入ら
ないでください。バランスが崩れた
場合に車がジャッキからはずれ、落
下するおそれがあります。

●ホイールボルトとハブのネジ部に注
油したり、他のボルトを使用しない
でください。走行中にネジが緩み、
タイヤがはずれるおそれがあります。

●ジャッキアップするときは、乗員を
全員車両から降ろしてください。

●ジャッキアップ中はエンジンを始動
させないでください。エンジンの振
動により、ジャッキが外れるおそれ
があります。

●指定された場所以外にジャッキを装
着しないでください。車両が損傷し
たり、ジャッキが外れるおそれがあ
ります。

●スペースセーバータイヤを2 本以上
同時に使用しないでください。

●タイヤを交換するときは、必ず同サ
イズ同種類のタイヤを使用してくだ
さい。他のタイヤを使用すると、安
全走行に悪影響を及ぼします。

●スペースセーバータイヤの空気圧は
420kPaです。定期的に点検してく
ださい。また、このタイヤ使用時の
最高速度は時速 80kmです。

●スペースセーバータイヤは一時的な
使用に限られています。常用タイヤ
のパンクなどで使用したときは、早
急にパンクの修理を行い交換してく
ださい。

●搭載されているジャッキやレンチ、
スペアタイヤは、この車専用です。
他の車に使用したり、他の車のもの
を使用しないでください。



7-8

もしものとき

７

パンク修理キット*

●パンク修理キットの場所

パンク修理キットは、ラゲッジルームの
中敷板の下に格納されています。

●パンク修理キットは当社販売店でお
買い求めいただけます。
●タイヤのトレッド部またはショル
ダー部以外の損傷によるパンクは、
パンク修理キットを使用して修理す
ることができません。
●タイヤに刺さった釘などは抜かずに
そのまま応急修理をしてください。
●修理キットを使用するときは、すべ
ての手順を行ってください。

各部の名称

A.	� 「SEALANT」／「AIR」切り替えノブ
B.	 オン「I」／オフ「O」スイッチ
C.	 減圧ボタン
D.	 空気圧計 (bars ／ p.s.i)
E.	 収納ボックス

・	ケーブル (12V 電源ソケットアダプ
ター )

・	各種コンプレッサーアタッチメント

パンク修理キットが異なる場合は、パン
ク修理キットに貼り付けされているシー
ルの手順に従って操作してください。

F.	 修理剤カートリッジ
G.	 白いホース ( 修理用 )
H.	 黒いホース ( コンプレッサー用 )
I.	 注意ステッカ－

●パンク修理キットで修理した後は、
ケースに貼付されている注意ステッ
カ－をステアリングホイールに必ず
貼り付けてください。

●パンク修理キットで修理したタイヤ
で走行するときは、時速 80km以
下で走行してください。

* 仕様により異なります。
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●使いかた
1.	 イグニッションをオフにします。
2.	 切り替えノブ Aを「SEALANT」に

合わせます。
3.	 スイッチ Bが 0になっていることを

確認します。

4.	 白いホース Gを引き出し、キャップ
をはずします。

5.	 白いホース Gを修理するタイヤのバ
ルブに接続します。

6.	 コンプレッサーの電源コードを 12
Ｖ電源ソケットに差し込みます。

7.	 ケースに貼付されている注意ステッ
カーをはがして、ステアリングホイー
ルに貼り付けます。

8.	 エンジンを始動します。

白いホースをつなぐ前に、電源を入れ
ないでください。修理剤が吹き出すお
それがあります。
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●パンク修理キットはコンプレッサー
で圧力をかけて修理剤をタイヤに
注入します。修理剤の注入中に白い
ホースをバルブから抜かないでくだ
さい。ホースの口から修理剤が吹き
出すおそれがあります。

●修理剤にはエチレングリコールなど
が含まれています。目や口に入らな
いように十分注意してください。

●パンク修理キットはお子さまには使
用させないでください。

5～7分以内に2.0barsまで昇圧しな
いときは、パンク修理キットを使用し
て修理できません。当社指定サービス
工場にお問い合わせいただくか、レッ
カーの手配をしてください。

パンク修理キットを取りはずすときは、
修理剤が車に付着しないように気をつ
けてください。付着するとシミになる
おそれがあります。

9.	 スイッチ Bを Iにして、空気圧を
2.0barsまで昇圧します。

10.	 パンク修理キットを取りはずして白
いホースにキャップを戻し、直ちに
走行してタイヤ内に修理剤を行き渡
らせます。このとき、時速 20～
60kmで約 5km走行します。

11.	 空気圧を点検して空気の漏れがな
いことを確認します。

12.	 切り替えノブ Aを「AIR」に合わ
せます。

13.	 黒いホース Hを引き出し、修理す
るタイヤのバルブに接続します。
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14.	 コンプレッサー の電 源コードを
12Ｖ電源ソケットに差し込みます。

15.	 エンジンを始動します。

16.	 空気圧が運転席側ドアピラー部に
表示されている適正値になるよう
に調整します。
・	 昇圧：スイッチ Bを Iにする。
・	 減圧：スイッチ Bを 0にしてボ

タン Cを押す。
17.	 空気の漏れがないことを確認しま

す。
18.	 コンプレッサーを取りはずし、パンク

修理キットを元の位置に格納します。
19.	 時速 80km以下で走行し、できる

だけ早く当社指定サービス工場で
タイヤの修理、交換を行ってくだ
さい。

パンク修理キットで修理した後は、約
200km以上走行しないでください。
できるだけ早く当社指定サービス工場
でタイヤの修理、交換を行ってくださ
い。

空気圧が適正値にならないときは、パ
ンク修理キットを使用して修理できま
せん。当社指定サービス工場にお問い
合わせいただくか、レッカーの手配を
してください。
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●修理剤カートリッジの交換方法

カートリッジのホース出口を反時計方向
に回すと外れます。

●修理剤は一度しか使用できません。
使用後は、新品の修理剤を当社指
定サービス工場でお買い求めくださ
い。

●使用済みの修理剤カートリッジは当
社指定サービス工場までお持ちいた
だくか、地域条例に従って廃棄して
ください。

パンク修理剤の有効期限は、製造後
約8年です。有効期限はカートリッジ
に表示されています。
例：EXP：04/2024
	 II
	 2024年4月まで
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●コンプレッサーとして使用する場合／
タイヤの空気圧を点検する場合

黒いホースを使用することで、汎用のコン
プレッサーとして使用できます。また、タ
イヤの空気圧を点検することができます。

1.	 切り替えノブ Aを「AIR」に合わせ
ます。

2.	 ホース Hをいっぱいまで引き出しま
す。

3.	 黒いホース Hを車両のタイヤのバル
ブに接続します。必要に応じて付属
のアタッチメントを使用します。

4.	 コンプレッサーの電源コードを 12V
電源ソケットに差し込みます。

5.	 エンジンを始動します。
6.	 空気圧が車両の空気圧ラベルに表示

されている適正値になるように調整
します。

	 ・昇圧：スイッチ Bを Iにする。
	 ・�減圧：スイッチ B を 0にしてボタ

ン Cを押す。
7.	 コンプレッサーを取りはずし、パンク

修理キットを元の位置に格納します。

●空気圧ラベルの位置

タイヤの適正空気圧を示した空気圧ラベ
ルは、運転席側のピラー部にあります。

ラベルの位置は仕様で異なります。
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バッテリーが上がったとき
万一バッテリーが上がってしまったとき
は、充電器（バッテリーチャージャー）
で充電するか、同じ電圧（12V）のバッテ
リーで始動させます。
接続には、市販のブースターケーブルを
使用します。ケーブルの接続時は、車の
充電系統に損傷を与えないように正しく
接続してください。

●バッテリーの位置

バッテリーはエンジンルーム左側（ボン
ネットを開いて右側）にあります。
充電器のマイナス端子（－）接続箇所／
電源を供給する車のバッテリーのマイナス
端子（－）に接続した黒いケーブルを接続
する箇所はカバーをはずすとあります。

●充電器を使用して充電
1.	 バッテリーの（＋）ケーブルをはずし、

バッテリーの端子に汚れがないこと
を確認します。

2.	 最初に充電器のマイナス端子（ー）
をボディに接続し、次にプラス端子
（＋）をバッテリーのプラス端子（＋）
に接続します。

3.	 充電器の取説に従って充電します。

ケーブルのはずしかた／接続のしかた

1.	 ロックタブ②をいっぱいまで起こし
ます。

2.	 クリップ①がバッテリーのプラス端
子（＋）の上部に来るように位置を
合わせ、クリップ①の位置がずれな
いように、上からバッテリーに押し
当てます。

3.	 ロックタブ②を倒してクリップ①を
ロックします。

クリップは正しい位置にないとロック
しません。無理にロックタブを倒さな
いでください。
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●他のバッテリーで始動 1.	 バッテリーA（上がったバッテリー）・
B（電源を供給するバッテリー）の
プラス端子（＋）を赤いケーブルで
接続します。

2.	 電源を供給する側の車のバッテリー
Bのマイナス端子（－）に、黒いケー
ブルを接続します。

3.	 未接続の黒いケーブルを、バッテリー
上がりを起こした車両の車体に接続
します。このとき、ケーブルはバッ
テリーのマイナス端子からなるべく
離れた箇所に接続します。

4.	 スターターを回してエンジンを始動
します。

5.	 アイドリング状態になるのを待って
からエンジンを停止し、ケーブルを
はずします。

●バッテリーを再接続したとき
エンジンを始動する前に、イグニッショ
ンをオンにしたまま約1分間保持します。
電子機器の初期化が行われます。

長時間バッテリーの接続を外していたと
きは、つぎの機能の初期化や再設定が
必要な場合があります。
・	 リモコン
・	 コックピットルーフのスライディング

サンバイザー
・	 ナビゲーションシステム

電子機器に異常を感じたら、当社指定
サービス工場にご連絡ください。

●お車を1ヶ月以上使用しない場合は、
バッテリーの接続をはずしてください
●ストップ＆スタート車では一度バッ
テリーの接続をはずすと数時間は停
止モードになりませんが、これは異
常ではありません。
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●バッテリーのプラス端子 (＋ )とマイ
ナス端子 (－ ) を逆に接続しないで
ください。
●エンジンの回転中は、バッテリーの
ターミナルから車両ケーブルをはず
さないでください。
●バッテリーの車両ケーブル（＋）を接
続したまま充電しないでください。

●アイドリング状態になる前にバッテ
リーのターミナルからケーブルをは
ずさないでください。
●ケーブルのプラス端子とマイナス端
子を絶対に接触させないでくださ
い。
●バッテリーは可燃性のガスを発生し
ますので、バッテリーの近くでは火
気を避けてください。
●バッテリー液は腐食性の強い希硫酸
です。万一皮膚にバッテリー液がか
かった場合は、大量の水で洗い流し
てください。
●凍ったバッテリーを充電すると爆発
するおそれがあります。バッテリー
が凍ったら新品と交換してください。
●電源を供給するバッテリーは12V
のものを使用してください。

●黒いケーブル（マイナスケーブル）を
車体に接続する際には、燃料系統や
ブレーキホース／パイプに接触させ
ないでください。

●ケーブルやエンジンルーム内の回転
部分や可動部分に接触しないよう注
意してください。

●イグニッションをオフにして2分経過
してからバッテリーの接続をはずし
てください。

●バッテリーからケーブルをはずす前
に、パワーウィンドウを閉めてくだ
さい。
閉めていないと、充電後に再度の初
期化が必要になります。

バッテリーは硫酸や鉛などの有害物質
を含んでいます。環境汚染防止のため、
正しく廃棄してください。

エコノミーモード
エンジンが停止してからも、オーディオ
機器などへの電源供給を最大30分行い
ます。電源が切れると、メッセージが表
示されます。

エンジンを再始動すると、電源の供給が
再開されます。
すぐにアクセサリーを使用したいときは、
エンジンを始動して数分間まわしてくだ
さい。
エンジンをかけていた時間の倍の間、ア
クセサリーを使用できます。ただし、こ
の時間は5～30分に限られます。

●バッテリーが弱っている時は、エン
ジンの再始動ができなくなるおそれ
があります。

●バッテリーの充電が不十分なとき
は、電源の供給時間が短くなること
があります。



7-17

もしものとき

７

けん引されるとき

●けん引ボルトの場所

けん引ボルトはラゲッジルーム下に格納
された収納ボックスに入っています。

●けん引について
吊り上げずに（４輪が接地した状態で）
けん引されるとき
けん引時は、シフトレバーをNにしてくだ
さい。

前からけん引される場合

カバー下側から持ち上げるようにしては
ずし、けん引ボルトが止まるまでねじ込
みます。

後ろからけん引される場合

カバーの上側を押してはずし、けん引ボ
ルトが止まるまでねじ込みます。

吊り上げて（２輪が接地した状態）けん
引されるとき
けん引用の車輪に乗せて移動してくださ
い。
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エンジンが始動していない状態でけん
引される車両は、ブレーキペダルが重
く効きが悪くなっています。けん引し
ている前方の車両に追突しないよう注
意してください。また、パワーステア
リングも作動していません。ハンドル
も重くなっていますので注意してくだ
さい。

●以下の場合、けん引は専門業者にご
依頼ください。
・高速道路で走行中に車両が故障し
た。
・シフトレバーがNに入らない、ステ
アリングのロックが解除できない、
またはパーキングブレーキが解除
できない。
・2 輪が接地した状態でけん引され
る。
・この車専用のけん引ボルトが使用
できない。

●けん引されるときは、以下の点にご
注意ください。
・シフトレバーはNにしてください。
・シフトレバーをN以外でけん引す
ると、ブレーキシステムが損傷す
るおそれがあります。また、次回エ
ンジンを作動するとき、ブレーキ
アシストが作動しないことがあり
ます。
・50km 以内の距離を、低速（時速
30km 以下）で移動してください。

●この車より重量の重い車両でけん引
してください。

● 4 輪が接地した状態で車両がけん
引されるときは、必ずけん引ボルト
を使用してください。

●けん引ボルト以外の箇所にけん引
フックをかけないでください。

●けん引される車両は、ハザードラン
プをオンにしてください。
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AdBlue®（尿素水）の補充
(ディーゼル車)

DS 5 は AdBlue®を使用することで、
排気ガス中の窒素酸化物を低減します。
AdBlue®は走行すると消費され、減少
します。
AdBlue®の補充は、当社指定サービス
工場にお申し付けください。

●●AdBlue®の補充は、当社指定サー
ビス工場での定期点検整備毎に行
われます。
●●AdBlue®は最大まで補充した状態
から約 20000km 走行すると残量
がなくなりますが、走行状況により、
早く残量がなくなる場合があります。
●●AdBlue®の残量がなくなるとエ
ンジンを始動できなくなります。･
AdBlue®の補充は早めに行ってく
ださい。

緊 急 時 に お 客 様 が ご 自 分 で
AdBlue®を補充する
AdBlue®の残量がなくなり、エンジン
が始動できなくなったときは、約 3.8リッ
トル以上の AdBlue®を補充すると、エ
ンジンを始動できるようになります。
AdBlue®タンクは、ラゲッジルームの
中敷板の下に格納されています。

1.	 平坦な路面で安全な場所に車を停め
ます。

2.	 エンジンを停止します。
3.	 ラゲッジルームの中敷板を上げます。

4.	 ツマミを引いて黒色のカバーを開き
ます。

5.	 青色のキャップをゆるめ、落とさな
いようにしながら取り外します。

6.	 補充が終わったら、青色のキャップ
をしっかり締めて戻します。

7.	 黒色のカバーを閉めます。
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●●AdBlue®の残量がなくなった場合
は、AdBlue®の補充後、約 5分以
上待ってからエンジンを始動してく
ださい。･
エンジン始動時は、イグニッション
をオンにして約10 秒以上待ってか
ら、エンジンを始動してください。･
また、約 5分以上待つ間、以下の
操作は行わないでください。
•	 解錠する
•	 運転席ドアを開ける
•	 車内にスマートキーを持ち込む
•	 スマートキーをスマートキー挿入
スロットに挿入する

●●AdBlue®の補充後は、エンジンの
始動に通常よりも数秒間長くかかる
場合があります。
●●AdBlue®はISO規格（ISO 22241-1）
に準拠したものを使用してください。
●●AdBlue®タンクの容量は約17リッ
トルです。
●●AdBlue®（アドブルー）はドイツ自
動車工業会（VDA）の登録商標です。

AdBlue®は、無色、透明、無臭で、
身体に触れても無害の尿素水溶液で
す。
万が一目に入ったり、皮膚に付着した
ときは、きれいな水で洗い流してくだ
さい。違和感がある場合は、すぐに医
師の診断を受けてください。
また、誤って飲み込んでしまったとき
は、コップ1～2 杯の水または牛乳
を飲み、すぐに医師の診断を受けてく
ださい。

●●AdBlue®を補充するときは次のこと
をお守りください。車両の部品や塗
装などを損傷するおそれがあります。
•	 AdBlue®以外の尿素水を使用し
ないでください。

•	 AdBlue®を水道水などで希釈し
ないでください。

•	 AdBlue®を他の薬品と混ぜたり
しないでください。

•	 AdBlue®が車両の塗装面に付着
したときは、すぐに水で洗い流し
てください。

●●AdBlue®を保管するときは次のこと
をお守りください。車両の部品や塗
装などを損傷したり、AdBlue®の成
分が変質して刺激臭が発生するおそ
れがあります。
•	 AdBlue®を車内に放置しないで
ください。

•	 AdBlue®を指定以外の容器で保
管しないでください。

•	 AdBlue®は容器を密閉し、直射
日光の当たらない風通しの良い、
気温が 25℃を超えない場所に保
管してください。

●●AdBlue®は凍結しても、解凍すれ
ばそのまま使用できます。
●●使用済みのAdBlue®の容器は、地
域条例に従って廃棄してください。
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燃料切れしたとき(ディーゼ
ル車)
燃料を補給後、以下の操作を行い、燃
料系統内のエア抜きをしてください。
1.	 シフトレバーを Pの位置にします。
2.	 パーキングブレーキがかかっている

ことを確認します。
3.	 ブレーキペダルを踏まずに START/
STOPスイッチを押し、イグニッ
ションをオンにします。

4.	 約 6 秒間待って、イグニッションを
オフにします。

5.	 手順 3 から手順 4 の操作を 10 回繰
り返します。

6.	 エンジンを始動します。

●●エンジンがかからないときは、イグ
ニッションをオフにし、再度エア抜
きをしてください。
●●エア抜きの操作を繰り返してもエンジ
ンがかからないときは、当社指定サー
ビス工場で点検を受けてください。
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車両データ・アクセサリー類・索引
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●識別表示

A　車台番号(エンジンルーム内)
B　車台番号(フロントガラス下側)
C　認証ラベル（運転席側ピラー部）
D　タイヤ仕様と車体塗色コードラベル

タイヤとホイールサイズ、メーカー名、 
適正空気圧、車体色などが記載され
たラベルが、運転席側のピラー部に
貼られています。

タイヤを交換するときは、必ず同サ
イズ同種類のタイヤを使用してくださ
い。他のタイヤを使用すると、安全走
行に悪影響を及ぼします。

●タイヤのサイズによっては、タイヤ
チェーンが装着できません。詳しくは
当社販売店へお問い合わせください。

●タイヤの空気圧は、走行前少なくと
も月一回の割合でチェックしてくだ
さい。必ず当社が指定する空気圧に
調整してください。

タイヤの空気圧が低すぎると、燃費が
悪くなります。

*ラベルの位置は仕様で異なります。
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●外形寸法

15
30

1870
1580 1605

995 2725
4535

815

*数値は予告なく変更されることがあります。
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アクセサリー類
アクセサリー類は、当社純正部品を使用
してください。取り付けは、付属の取扱
説明書に従ってください。

フロアマット

取り付けるときは、フロアマットを正し
い位置に合わせ、クリップで留めてくだ
さい。フロアマットがしっかり固定され
ていることを確認してください。

●車両側に装備されている固定フック
に適したフロアマットのみ使用して
ください。また、2枚以上のフロア
マットを重ねて使用しないでくださ
い。ペダル操作の妨げになります。

●当社未指定のフロアマットの使用
は、ペダル操作の妨げになるだけで
なく、クルーズコントロール／スピー
ドリミッター機能の使用の妨げにも
なり、重大な事故につながるおそれ
があります。
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ルーフキャリア

ルーフキャリアの取り付け
1.	 六 角 レン チを 使 用 して ネジ 式 の

キャップを取りはずします。
2.	 ルーフレールのマークに合わせて

キャリアを取り付け、ネジを締め付
けます。

キャリアを含めた許容荷重は70kgです。

使用しないときはルーフキャリアを取
りはずしてください。

●ルーフキャリアは当社純正品を取扱
説明書にしたがって正確に取り付け
てください。

●当社純正以外のルーフキャリアを使
用したり、指示通りに取り付けなかっ
たりした場合、ルーフキャリアや荷
物が落下し、事故やケガにつながる
おそれがあります。

●荷物の固定には、細すぎたり、損
傷したひもや不適切なひもは使
用しないでください。荷物を固定
する際には、適切なひもを使用
し、しっかりと固定してください。･
やむを得ず荷物がルーフ部分から突
き出る場合は、適切な目印を取り付
けて周囲に知らせてください。

●ルーフキャリアに荷物を積む際には、
ルーフキャリア許容荷重を超えない
ようにしてください。

●ルーフに重たい荷物や大きな荷物を
積んでいると、車両の重心が変わっ
たり風の抵抗が大きくなり走行に影
響を与えます。速度を控えたり、急
ブレーキ、急ハンドルを避ける等慎
重な運転を心がけてください。

キャリアの高さには注意してください。
特に高速走行を行うと、予想以上に負
荷がかかるので思わぬトラブルの原因
となることがあります。
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数字

12V電源ソケット･････････････････････････････ 5-18

アルファベット

ABS（アンチロックブレーキシステム）･･････････ 3-16
AdBlue®･･････････････････････････････3-18、7-19
ASR（トラクションコントロール）･･････････････ 3-16
AUXソケット････････････････････････････････ 5-18
EBA（ブレーキアシスト）･･････････････････････ 3-16
EBFD（電子式制動力制御装置）････････････････ 3-16
ESC（エレクトロニックスタビリティコントロール）････ 3-16
FAP（ディーゼルパティキュレートフィルター）･････ 3-21
ISOFIXチャイルドシート･･････････････････････ 1-20
SCR（選択式還元触媒）システム･･･････････････ 3-18
START／STOPスイッチ･･･････････････････13、3-2
USBボックス･････････････････････････ 5-18、5-20

あ

アームレスト（フロント／リア）････ 5-18、5-19、5-20
アクセサリー類････････････････････････････････ 8-4
アクティブランバーサポート･･････････････････････1-6
足元照明････････････････････････････････････ 5-17
アナログ時計････････････････････････････････ 5-19
アラーム･････････････････････････････････････ 2-12
アンチロックブレーキシステム（ ABS ）･････････ 3-16
アンビエンスイルミネーション･････････････････ 5-17
イモビライザー（盗難防止システム）･･････････････ 2-8
インストルメントパネル･････････････････････････ 4-2
インストルメントパネルの調整（リセット、 
明るさ調整）･････････････････････････････････ 4-18
インテリア･･･････････････････････････････････ 5-18
インテリジェントハイビーム････････････････････ 4-21
ウィンドウウォッシャー･･･････････････････ 10、4-29
ウォッシャー液････････････････････････････････ 6-8
エアコンディショナー（エアコン）････････････････ 5-2
エアバッグ（フロント／サイド／カーテン）････ 1-22、1-23
エアバッグの作動条件･････････････････････････ 1-25
エアフィルター･･･････････････････6-8、6-18、6-19
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液晶ディスプレイ(カメラモニター)････････････････1-8
エクステリアウェルカムランプ･････････････････ 4-26
エクステリアサイドランプの交換････････････････6-11
エコノミーモード･･････････････････････････ 2、7-16
エレクトリックパーキングブレーキ･････14、3-9、6-8
エレクトロニックスタビリティコントロール（ ESC ）････ 3-16
エンジンオイル･･･････････････････････････････ 6-19
エンジンオイルの点検／補給／交換･･････････････ 6-6
エンジンの始動･･･････････････････････････13、3-2
エンジンブレーキ･････････････････････････････ 3-6
エンジン油量インジケーター･･･････････････････ 4-15
エンジンルームの点検･････････････････････6-4、6-5
オートドアロック･･････････････････････････････2-11
オートマチックトランスミッション･･･････････････ 3-5
オートマチックトランスミッションフルード･･･････ 6-19
オートライト････････････････････････････ 10、4-20
オートワイパー･･･････････････････････････････ 4-28
オイル交換･･････････････････････････････6-6、6-19
オイルフィルター･････････････････････････6-6、6-19
オイル粘度･･･････････････････････････････････ 6-19
オクタン価･･･････････････････････････････････ 1-27
オドメーター･････････････････････････････････ 4-18

か

カーテンエアバッグ･･･････････････････････････ 1-23
カードホルダー･･･････････････････････････････ 5-18
カーペット／フロアマット･･････････････････6-3、8-4
外形寸法･････････････････････････････････････ 8-3
解錠････････････････････････････････････2-3、2-4
各種機能の設定･･･････････････････････････････ 5-9
カスタマイズ（各種機能／表示メッセージ）････5-9、5-10
ガソリン･････････････････････････････････････ 1-27
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オーディオ
6スピーカーAM/FMチューナー付CDプレイヤー

フロントパネル･････････････････････････････････････ 8-14
ステアリングスイッチ････････････････････････････････ 8-15
基本操作･･････････････････････････････････････････ 8-16
ラジオ･････････････････････････････････････････････ 8-18
CD･･･････････････････････････････････････････････8-20
USBボックス･･････････････････････････････････････8-22
Bluetooth････････････････････････････････････････8-24
FAQ･･････････････････････････････････････････････8-32

安全上の理由から、各種設定など複
雑な操作は、車両を停止し、イグニッ
ションをONにした状態で実施してく
ださい。

●接続するオーディオ機器によっては
動作が異なる場合があります。
●このオーディオには盗難防止機能が
付いています。他の車両では使用で
きません。
●利用可能なBluetoothの機能、お
よびその表示内容は、携帯電話の
種類とその設定、および契約内容に
よって異なります。詳細はお客様が
お使いの携帯電話会社へお問合せ
ください。
●Bluetooth® はBluetooth SIG, 
Inc. の商標です。
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フロントパネル

A．	未対応(日本国内)
B．	リスト表示
C．	登録放送局呼び出し
D．	ボリューム(リング部)
E．	電源
F．	サウンド調整
G．	ディスプレイ表示切替

H．	CD挿入口
I．	 キャンセル／前画面に戻る
J．	メニュー項目選択／確定
K．	ソース(ラジオ／CD／USB／AUX)選択
L．	メインメニュー表示
M．	AM／FM切替
N．	CDイジェクト(取り出し)
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ステアリングスイッチ

 

LIST
-

SRC

+

1

2

3

5

4

①	 ソース(ラジオ／CD／USB／AUX)選択	  
電話

②	 登録放送局選択(ラジオ)	  
フォルダ選択(CD／USB)

③	 リスト表示
④	 ボリューム(－)
⑤	 ボリューム(+)
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基本操作

●電源
スイッチEを押すと電源が入り、再度押す
と切れます。

イグニッションがオフの場合でも、オー
ディオの電源を入れることができます。
電源は最長30分後に自動的に切れま
す。

●ボリューム
リングDを回すとボリュームが増減しま
す。ステアリングスイッチ④⑤でもボ
リュームの調節ができます。

自動音量補正機能がオンのときは、ボ
リュームは車速に応じて自動的に調節
されます。

●ソース選択
ボタン Kまたは①を押すたびに、ラジオ、
CD、USB、AUX の順にソースが切り替わ
ります。

LIST
-

SRC

+

1

5

4
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●サウンド調整
ボタンFを押すと、調整画面がマルチファンクションディスプレイに表示されます。
各項目の設定はボタンJで調節／選択します。

ページ 画面表示 調整内容

1/2

Ambience 音楽に合わせてあらかじめ設定された音質を選択します。
Bass 低音域の音量を調整します。
Treble 高音域の音量を調整します。
Loudness ラウドネス補正の有無を設定します。
Other settings 次のメニューに移動します。

2/2

Distribution リスニングポジションに合わせた音量バランスを調整し
ます。

Balance 左右の音量バランスを調整します。
Fader 前後の音量バランスを調整します。
Auto. volume 自動音量補正機能（車速感応式）の有無を設定します。
Other settings 次のメニューに移動します。

●ディスプレイ表示切替
ボタンGを押すと、マルチファンクションディスプレイ内のメインとサブの表示が入れ替わ
ります。また、長押しすることにより、不要な照明を消す「ブラックパネルモード」にな
ります。

●アンビエンスの各メニューは、バス
（低音）／トレブル（高音）の値が既
に設定されています。これらの値は
Personalisedでさらに変更するこ
とができます。

●ソース（ラジオ／CD／USB／AUX）
ごとに、ラウドネス補正の設定をす
ることができます。

●調整画面中に数秒間操作を行わな
いと、通常画面に戻ります。
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ラジオ

●ラジオモードの選択
ボタンKまたは①を押してラジオモード
を選択します。

●受信バンド選択
ボタンMを押すたびに、次の順に受信バ
ンドが切り替わります。
FM1→FM2→AM

●手動サーチ
ボタンJの上下ボタンを押すと、周波数が
変わります。ボタンJの上下ボタンを押し
続けると、大きく周波数が変わります。

●自動サーチ
ボタンJの左右ボタンを押すと、自動サー
チが開始され、受信可能な放送局が見つ
かったところで止まります。
ボタンJの左右ボタンを押し続けた場合
は、その間の放送局をスキップし、ボタ
ンJを放したところから自動サーチを再
開します。
ステアリングスイッチ②を上下に回して
も自動サーチができます。

自動サーチで合わせたい放送局に止ま
らない場合は、電波状況が弱いなど
が考えられます。手動サーチで放送局
を設定してください。

LIST
-

SRC

+

1

2

3
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●手動プリセット
自動サーチまたは手動サーチでサーチし
た放送局を各プリセットボタンCに登録
します。「 1～6 」の中から登録したい番
号のボタンを2秒以上押し続けます。

登録中は放送が一時的に途切れます
が、すぐに元に戻ります。

●登録した放送局の呼び出し
ボタンMを押し、受信バンドを選択しま
す。プリセットボタンCを押して、登録し
た放送局を呼び出します。

●受信可能放送局リスト
ボタンBを押すと、走行中のエリアで受
信できる放送局のリストがマルチファン
クションディスプレイに表示されます。
リスト中の放送局を選択するには、ボタ
ンJの上下ボタンとOKボタンで選択／決
定します。ステアリングスイッチ②でも
同様の操作をすることができます。
リストは10分ごとに更新されます。ボタ
ンBを2秒以上押すと、いつでもリスト
を更新することができます。

●RDSについて
RDS（ラジオデータシステム）は、欧州
で実施されているFM電波帯のサービス
で、国境を越えて移動しても常に同じ放
送内容の局を探しながら受信し続けた
り、今聴いている放送局の名前や放送
中の曲名をラジオに表示させることがで
きます。お車のラジオには仕様によりこ
の機能を備えているものがあり、マルチ
ファンクションディスプレイにRDS設定
項目が表示されますが、日本ではRDS
放送が行われていないため、ご利用い
ただくことはできません。また、マルチ
ファンクションディスプレイの受信画面
に「 RDS 」マークが点灯／点滅するこ
とがありますが、異常ではありません。
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CD

●CDモードの選択
以下の2つの方法があります。
・	�CDを挿入します。
・	�ボタンKを押してCDモードを選択しま

す。（ CDがプレイヤーに入っている時）

●トラック選択
以下の2つの方法があります。
・�ボタンJの左右ボタンでトラックを選択

します。
・右ボタンを押すと、次のトラックに曲

送りになります。
・左ボタンを1回押すと、現在再生中のト
・ラックの最初に戻り、2回押すと1つ前

のトラックに曲戻りします。
・ステアリングスイッチ②を回しても同

様の操作をすることができます。

・	�ボタンBを押して、トラックリストを表
示させます。

・ボタンJの上下ボタンでトラックを選択
し、OKボタンで確定します。

・ステアリングスイッチ②でも同様の操
作をすることができます。

ディスプレイの制約により、日本語の
表示はできません。

LIST
-

SRC

+

1

2

3
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●早送り／巻戻し
再生中にボタンJの左右ボタンを押し続
けると、早送り／巻戻しを行います。ボ
タンを放すと通常の再生に戻ります。

●再生オプション
2つの再生オプションが設定できます。

・ノーマル再生
・ランダム再生

設定は以下の方法で行います。
ボタンLを押してメインメニューを表示
させます。ボタンJの上下左右ボタンで

「オーディオ」の項目から再生オプショ
ンを選択し、OKボタンで確定します。

●MP3 CDを聴く場合
このオーディオはMP3フォーマットに対
応しています。MP3フォーマットで記録
されたCDを挿入して正しく認識された
場合は、最初のトラックが再生されます。

CD-Rで複製したオーディオCDは認識
できないことがあります。

●トラック選択（MP3 CD）
ボタンBを押してフォルダリストを表示
させます。ボタンJの上下ボタンでフォ
ルダを選択し、OKボタンでフォルダを開
きます。ボタンJの左右ボタンでトラッ
クを選択し、OKボタンで確定します。ス
テアリングスイッチ②でも同様の操作を
することができます。
ステアリングスイッチ③でフォルダリス
トを表示することができます。

●CDイジェクト（取り出し）
ボタンNを押すと、プレイヤーからCDが
出てきます。ソースは自動的にラジオモー
ドに切り替わります。

ボタンNを押して、10～15秒以内に
CDを取り出さないと、CDはCDプレイ
ヤーに自動的に戻されます。ただし再
生は始まりません。

CD取り扱い注意事項
・	CDを落とさないでください。
・	CDの表面にほこりなどが付かないよ

うに保管してください。
・	CDの表面は直接手で触れないように

取り扱ってください。小さな傷や指紋
などの汚れが付くと、音とびなどが起
きることがあります。

・	CDにステッカー類を貼り付けないでく
ださい。

・	損傷を受けたり変形したCDを使用し
ないでください。

・	CDは日光にさらしたり、熱源に近づけ
ないように取り扱ってください。

・	CDの表面が汚れている場合、やわら
かくきれいな布で拭き取ってください。

・	悪路走行など激しい振動があるとき
は、音とびすることがあります。

気温が非常に高い場合は、保護システ
ムが作動してCDプレイヤーが作動し
なくなります。ただし、安全のために
気温が60℃以上または-10℃以下のと
きはCDプレイヤーを使用しないでく
ださい。
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USBボックス

USBポートまたは外部音声入力端子に市販のケーブルでポータブルオーディオなどを接
続し、音声をオーディオから再生することができます。

●接続するオーディオ機器の仕様によ
り認識できないことがあります。

●認識可能なファイルフォーマットは
MP3（mpeg1のレイヤー3のみ）、
WMA（9のみ）です。

●対応するUSB規格は1.1、1.2、2.0
です。

●USBポートに接続できるiPodは第5
世代での動作が確認されています。

USBポート
USBポートに接続すると自動的に再生が
始まります。すでに接続されているとき
は、ボタンKを押してUSBモードを選択
します。

LIST
-

SRC

+

1

2

3
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●再生オプション
OKボタンを押すと、2つの再生オプショ
ンが設定できます。

・リピート再生
・ランダム再生

●ルートメニュー選択
ボタンBを長押しして、「Folder」「Artist」

「 Genre 」「 Playlist 」の中からルート
メニューを選択します。ボタンJの左右
ボタンで選択し、OKボタンで確定します。
ステアリングスイッチ②でも同様の操作
をすることができます。

Folder	：	� 階層にかかわらずすべての
フォルダをアルファベット順
に選択します。

Artist	 ：	� ID3タグのアーティスト名を
アルファベット順に選択しま
す。

Genre	 ：	� ID3タグの「ジャンル」を選
択します。

Playlist	：	� .m3u、.pls、.wplのプレイリス
トに従います。

●トラック選択
ボタンBを押してリストを表示させます。
ボタンJの上下ボタンでフォルダを選択
し、OKボタンでフォルダを開きます。ボ
タンJの左右ボタンでトラックを選択し、
OKボタンで確定します。ステアリング
スイッチ②でも同様の操作をすることが
できます。
ステアリングスイッチ③でフォルダリス
トを表示することができます。

その他は、CDの操作方法と同じです。

外部音声入力端子（AUX）
ボタンKを押してAUXモードをソース選
択し、市販のケーブルを使用して外部音
声入力端子に接続します。
操作は接続するポータブルオーディオな
どの機器側で行います。
ボリューム調節は、まず接続する側の機
器で主調節をします。その後、車両のフ
ロントパネルやステアリングスイッチで
調節することができます。

●1つのオーディオ機器をUSBポート
と外部音声入力端子へ同時に差し
込まないでください。

●USBポートに、オーディオ機器以外
のUSB装置やハードディスクなどを
接続しないでください。オーディオ
が故障するおそれがあります。

●第4世代までのiPodは外部音声入
力端子を使用してください。

●外部音声入力端子を使用している
ときは、再生情報はポータブルオー
ディオなどの画面に表示されます。

●ディスプレイの制約により、日本語
のフォルダ名は表示できません。
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Bluetooth

●メニュー項目選択/確定（ボタン
J）

左右ボタン：
このボタンを押して項目を
選択します。

上下ボタン：
このボタンを押して項目や
数値を選択します。

OKボタン：
選択した内容を確定します。

I

●通話（ボタンK、1）
・	短く押す：	  

着信を受け付けます。	  
通話中に短く押すと、「Telephone」
メニュー（通話の終了、シークレット
モード、ハンズフリー切り替え）を表
示します。

・	長押しする：	  
着信を拒否、または通話を終了します。 
通 話 中でないときに長 押しすると、

「Telephone」メニュー（ダイヤル、
電話帳、通話履歴、留守番電話）を
表示します。

●オーディオシステムのBluetoothハ
ンズフリーシステムにより通話をし
ている時にエコノミーモードに入っ
た場合、その通話は約10分間保持
されます。

●ディスプレイの制約により、日本語
の表示はできません。

LIST
-

SRC

+

1



8-25

付　録

８

電話機との接続（ペアリング）

1. 電話機のBluetooth機
能をオンにして、外部
から検索可能な状態に
設定します(電話機の説
明書を参照)。

2. 「MENU」 ボ タ ンLを
押します。

3.	「Bluetooth connection」を選択し、
「OK」ボタンを押します。

4.	「 Search for a device」を選択し
ます。

5.	 マルチファンクションディスプレイに
「Search　in　progress…」が表示さ
れます。

6.	 接続したい電話機をリストから選択
します。

電話機名の代わりに電話機の機種名
が表示される場合があります。

7. マルチファンクション
ディス プ レ イ に 仮 想
キーパッドが表示され
ます。「左右」ボタンと

「OK」ボタンを使用し
て、4桁以 上のコード
を入力します。

8. 電 話 機 の 画 面 に メッ
セージが表示されます。
手順7で設定したコー
ドと同じコードを入力
します。
ペアリングに失敗した
場合は、一度イグニッ
ションをOFFにして電
話機の電源もOFFにす
るなどして、再度トライ
してください。

コード入力の操作回数に制限はありま
せん。

9.	 電話機への接続を許可します。
10.	接続を確認するメッセージが表示さ

れます。

安全上の理由から、Bluetoothハンズ
フリーシステムのペアリングは、車両
を停止し、イグニッションをONにした
状態で実施してください。

●一度に接続できる電話機は1台だけ
です。

●利用できる機能はネットワーク、
SIMカード、および使用する電話機
の仕様（互換性）により異なります。

●ペアリング完了後、自動または手
動で電話帳の同期が可能になります
（互換性のある電話機の場合）。
●エンジンを始動するたびに自動再接
続を可能にするには、電話機側での
設定が必要な場合があります。

●ペアリングは、電話機からBluetooth
デバイスを検索して開始することもで
きます。
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Bluetoothを使ったオーディオファ
イルの再生
Bluetooth搭載の音楽再生機能付き電
話機に保存した音楽ファイルや、インター
ネットで受信中の音楽等を無線でカース
テレオに送信して、車両のスピーカーで
再生することができます。

1. 電話機のペアリング/接続をします。
手順は「電話機との接続（ペアリン
グ）」の項を参照してください。

2. 「 SRC」ボタンKまた
は①を押して、ストリー
ミングソースを選択し
ます。
音楽が自動的に再生さ
れます。

・	 音量の調節はオーディオシステムで行
ないます。

・	 音楽ファイルのいくつかの情報が画面
に表示されます。

SRC

●Bluetoothファイル（プロファイル
A2DP/AVRCP）をサポートした
電話機を使用する必要があります。

●ストリーミング再生は電話機の機能
に依存します。

●音質は、電話機からの送信品質に
よって決まります。

●オーディオファイルの再生・停止な
どは、電話機で操作しなければなら
ない場合があります。

電話をかける

●発信

1. 下 記 い ず れ か の 操 作 を 行 って、
「Telephone」メニューを表示させ
ます。

・ 「 SRC」ボタンKまた
は①を長押しします。

・ 「OK」ボタンを押して
メニューを表示させた
後、「Call」を選択し、
確定します。

・ 「MENU」 ボ タ ンLを
押 し、「Telephone」
を選択して確定した後、

「Call」を 選 択し、確
定します。

SRC
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2. 「上下」ボタンで「Dial」
を選択して、「OK」ボ
タンで確定します。
修正する場合は一度に
1つの番号を選んで削
除します。

3. 「左右」ボタンを使用し
て番号を1つずつ選 択
し、「OK」ボタンで確
定します。

4.「OK」ボタンを押して確定すると、
発信を開始します。

●通話履歴からの発信
1. 「 ● 発 信 」 の 手 順1を 実 行 し、

「Telephone」メニューを表示します。
2. 「上下」ボタンで「Calls 

list」を選択し、「OK」
ボタンで確定します。

3.「上下」ボタンで番号を選択して「OK」
ボタンで確定すると、発信を開始し
ます。

●通話履歴には、接続した電話機によ
り車両経由で行った発信と受信が含
まれています。

●電話機により、通話履歴からの発信
ができない場合があります。

電話機から直接発信することも可能で
す。その場合、安全のため車を駐車し
てから発信してください。

●電話帳からの発信
1.	「電話をかける」の「●発信」の手順

1を実行して、「Telephone」メニュー
を表示します。

2. 「 上 下 」 ボ タ ン で
「Directory」を選択し、
「OK」ボタンで確定し
ます。

3. 「上下」ボタンで番号を
選択し、「OK」ボタン
で確定します。

接続した電話機の電話帳によっては、
先に分類を選択する必要があります。
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電話を受ける
1.	 受信通話があると、ベルが鳴り、マ

ルチファンクションディスプレイに表
示されます。

2.	「OK」ボタンを押して、通話を受け
ます。

「 SRC」ボタンKまた
は①を短く押すことで
も通話を受けることが
できます。

受 信 を 拒 否 するに は 
「 」ボタンIを、もしく
は「 SRC」ボタンKま
たは①を長押しします。

あらかじめ「OK」ボタンには通話を
受ける「 YES」が設定されています。
通話を受けない場合は、「 NO」を選
択し、確定します。

SRC

通話中の機能
通話中に「OK」ボタンを押すと、マル
チファンクションディスプレイにメニュー
画面が表示されます。

Hang up：通話の終了
「上下」ボタンでこれを選択
して「OK」ボタンで確定
すると、通話が終了します。

「 SRC」ボタンKまたは①
を長押しすることでも、通
話を終了できます。

Secret - Mute：	 	
相手に聞こえなくする

「上下」ボタンで、
-	「Micro OFF」を選択すると、マイク

がオフになって相手に音声が伝わりま
せん。

-	「Micro OFF」を選択解除すると、マ
イクがオンになります。

SRC

Combined mode：	 	
ハンズフリー切り替え機能
通話を終了しないで車を離れたい場合に
使用します。
上下ボタンで、
-	「Terephone mode」を選択すると、

ハンズフリーをオフにして通話を電話
機に転送します。

-	「Terephone mode」を選択解除す
ると、ハンズフリーがオンになり通話
を車両に転送します。

●電話機によっては、ハンズフリーの
解除は、電話機から設定する必要が
あります。

●通話が切れた場合、車両に戻ってか
ら再び接続すると、Bluetooth接続
が自動的に回復します。（電話機に
よって回復しない機種もあります。）

*仕様により異なります。
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DTMF tones：	 	
トーン信号送出機能
プッシュホンのボタンに対応する「ピ・ポ・
パ」音を発信することができます。

「上下」ボタンでこれを選択
し て「DTMF tones」 を
選択し、デジタルキーパッ
ドを使用して、希望する信
号音を発信します。

Switch：		
通話切り替え機能
キャッチホン／割込通話で保留している
通話を再開することができます。

「上下」ボタンで「 Switch」
を 選 択し、「OK」ボタン
で確定して切り替えます。

電話帳の表示

1. 電話帳へのアクセスに
は、「 SRC」 ボタ ンK
または①を長押しする
か、 ま た は「OK」 ボ
タンを押して、メニュー
から「Call」を選択し、
確定します。

2. 「 上 下 」 ボ タ ン で
「Directory」 を 選 択
して、電話番号を確認
します。

3. 電話帳を修正するには、
「MENU」ボタンLを押し
て、「Telephone」 を 選
択し、さらに「Directory 
management」を選択
します。*

以下を実行することができます。
・	「Consult an entry：内容を修正」
・	「Delete an entry：一件削除」
・	「Delete all entries：全件削除」

SRC

●電話帳が表示できるのは半
角英数字だけです。日本語
の表示はできません。

●ラジオに記憶される電話帳
の内容は、Bluetooth接続
に依存します。（電話機に
よって送られない機種もあ
ります。）

●電話機からラジオの電話帳
にインポートされた内容は、
接続する電話機にかかわり
なく、誰もが見ることので
きる電話帳ファイルとして保
存されます。



8-30

付　録

８

接続情報の表示
1. 電話や接続の情報を確

認するには、「MENU」
ボタンLを押します。

2. 「 左 右 」 ボ タ ン で
「Telephone」を選択
し、「OK」ボタンで確
定します。

3.「Telephone management」を選
択し、確定します。

4. 「 上 下 」 ボ タ ン で
「Telephone status」
を選択し、「OK」ボタ
ンで確定します。	  
次の項目がマルチファ
ンクションディスプレイ
に表示されます：
・	 電話機名
・	 ネットワーク名
・	 ネットワーク信号強度
・	 Bluetooth接続の確認

接続設定の変更
Bluetoothによる電話機との接続には、
ハンズフリー接続およびオーディオ接続
が含まれます。通常はどちらの機能も自
動的に接続されます。

電話機によっては、どちらかひとつの
接続しかできない場合があります。

1. 「MENU」 ボ タ ンLを
押します。

2. 「 左 右 」 ボ タ ン
で「 B l u e t o o t h 
connection」を 選 択
し、「OK」ボタンで確
定します。

3. 「 上 下 」 ボ タ ン
で「 Connec t i o ns 
management」 を 選
択し、「OK」ボタンで
確定します。ペアリン
グされた電話機のリス
トが表示されます。

デバイスが接続されていること
を示しています。

オーディオ接続をしていること
を示しています。

ハンズフリー接続をしているこ
とを示しています。

4. 「上下」ボタンで電話機
を選択し、「OK」ボタ
ンで確定します。
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5.	「上下」ボタンで以下の設定を選び、
変更して「OK」ボタンで確定します。

・	「Connect telephone」
	 「Disconnect telephone」	  

電話機またはハンズフリー接続だけを
接続／切断する。

・	「Connect media player」
	 「Disconnect media player」	  

オーディオ接続だけを接続／切断す
る。

・	「 C o n n e c t  t e l e p h o n e 	
+ media player」

	 「 D i s c o n n e c t  t e l e p h o n e 	
+ media player」	  
ハンズフリーおよびオーディオ接続の
両方を接続／切断する。

・	「Delete connection」
	 ペアリングを削除する。
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FAQ（良くある質問）
質問 回答 対応方法

ソース（ラジオ／CD／USB／AUX ）
によって音質が異なるのは？

サウンド調整は、それぞれのソースごとに設
定することができます。

それぞれのソースについて、最適のサウンド調整を
確認してください。

CDを挿入してもプレイヤーから出て
きてしまうのは？

CDの挿入方法が誤っています。 正しい向きでCDを挿入してください。

CDにダメージがあります。 CDの表面に損傷がある場合は再生できません。

当オーディオ非対応です。 個人で作成したCDはファイル形式によっては、再
生することができません。

DVDは再生することができません。

ディスプレイに「USB peripheral error」
のメッセージが表示されるのは？

USBメモリーが認識されません。
また、壊れている可能性があります。

USBメモリーを初期化してください。

いつもよりCDの音質が悪いときは？ CDにダメージがあります。 良質のCDのみ使用してください。

プリセットした放送局を呼び出すこと
ができないのは？

受信バンドが正しくありません。 BANDボタンを押して、プリセットした放送局に該
当する受信バンドを選択してください。

徐々に受信しているラジオの音質が下
がっていくのは？

近くに障害物（山、丘、ビルなど）があると
きや、放送区域外にいる場合、受信に影響が
出る場合があります。

オーディオに異常はありません。電波状況が良い場
所に移動すれば、音質不良は解消されます。

エンジンがかかっていないとき、オー
ディオの電源が数分後に切れてしまう
のは？

エコノミーモードに切り替わる時間は最大
30分ですが、バッテリーの充電状況により
極端に時間が短くなることがあります。

エンジンをかければ、連続して聴くことができます。

ディスプレイに「The audio system 
is overheating」のメッセージが表示
されるのは？

気温が非常に高い場合は、保護システムが作
動して、自動的にボリュームが下がり、CDプ
レイヤーが作動しなくなります。

オーディオの過熱を抑えるため、オーディオの電源
をしばらくオフにしてください。
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